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「やめて！　ルーカス！　無む茶ちやよっ！」


　店にざわめきが起こったのは、あたしが日ひ替がわり定食四種類を食べ終えて、腹八分目の心地ここちよさを満まん喫きつしていた時のことだった。
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　入り口でとっくみあいをやっているのは、戦士風の男とひとりの女性。


「離してくれイリーア！　このまま奴やつの好き放題にさせておくわけにはいかないんだ！」


「でも……！」


　彼女のことばをさえぎって、男は店のなかにむかって声をはり上げる。


「誰だれか……おれに力を貸してくれる者はいないかっ!?」


「……おいおいルーカス……一いつ体たいなんの騒さわぎだ？　こいつぁ？」


　見かねて声をかけたのは、この店のおやじさん。


　……してみると、このにーちゃん、この町の者なんだろうけれど……


「倒すのさ！　あいつを……あの黒い竜りゆうをなっ！」


　文字通り──


　男のひとことは、店内の客たちを凍こおりつかせた。


「その話──聞かせてもらいましょうか」


　沈ちん黙もくを打ち破やぶったのは、他ほかでもないこのあたしだった。


「──あ……あなたは……？」


　尋たずねる男にあたしは答える。


「リナ──リナ ＝ インバース」





「そうですか……あなたが、あの……」


　テーブルの向かいに腰こしかけて、ルーカスさんは深ふか々ぶかとうなずいた。


　黒い髪かみを短く刈かりこんだ、上うわ背ぜいはそれほどでもないが、がっしりした体格の青年。


　ロング・ソードに革よろいレザー・アーマーという、いたってふつーな装そう備びである。


「有名な方なの？」


　その隣となりに座るイリーアさんが、小さな声で彼に尋ねる。


　こちらはふつーの町まち娘むすめ。


　色白の、線の細い感のある美人だった。


「ああ。きみも噂うわさくらいは聞いたことがあるだろう。『竜が踏ふんでも壊こわれない』とか『大だい魔ま王おうの食べ残し』とかの異い名みようを持つ、あのリナ ＝ インバースさんだ」


「ああ、あの！」


「ちょっと待て。あんたら」


『何です？』


　声をハモらせてふり向くふたり。


「何なのよっ！　その問もん答どう無む用ようなふたつ名は!?」


「えー、でも……」


「第一、初対面の人間に、面と向かってそこまで言われるすじあいはないわっ！」


「けど、見ず知らずの人間に、陰かげでこそこそ言われるのはいやでしょ？」


　そう尋ねたのはイリーアさん。


「え……？　そ、そりゃあもちろんいやに決まってるわよ」


「なら私たち、見ず知らずでも陰で言ってるわけでもないんですから、いいじゃないですか」


「よくないって」


「──さ、話も解決したところで。ルーカス、本題に入りましょ」


「いつ話が解決したのよっ!?　いつっ!?」


「そう、あれは今から半年前──」


　あたしを全まつたく無む視しして、いきなりモノローグに突入するルーカスさん。


　こ……こひつら……


「それまで平和だったこの町に、一匹の黒い竜りゆうがやって来たのです。


　竜は西の山に住み着き、こともあろうに町の人々を脅きよう迫はくしはじめたのです。


　十日に一度、キャベツ二玉と大皿一杯のブタ肉コマ切れをさし出せ。さもなくば町に災わざわいが起こるだろう──と。


　最初、町の人々は勇ゆう敢かんにも、この脅おどしに屈くつしませんでした。


　しかしそのうち──


　竜のことば通り、子供がドブにはまったり、牛が難なん産ざんしたりと、たたりとしか思えないような不ふ吉きつなことが起こり始め──


　──ど、どうしたんですか!?　リナさんっ!?　いきなり泣きだしたりしてっ!?」


「……ち……ちいさいっ……


　すけぇるが……小さすぎるっ……」


「そりゃあ……あなたにとってはたいしたことじゃあないかも知れませんけど……」


　非ひ難なんの声を上げたのはイリーアさん。


「けど！　最近は豚ぶた肉にくもけっこう高いんですよ！」


　しくしくしくしく……





　そもそも──


　この件に、あたしが自分の方から声をかけたというのは、ある程度の打だ算さんあってのことである。


　黒い竜りゆう、ということは、相手はおそらく黒竜ブラツク・ドラゴンだろう。まさかこんなところに魔王竜デイモス・ドラゴンがいるわけもないし。


　そもそもこの黒竜という奴やつ、ほかの竜族に比くらべて、強さはまあ、並なみ程度なのだが、宝石だの金銀だのと、ぴかぴか光るモノがやたらと大好きなのだ。


　つまり。


　あたしにとっては、倒しやすくもうけも大きいという、いたっておいしい相手なのだ。


　困っている町のひとを助け、なおかつ黒竜の宝が手に入るっ！


　こんなしごとをほっとくテはないっ！


　とゆーことで、自分から声をかけたわけなのだが……


　町の人を相手にキャベツやブタコマを要求するよーなスケールの小さい竜が、一体どれほどのモノを持っているとゆーのだ？


　しかし、こちらから声をかけてしまった以上、『もうけが少なそーだからやめます』とは言えない。


　そんなあたしの内心の葛かつ藤とうをよそに、しゃあしゃあと話を続けるルーカスさん。


「──ともあれそんなこんなでしかたなく、町の人たちは涙なみだを[image: ]んで、キャベツとブタコマを差し出すことになりました……


　そんなことが、もう半年近くつづいているんですよ！


　このまま奴の言いなりになっていたんじゃあ、きっとこの町は滅ほろびてしまうっ！」
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　……キ……キャベツとブタコマで滅ほろびる町って……一体……？


「それに……それにっ……」


　ルーカスさん、だくだく涙を流しながら、


「こんどキャベツとブタコマを差し出さなければならないのはっ……このイリーアの家なんだっ！」


「いいのっ！　いいのよルーカスっ！」


　彼女もでろでろ涙を流しつつ、


「それで……それで町が助かるのなら……私……私っ……」


「ばかっ！　君にそんなことをさせてたまるもんかっ！　あの竜は、おれが必ず倒してみせるっ！」


「無む茶ちやよっ！　死にに行くようなものだわっ！　お願いリナさん！　硬こう直ちよくしてないで、ルーカスを止めてっ！」


　……はっ。


「あああああああああのですねぇ、ルーカスさん……つ、つまりあなたは、キャベツとブタコマを守るために、命をかけて竜と戦う、と……？」


「リナさんっ！　いくら一見不合理に見えても、愛するもののためになら、損そん得とく抜ぬきで命をかけて戦うこともある！　それが男というものなんです！」


「……いや、あたしはそーいうことを聞いているんじゃなくて……」


「お願いしますっ！　おれに力を貸してくださいっ！　いっしょにあの竜を倒しましょうっ！」


「待ってルーカス！　なぜ……なぜなのっ!?


　なぜあなたまでがそんな危ないことをしなくちゃならないの!?


　そんな危ないしごとなら、リナさんだけに任まかせておけばいいじゃないの！」


　おいおい。


　ルーカスさん、問うイリーアさんの肩かたをやさしく抱き寄せて、


「……よくお聞き。イリーア。そりゃあおれだって、流れのなんでも屋のひとりやふたり、死のうが生きようがちっとも痛くもかゆくもないさ」


　をいをいをい。


「けど、竜のことはこの町の問題なんだ」


　……ふむ……責任感だけはあるようだ。


「考えてもごらん。竜と言えば金銀財宝ざっくざく。それをみすみす、通りすがりのなんでも屋に全部かっさらわれてもいいというのかい？」


　……前言撤てつ回かい……


「わかったわ……そこまであなたが決意しているのなら、私、止めない」


　涙をぬぐい。言うイリーアさん。


「けどそのかわり、私もついて行く」


「イリーア!?」


「あなたにだけおいしい……もとい、危ない思いをさせるわけにはいかないわ……」


「ばかなっ！　そんな分け前の減へる……じゃない、危ないことを、きみにさせるわけにはいかないよっ！」


　ようやく──


　あたしは理解した。


　この二人、単に意い地じ汚きたないだけだということを。





　かくて──


　なんだかよくわからないが、うやむやのうちに三人は、竜りゆうのいる山へと向かっていた。


「……ところでルーカスさん、その黒い竜ってぇの、どれくらいの大きさなの？」


　先を行く彼の背に向かって声をかけるあたし。


「さあ……おれは見たわけじゃないから……けどなんで『大きさ』なんです？」


「竜ってぇのはね、年をとればとるほど、どんどん大きく、強くなっていくのよ。


　つまり逆に、黒竜ブラツク・ドラゴンとか赤竜レツド・ドラゴンとかいった、相手の種しゆ族ぞくがわかってて、大きさもわかれば、相手の年齢や強さもだいたいわかる、ってわけよ」


「確か……森の上から、頭を突き出して見下ろしてた、って父さんは言ってたわ」


　横から口をはさんだのはイリーアさん。


「森の上から頭を!?」


　思わずあたしは問い返す。


「ええ。父さんや町長さんたちが十人ほどで、この山に狩かりに行った時のことよ。


　そいつが突とつ然ぜん現われて、いきなりあの要求を突きつけてきた、って話よ。


　それでみんな、あわてて町に帰って来た、って聞いたけど……」


「ふぅん……」


　あたしはシブい顔をする。


　このあたりの木の高さを考えて、そこから頭を突き出していた、ということは……


　黒竜にしてはかなりの巨体である。


「どうやら……四百歳は越してるみたいねー……へたすりゃもっとか……」


「……てごわい相手なの？」


「たぶん、ね」


　あたしは答えた。


　竜の中には、呪じゆ文もんを使うものも多い。人間が、かなり強力な呪文を操あやつれるようになってきた昨今、デカい、頑がん丈じよう、火を吐はく程度の芸だけでは、大きな顔もできなくなってきたのだ。


　噂うわさでは、黄金竜の中には、竜破斬ドラグ・スレイブすら防ふせぐ呪文を操るものもいるらしい。


　たとえそこまでいかなくても、もしもその黒竜がある程度の呪文を使い、なおかつ戦い慣なれしているような奴だったら、かなりの強敵になることは間ま違ちがいない。


　まあ、あたしひとりだけならばどうとでもするのだが、問題なのはこの二人である。


「しかしそうすると……無む策さくで乗り込むのは危険ね……何か作戦を立てないと。


　ねえ、ルーカスさん、正面からは行かないで、回り込むようなルートを案内してくれる？　一応あたりの地形も確かめときたいし」


　あたしのことばに、彼はふりむきすらせずに、


「ええ。できればそうします」


　…………


「いやあの、『できれば』じゃなくて、絶対そーしてほしいんだけど」


「無む理りですよ。相手の居い場ば所しよさえわからないんですから」


　おい。


「ち……ちょっと待ってよっ！　そーすると、あたしたちは今、ただただ無目的にあたりをうろついてるわけなの!?」


「無目的とはなんですか！　竜を見つける、っていう、立りつ派ぱな目的があるでしょうがっ！　これは単に、行動がカラ回りしてるだけですっ！」


「いばるなぁぁぁっ！」


「──さあ、それじゃあリナさんも納なつ得とくしたところで、探たん査さを続けましょうか」


　にこにこ顔で言うイリーアさん。


「だれがいつ納得したのよっ!?……そーいうことなら、あたしは帰るっ！」


「そんな！　話が違います！　私とルーカスだけじゃあ、竜を倒すことなどできるかどうか……」


　両手を胸の前で組み、瞳ひとみをうるうるさせる彼女。


「大だい丈じよう夫ぶだよ！　イリーア！」


　言いながら、彼女のその手をわしっ！　とにぎりしめるルーカス。


「きみは必ずこのおれが守ってみせるっ！


　たとえどんなことがあっても！」


　……どーでもいいんだけど……バックに点てん描びようを飛ばすのだけはやめてほしいもんである……


「……いやあのね、別にあたしは、竜を倒すのをあきらめる、と言ってるわけじゃなくて……」


「るーかす[image: ]」


「いりーあ[image: ]」


　…………


「炸弾陣デイル・ブランド。」
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　ばごひぃぃぃん。





「……ちょっとでいいから、ひとの話聞いてくれる？


　──つまりあたしの言いたいのは、よ。


　こんなところであてもなくウロウロと、敵のすみかを探してるよりも、相手が出てくるのを狙ねらったほうが話は早い、ってことよ。


　すみかを探して金銀財宝かっぱらうにしても、竜を倒してからの方が安心してやれる、ってもんよ。でしょ？」


　…………


「……でしょ？」


　しかし、あたしの完かん璧ぺきな計画に、二人は全まつたく無む反はん応のう。


　倒れたままで、もはやピクリとも動かない。


　……ひょっとして……当たりどころが悪かったんだろーか……今の炸弾陣デイル・ブランド……





「……竜りゆうを倒してからの方が、安心してやれるでしょ」


「な……な……なるほど、そ、そうですね」


　あたしのことばにこくこくうなずくルーカスさん。


　こちらを見るその瞳ひとみの奥に、恐きよう怖ふの色がひそんでいるよーな気がするのだが、とりあえず深くは考えない。


　ま、治癒リカバリイで直してあげたんだから、男なら潔いさぎよく、さっきのことは水に流してほしいところである。


「け……けど、奴やつが出てくるところ、って……？」


　やはりおそるおそる尋たずねるイリーアさん。


「──次に供く物もつを捧ささげる日、っていつ？」


「あしたの夜ですけど──あっ！　そうか！」


　イリーアさん、ぽんっ、と手を叩たたき、


「伝サ承ー歌ガなんかによくあるパターンを使うわけですね！　リナさんがキャベツに変へん装そうして、竜を待ち伏ぶせするという……」


「なんであたしがンなもんに変装するのよっ!?　そーじゃなくて、キャベツとブタコマはちゃんと用意して、あたしたちは物もの陰かげに隠かくれて、竜が来るのを待つのよ！」


「待ってよ！　リナさん！」


　まともに顔色を変えるイリーアさん。


「それじゃ私……キャベツとブタコマ買わなきゃならないじゃないですか!?」


「ま……まあ……そーだけど……竜を倒したあとのもうけを考えれば、それくらいのことは……」


「──そう……そう、ですよね」


　彼女は、決けつ然ぜんとした表情でうなずくと、


「わかりました。私、やります。たとえこの身がどうなろうと、キャベツとブタコマ、必ず用意してみせます！」


「イリーア！」


「そのかわりもうけの四割は私のもの、とゆーことで……」


「駄だ目めだよ、イリーア！　きみにだけ、供く物もつの代金を負ふ担たんさせるなんて……そんなむごいこと、おれにはできないっ！」


　またまた彼女の手をにぎりしめ、わけのわからんことをぬかすルーカスさん。


「おれも……おれも代金の半額を出そう！」


「ルーカス！　だめよっ！　そんな無む茶ちやしちゃあっ！」


　……無茶……ってあんたら……


「何を言うんだイリーア……きみのためなら、キャベツ一玉とブタコマ少々の代金なんて惜おしくない」


「ああ……[image: ]　ルーカス……[image: ]」


　またもやバックに点描を飛ばし、ふたりはしばし見つめあい、おもむろにこちらをふり向くと、見事に声をハモらせて、


『そんなわけで、もうけの八割はこちらのもの、とゆーことで』


　……こ……こいつら……一体……
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　そして──


　その日はやって来た。


　山のふもとに広がる森の真ん中に、にわかごしらえの小さなほこら。


　そこが、竜りゆうの供く物もつの置き場所になっているのだった。


　まあ、『ほこら』と称しようしてはいるが、ただの台に雨あめ露つゆよけのひさしがついただけ、という、しごく貧ひん相そうなシロモノである。


　ルーカスさんの説明によれば、竜が供物をとりやすいように、壁かべはつくらなかった、ということなのだが、単に建造費をケチりまくっただけのよーにしか見えないのは、あたしの気のせいなんだろーか？


　あ。あんなとこからクギはみ出してる。


　……子供の工作でも、もーちょっとていねいに作ってあるぞ……


　まあ、そんなことはとにかく。


　時刻は夜。あたりにはむろん、あたしたち三人のほかに人影はない。


　かねての計画通り、ここで竜が現われるのを待ち、こっそりとあとをつけて棲すみ処かをつきとめしばき倒す、という手はずである。


　一時は、町のひとたちの助けを借りる、という案も出たのだが、反対されるのは目に見えているし、それに何よりも、分け前が減へるのは困る、という三人の意見がみごとに合がつ致ちし、あたしたちだけで作戦を実行に移すことになったのだ。


　月がしずかに夜の空を渡っていく。


　まだ黒い竜はその姿を見せない。


「……出てこないわね……」


　そう小さくつぶやいたのはイリーアさん。


　ルーカスさんも、不安の色を顔に浮かべ、


「ひょっとして……気づかれたんじゃあ？


　おれたちのにおいをかぎつけるか何かで……もしもそうだとしたら……」


「しっ！　静かにっ！」


　ルーカスのことばを制するあたし。


「……何か……いるわ……」


　そう──


　見み間ま違ちがいなどではない。今、確かに何かが、闇やみの奥で動いた。


　かさり……


　下した生ばえを踏ふむ小さな足音。


　やがて──


　ひとつの影が、闇の中に姿を現わす。


　竜──ではない。


　全身をすっぽりと包む黒いマント、同じく深々とかぶった黒のフード。


　フードとこの暗さのせいで、顔はまったく見えないが、どこから誰だれが見たところで、怪あやしい魔ま道どう士しＡである。


　ルーカスさんとイリーアさんの動どう揺ようする気け配はいがはっきりと伝わってきた。


　魔道士姿は、ためらうことなくほこらに歩あゆみ寄ると、なんと！　ふところから袋をふたつ取り出すと、その中に、キャベツとブタコマをほうり込む！


　ブタコマの盛ってあった皿を、ふたたび台の上に戻すと、魔道士姿は、まるで何事もなかったかのように、町の方へと歩み去って行った。


「……何なのよ……一体、今のは……？」


　思わずぽつりとつぶやくあたし。


「……見たか……」


　問うルーカスさんにうなずくイリーアさん。


「……ええ……見たわ……今のはまちがいなく……」


「ああ……町長だ……」


　ぶっ。


　思わずとなりでふき出すあたし。


「ち……ちょっと待ってよ！　どーいうことなのよ、それ？」


「この町に、あんなおかしなかっこうをした怪しい奴は、町長以外にはいない」


　きっぱり言い放つルーカスさん。


　あ……怪あやしい奴……って……


　確かに怪しかったけど……


「ここの町長、実はもともと流れの魔道士だったんです。見るからに怪しかったでしょ」


　つづいて言うイリーアさん。


「ちょっ……ちょっと……なんでそんな怪しい奴が町長なんてやってんのよ!?」


「こーいう町長がいると斬ざん新しんなんじゃないかなー、って、衆しゆう議ぎ一いつ決けつしたんです」


　……をひをひ……


「斬新なら何をやってもいーってわけじゃないでしょーがっ！」


「世の中なんてそんなもんでしょ？」


「まあ……そーだけど……っと、そんなことより、なんでこんなところにその町長が!?」


「そんなこと、私に聞かれても知りませんよっ！」


　……そりゃそーだ。


「とにかく……あとを尾つけてみよう！」


　言ってルーカスさんは、しげみの陰かげから飛び出した。





「……やっぱり……」


　ルーカスさんは、苦にがい顔でつぶやいた。


　二人が言ったその通り──


　魔道士姿のあとをつけると、たどり着いたのは町長の家だったのだ。


「けど町長、竜りゆうへの供く物もつを横取りなんかして、一体どういうつもりなのかしら……」


「さて……ともあれあたし、ちょっと様よう子すを探ってくるわ。二人はここで待っててね」


　言ってあたしは『浮遊レビテーシヨン』の術じゆつを唱となえ、家の屋根──天窓のそばに、音と気け配はいを殺して着地する。


　内側から、かすかに漏もれるランプの光。


　そして聞こえる話し声。


　すこしだけ、あたしは窓を持ち上げる。


　中には、魔道士姿の町長と、そしてもうひとり。


　やたらと目つきの悪い中年女性。


「ふっ。首しゆ尾びはどうだった？　あんた」


　言いながら、魔ま道どう士し姿にしなだれかかる。


　町長の奥さん、と言ったところか。


「上じよう々じようさ。お前の計画した通り、な」


「ふふふっ。あんたが魔ま術じゆつで、馬ば鹿かな町人たちに、ありもしない竜の幻げん覚かくを見せて、供く物もつとしてキャベツとブタコマをさし出させる」


「それでうちの食費は大助かり──か。


　まさかこんなからくりになっていようとは、神ですら気づくまい。


　全まつたく……悪い女だよ。お前は」


「あぁら。あたいをこんな女にしたのは一体どこの誰だれだったかしらねぇ……？」


『はっはっはっはっは……』


　……なっ……


　思わず絶ぜつ句くするあたし。


　なんでこの二人は、今ごろになってこんな、わかりやすい悪事の説明をやっているんだっ!?


　そこのところを深く追つい及きゆうしてみると面おも白しろいのかもしんない……


　などとひとりで考えていたその矢や先さき──


　どばたんっ！


　ど派は手でな音を立てながら、町長の家の扉とびらが蹴けり開けられる。


「今の話、確かに聞かせてもらったぞっ！」


　あの声は──


「きさまっ！　ルーカス！　なぜここにっ!?」


　驚おどろきの声を上げる町長。


　どうやら彼、町長の話を盗み聞き、ムカッと来てとび込んできたようである。


「なぜ、だと？　それはこっちのセリフだっ！　町長、なんでこんな血も涙なみだもない悪事を働いたっ!?」


「ふっ！　知れたことよっ！　ミソ炒いためにすると旨うまいからさっ！」


　……誰もンなこと聞いてないってば。


「おのれ許ゆるせんっ！」


　ずらり、と剣を抜き放ち、見み境さかいなしに突っ込んでいくルーカスさん。


　なかなか短気な奴である。


　……などと、落ち着いて眺ながめている場合でもないか……


　町長は、大きく後ろに跳とび退すさりつつ、すでに呪じゆ文もんをとなえはじめている。


　この呪文のタイプからして──幻げん術じゆつか!?


　実はあたし、この幻術というやつは使えない。


　学ぼうとしなかった、というやつである。


　むろんこのテの術、うまく使えば、へたな攻こう撃げき魔ま術じゆつなんぞよりもよっぽど効こう果かがあることは知っているのだが……


　たとえばこの術で、相手に竜を見せようと思うならば、術者は自分の心の中に、竜の姿を強く思い描き、そのイメージを呪文によって増ぞう幅ふく・具ぐ現げんさせ、相手の頭の中に送り込むわけである。


　それによって、術をかけられた人間の目にははっきりと竜が『見える』わけだが、むろん、しかけた術者や第三者には竜など見えるわけはない。


　これなのだ。あたしが幻げん術じゆつを嫌きらったわけは。


　つまり、はたから見ていて、何の盛り上がりもくそもない、というか、はっきし言ってバカみたいなのである。


　たとえば今、この窓の下で繰くり広げられている戦い。


　イスやテーブル乗り越えて、身を退ひきつつ呪文を完成させる町長。


「くらえっ、ルーカス！　わが幻術をっ！


　出でよ、黒竜ブラツク・ドラゴン！」


　この時、ルーカスの目にははっきりと、黒く巨大な竜の姿が映っているはずである。


　むろんあたしには見えないが。


「おろかなっ！」


　叫ぶルーカスさん。


「幻まぼろしとわかっている竜に、一体誰がひるむと思うかっ!!」


　そのままかまわずまっすぐに、町長の方に向かって突っ込んでいく。


　しかし──





　すかこぉぉぉぉん！





　なかなか響ひびきのいい音ひとつ。


　……ぽてっ。


　頭に花びんの直ちよく撃げきを受けて、そのまま倒れるルーカスさん。


　説明しよう。


　町長は、ルーカスさんに、あらかじめそうと宣せん言げんしてから竜の幻を見せ、同時に、手近にあった花びんを、彼に向かって投げつけたのだ。


　むろんルーカスさんが、竜の幻げん影えいを無む視しして直進してくると読んでの上で。


　つまり今回町長は、幻げん術じゆつを、目くらましの手段として使ったわけである。


　……とまあ、事情を知っているからこーいった解説ができるわけで、単純に見たままのことを記すならば、『町長の投げつけた花びんに、ルーカスさんが正面からぶつかって行ってぶち倒れた』とゆーことになる。


　はっきし言ってこれは、単なる間ま抜ぬけ以外のなにものでもない。
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「ああっ！　ルーカス！」


　あわててかけ寄るイリーアさん。


　やおら、きっ！　とこちらを見上げて、


「リナさんっ！　そんなとこでじぃーっと見てないで、あなたも降りて来て戦ってくださいっ！」


　……ああああっ！


「何だと!?　もうひとりいるのか!?」


　あわててこちらを見上げる町長。


　……っちゃー……イリーアさん……ぶち壊こわしてくれちゃって……


　町長が油ゆ断だんしたところを見み計はからって、上からフライング・キックか何かをぶちかますつもりだったのだが、これでその計画もおじゃんである。


　えぇいっ、こーなったら正面攻こう撃げきあるのみっ！


「とぉうっ！」


　あたしは天窓から、家の中へと身を躍おどらせた。


　着地した時にはすでに、町長は、呪文をとなえはじめている。


　こちらもいそぎ、呪文を唱となえる。が──


　むこうの方が早いっ！


「夢幻覚」イリユージヨン


　町長が、『力あることば』を発したその瞬しゆん間かん──


　あたしのまわりには、どこまでも続く草原だけが拡ひろがっていた──
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　むろん──


　これが幻術だということは、今さら言うまでもない。あたしの目には草原でも、ここはあくまでも町長宅の中だし、町長も、イリーアさんも、どこか近くにいるはずなのだ。


　とりあえず、あたしの方も、となえていた呪文を解き放つ。


「炎の矢フレア・アロー！」


　つい今しがたまで、町長がいたと思われる方に向かってぶっ放つ。


　ごぐん！


　炎の矢が何かに当たった音。


「[image: ][image: ]っ！　なんてことを！」


　右手で女性の声。町長の奥さんのものである。


　そこかっ！


　声と気け配はいのした方にあたしは跳とぶと、あてずっぽうで蹴けりを放つ。


　ドッ！


　重く、柔やわらかな手て応ごたえ！　続いて何かの倒れる音。


　どうやら、アタリだったらしい。


　炎の矢の方は、残念ながらスカ。もしもあれで町長をしとめていたならば、この幻げん覚かくも消えるはずである。


　──どこだ？──


　両目を閉ざし、あたりの気け配はいを探さぐる。


　風が唸うなった。


　あわててその場を飛び退のくあたし。ななめ後ろで、陶とう器きか何かの割れる音。つづいて足音。そして──気配！


「そこだぁぁぁぁっ！」


　気合い一閃せん、繰くり出すパンチ！　確かな手て応ごたえ、そして悲ひ鳴めい！


「ぴぎょぉぉぉっ!?」


　……ををっ!?


　今の悲鳴……ひょっとしたらイリーアさん!?


　……どーやら間ま違ちがえて、彼女を殴なぐり倒してしまったよーである。


　まあ、すんでしまったことはしかたない。


　人間誰だれしも間違いはある。


　この状じよう況きよう、炸弾陣デイル・ブランドや爆裂陣メガ・ブランドあたりが使えれば、あっさりとカタはつくのだが、いかんせん、あれはこーいった板の床ゆかでは使えない。


　戦いは膠こう着ちやく状態に陥おちいった。


　相手の方も、この術じゆつを操あやつっている以上、別の呪じゆ文もんを唱となえることはできないし、かと言って、直接攻こう撃げきをしかけたのでは、あたしに返り討うちになる可能性が高い。


　息づまる緊きん張ちようのひととき。


　もうひととき。


　さらにひととき。


　……飽あきた。


　えぇいっ！　こーなったら、とっととカタをつけるべしっ！


　あたしはあたりを手で探る。


　近くにいすらしきものひとつ。


　おしっ！


　やおら呪文を唱えだすあたし。





　黄昏たそがれよりも昏くらきもの


　血の流れより紅あかきもの──





「どっ……竜破斬ドラグ・スレイブ!?」


　ななめ前の方で起こる声。


「みつけたっ！」


　あたしは声のした方に、手にしたいすをぶん投げる！





　ごげぇしゃっ！





　やたらと景気のいい音とともに、一面にひろがっていた大草原はかき消える。


　散らかりまくった家の中、立っているのはあたしただひとりだけだった。





「ひとつだけ──聞かせてくれんか」


　町のひとたちにひっ立てられていきながら、町長は、しばし足を止め、あたしに尋ねる。


「もしも──もしもあの時、わしが声を出さなければ、一体どうするつもりだった？」


「それはね、ひ・み・つ[image: ]」


　にっこりほほえみ答えるあたしに、町長はまともに顔色を変える。


「てめーっ！　さては本気で竜破斬ドラ・スレ使うつもりだったなっ！」


　やたらと騒さわぎ立てる町長を、ひっぱっていく町のひとたち。


「──ありがとうございました。リナさん」


　言って頭を下げたのはルーカスさん。


「おかげでこの町も救われました。それで──ささやかではありますけど、心ばかりのお礼を用意しました。


　どうか、お受け取りください」





　そして──


　翌よく日じつ、あたしは町をあとにした。


　町のひとたちからのお礼、キャベツ十玉をザックに詰つめて……


　しくしくしくしく……




（べぢたぶる攻防戦：おひまい）










魔ま道どう士し協会の陰いん謀ぼう










「おぉ、よく来てくれた！」


　魔ま道どう士し協会の玄げん関かん先で、あたしとナーガとを出で迎むかえたのは、ひげづらのおっさんと、そのとりまきの魔道士数人。


　このおっさんこそ誰だれあろう、ここ、クルアサル・シティ魔道士協会の評ひよう議ぎ長ちよう、ハミンガムさんなのである。


　実は──この町の魔道士協会は、今、混こん乱らんのただ中にあった。


「一体、何がどうなってるんです？」


　尋たずねるあたしにおっさんは、


「ふむ、少しは話を聞いているのかな？」


「ふっ。文も字じ通どおりのほんのすこしだけ、ね」


　ナーガは言った。


　つづいてあたしも小さくうなずく。


「ただ、ここで反乱が起きた、とだけ」





　そう──


　しばらく前、この町の魔道士協会の副評議長が中心となり、反乱を起こした、ということなのである。


　評議長のハミンガムさんは、隔幻話ヴイジヨンという、離れた場所に映えい像ぞうと声とを送る術じゆつを使って、全国の魔道士協会にこのことを伝えた。


　魔道士協会はじまって以来の不ふ祥しよう事じ、と、各地の協会は、動ける魔道士・旅の魔道士をかき集め、ここ、クルアサル・シティへと向かわせた（と思う）。


　そんななかの二人があたしとナーガだった、というわけである。


「しかし、早かったな。おぬしたちが一番乗りだぞ」


　あたしたちを建たて物ものの奥に案内しながら言うハミンガム評議長。


「ええ、まあ。たまたま近くの町にいましたから。


　……けど、一体、その副評議長さん、なんで反乱なんぞ起こしたんです？」


　ハミンガムさんのあとについて歩きながら問うあたし。


　彼はいたってカルい口く調ちようで、


「うむ。まぁ、あんまりたいしたことでもないのだがな。どうやらわしが評議長の立場を利用して、私し腹ふくを肥こやしたり、見習い魔道士のきれいどころや部下の女によう房ぼうを手ごめにしたりしたのが気に入らなかったらしいな」





　どげっ！





　あたしのケリは、評議長の後こう頭とう部ぶをまともに直ちよく撃げきした。





「いっ……いきなり何をするっ！」


　さしたるダメージはなかったのか、身を起こしながら言う評議長。


「何をする、じゃないでしょーがっ！


　ふつーそこまでしたら誰でも反乱起こすわよっ！」


　あたしの言葉に、しかし評議長は大きく胸を張はり、


「何を言うっ！　権力の濫らん用ようと公こう私し混こん同どうは、権力者としての義ぎ務むではないかっ！」


　……確かに世間様を眺ながめているかぎりでは、そーいうたぐいの法律か何かがあるかのよーな気はするが、実じつ際さいのところ、ないと思うぞ。そんなもんは。


　……たぶん……


「ふっ！　まだまだ未み熟じゆくね！　そういうことは、バレないように、もっとこっそりやるものなのよっ！」


　入れ知ぢ恵えしてどーする？　ナーガ。


　彼女のことばを、鼻先で笑い飛ばす評議長。


「笑わせるなっ！　わしがこそこそせねばならん理由などどこにあるっ！　わしは世の中でいちばん正しいっ！」


　……ひらきなおった不良少年か。お前は。


「あんたのどこが正しいのよっ!?」


「お前たち、さては『正義は我われにあり』ということばを知らんな!?」


　……こ……こいつ……


「……ふっ……思いちがいもはなはだしいわね！」


　言ってあたしは、評議長を真まっ向こうから、びしいぃぃっ！　と指さした。


「その言葉は、あたしのためにこそあるのよっ！」


「同レベルで張はり合ってどーするのよっ！」


　横からツッコミを入れるナーガ。


「ともあれ、このわしにたてつくとは不ふ届とどき千せん万ばん！　ものどもっ！　こやつらを片づけろっ！」


　号ごう令れい一いつ下か、どこからともなくわらわらと、あふれ出て来る魔ま道どう士し・傭よう兵へいたち。


　目つきとガラの悪さからして、どうやら、金で雇やとった流れのごろつきたちらしい。


　……まあ、見たかぎりでは、たいした連中でもなさそうだが……


「ほーっほっほっほ！　お笑い草とはこのことねっ！　いくら頭数だけそろえても、この程度の連中で、この白蛇サーペントのナーガに太た刀ち打うちできるとでも思っているのっ！」


　余よ裕ゆうの高笑いを上げるナーガの耳もとに、しかしあたしは小さく耳打ちをする。


「……この場はひとまず退たい却きやくよ……」


「ふっ！　この程度の連中に臆おくしたの!?　リナ！」


「理由はあとよっ！　とにかく、逃げるわよっ！」


　一方的にあたしは言うと、返事も待たずに走り出す。


「ち……ちょっと!?　待ちなさいよっ！」


　あわててあとを追うナーガ。


「えぇい逃がすかっ！　追えっ！　追うのだっ！　始し末まつしろっ！」


『おうっ！』


　評議長の号令一下、品のない声をハモらせて、追いかけてくる男たち。
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　正面玄関から、それほど離れた所でもない。二人はいともあっさりと、魔道士協会の建物を出る。


　そして、振ふり向きざまに呪じゆ文もん一発！


「火炎球フアイアー・ボール！」


　ごががごぉぉん！


　いくぶんパワーを抑おさえたあたしの火炎球フアイアー・ボールは、たった今、出て来たばかりの玄関先に着弾し、煙と火炎をそこらあたりにまき散らす。


　これで、追おつ手てたちへの足止めと目くらましになったはず。


「……なんで逃げたりしたのよ、リナ！」


　走るその足を休めずに、ナーガがあたしに尋ねかける。


「あんな連中、それこそ問もん答どう無む用ようの呪じゆ文もん一発で吹っ飛ばしてやればいいのにっ！　あなた、そういうの得とく意いでしょ!?」


「……あのねぇ、ナーガ、そりゃああの場で竜破斬ドラグ・スレイブの一発や二発、ぶちかますのは簡かん単たんよ。簡単だけど、もしもそれでも連中のうち何人かが生き残って、隔幻話ヴイジヨンでほかの魔道士協会に、『リナとナーガは反はん乱らん分ぶん子しに味方し、評議長を暗あん殺さつした』なんて報告されてみなさいよ。あしたからあたしたち、りっぱなお尋ねモンよ。


　いくらあんただって、全国魔道士協会のみなさんとケンカするつもりはないでしょ!?」


　あたしのことばに、さすがにナーガは一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせる。


「……け……けどリナ、そうすると、一体どうすればいいっていうのよ!?」


「とりあえず、全国の魔道士協会に、『原因はハミンガム評議長の方にある』ってことをなんとか納なつ得とくさせなくちゃ。


　それにはまず……」


　言いかけて、あたしはぴたり、と歩あゆみを止める。


　となりでは、同じくナーガも立ち止まっていた。


　町の通りの一いつ角かくである。


　最近の反乱騒ぎのせいか、人の通りはあまりない。


　沈ちん黙もくが続いたのは、ほんのひとときのことだった。


「──出てきたらどう？　あなたが何者かは知らないけどね」


　振ふり向いて言うあたしのことばに、やや間を置いて、街がい路ろ樹じゆの陰かげから姿を現わす男がひとり。


　としのころなら二は十た歳ちすぎ。身なりはごくふつうの町人のものだが……


「……やあ……僕ぼく、レイルっていいます……」


　このくそ忙いそがしいときに、やたらとのんびりとした口く調ちようで言う。


　とりあえず、敵意はなさそうだが、頼たよりがいもなさそうである。


「……じつは僕ぼく、さっきからずっと見てたんですけどね……


　……それでご相談があるんですけど……僕たちといっしょに反乱軍しませんか？」





　あたしとナーガが案内されたのは、町の一角に佇たたずんでいる、なんのへんてつもない雑ざつ貨か店の奥おく部べ屋やだった。


　広さからして、もともとは倉そう庫こか何かだったのだろう。今ではきれいにかたづけられており、そこには十人ほどの男女がいた。
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「……ここ……僕たちの拠きよ点てんのひとつだったりします」


　それぞれの自じ己こ紹しよう介かいと事情の説明を終えたあと、レイルはあたしたちに説明した。


「……見ての通り、ここに副評議長はいませんねぇ……その理由を説明しますと……」


「あー、だいたいわかったわよ」


　彼のことばを遮さえぎってあたしは言う。


「あたしたちがハミンガムの放はなったスパイじゃない、って保ほ証しようはない。だから副評議長には会わせられないし、いどころも教えられない、ってことでしょ？」


「……はい……そういうことです……」


　すずしい顔で答えるレイル。


「ンなことはこの際どーでもいいのよ。問題はこのあと、どーするか、ってことね」


「……まあ……僕たちの計画では……チャンスが来るのを……」


「ボツ。」


　ミもフタもなく却きやつ下かするあたし。


「あのねぇ。考えてもみなさいよ。


　さっき言った通り、評議長はすでに隔幻話ヴイジヨンを使って、各地の魔道士協会に協力要よう請せいをしてるのよ。事情を知らない、応おう援えんに来た連中から見れば、評議長が正義であたしたちが悪、ってことになるわ。


　むろんあの評議長の人ひと柄がらに反感を覚おぼえるひとは多た々たいるでしょうけど、それだけでこちらに寝ね返がえるとは思えないし……


　つまり、時間が経たてば経つほど、有利になるのはむこうの方、ってことよ」


「……なるほど……」


　表情ひとつ変えるわけでもなく、のんびりとした口調のレイル。


「……なら……どーしましょー……？」


　……こいつ……何も考えてないな……


「なるべく早いうちに──できれば今すぐにでも行動を起こして、魔道士協会の本部を乗っ取るのよ。


　そして、隔幻話ヴイジヨンを使って各地の魔道士協会に、悪いのは評議長の方だ、っていう証しよう拠こを見せてやる──


　これしかないでしょうね」


　あたしは言った。


　隔幻話ヴイジヨンというのは、基本的には、ふたつの離れた場所にいる二人の術じゆつ者しやが、精神を同調させることにより、画像と音とのやりとりをする、通信用の術である。


　早はや馬うまで何日かかる距きよ離りであろうとも、これを使えば、タイムラグなしでやりとりができる、という、実に便べん利りなシロモノである。


　しかし、むろん問題はある。


　意い識しきの同調、とカルく言ってみたところで、魔道士ならば誰だれでも、誰とでもできる、というものではない。やはりそこには、相あい性しようというものがあるのだ。


　そこで創つくり出されたのが、隔幻話ヴイジヨンの力を増ぞう幅ふくさせる結けつ界かいである。これを使えば、他の場所にある同じ結界──早い話が各地の魔道士協会に設せつ置ちされている、隔幻話ヴイジヨンの施せ術じゆつ室しつへと、一方的にメッセージを送ることも可能である。


　あたしとナーガがその気になれば、評議長を蹴けり倒したあのいきおいで、隔幻話室ヴイジヨンルームを占せん拠きよすることもできたのだろうが……


　たとえ他の魔道士協会に連れん絡らくしたところで、ハミンガム評議長にそもそもの原因がある、ということを納なつ得とくさせるだけのものがなければ話にもならない。


「……あ……なるほど……」


　かなりズレたタイミングを置いて、ぽんっ、と手を打つレイル。


「……なかなかいいアイデアかもしれませんね……」


「──と、いうよりも、これしか手はないでしょうね」


「……なるほど……それではさっそくみんなと相そう談だんして、話がまとまったら副評議長のところへ行って相談して、オーケーが出たらほかのアジトのみんなも集めて相談して……」


「だぁぁぁっ！　何をゆーちょーなことを言ってんのよっ！　やるなら今よ！　今すぐよっ！　ここにいるみんなだけででも、魔道士協会に攻こう撃げきをかけるのよ！


　……この中にも、ハミンガム評議長から直接被ひ害がいを受けたひとたちや、彼の日ひ頃ごろの行おこないを知っているひとはいっぱいいるんでしょ!?　それを、隔幻話ヴイジヨンでかたっぱしから、各地の魔道士協会に陳ちん述じゆつするのよ。


　……まあ……それだけで協会が、いきなりこちらに味方するとは思えないけど、すくなくとも、一方的にこちらに叩たたくのはやめて、ことの真しん偽ぎを調査する、くらいのことにはなるでしょ。


　それでハミンガム評議長のことが表ざたになれば、あとはほうっといてもこっちの勝ちよ」


「……あ……なるほど……」


　ふたたびぽんっ、と手を叩くレイル。


「……なら、みなさんと相談して、そういうことに決まったら、副評議長のところへ行って、僕たちだけで至し急きゆう攻撃する、っていう相談を……」


「だおぇあぁぁぁぁっ！　相談はいいのよっ！　相談はっ！」


「……けど……僕たちだけ、と言っても十人ちょっとしかいないじゃないですか……これだけの人数で、魔道士協会を占領なんてできるんでしょーか……？」


「一応案あんはあるわ。


　まずこの中のひとりが、お金目当てか何かで裏切ったふりをして、評議長のところへ行き、『反乱部隊のアジトはここだ』って、なるべく遠い、デタラメな場所を教える。


　……まあ、ハミンガム評議長も、あっさりそれを信じたりはしないでしょうけど、いくらかは戦力をさし向けるはずよ。


　そうやって、すこしでも敵の数を減へらしておいてから、一気に全員で攻こう撃げきをかけるのよっ！　あとはあたしとナーガとでなんとかしてみせるわっ！」











[image: ]








「……はあ……なるほど……」


　ぽんっ、と手を打つレイル。


「相談はしないでね」


　クギを刺さすあたしに、悲しげな視線を向けるレイルくん。


「ふっ、ならばそのニセ情じよう報ほうを流す役、この白蛇サーペントのナーガが引き受けたわ！」


「……やるの……？　あんたが……？」


「何なのよ……リナ……そのいやそーな顔は……？」


「……いや……別に……」


　珍めずらしくあたしはことばを濁にごす。


　むろんのこと、こんな重要な役どころを、ナーガなんぞに任まかせるのには、多大な不安があるのだが……


　ほかに適てき役やくがいないのだからしかたない。


　思いあまって反乱騒さわぎまで起こしてしまうよーな連中が、今さら金目当てに寝返る、などというのは、いくらなんでもリアリティがなさすぎるし、あたしはついさっき、評議長の後頭部を蹴けり倒して逃げてきたばかりである。


　むろんナーガもその場にいたわけだが、直接彼女がどつき倒したわけではない。『連れが勝かつ手てにやったこと』と言えば、信用されはしなくても、言い訳わけ程度にはなる。


　この計画、評議長に偽にせ情報を全面的に信じさせる必要性はないが、かと言って、カケラも信用されない、というのでは困こまる。


　それに、悪の女魔ま道どう士し然ぜんたるナーガのその姿からして、『欲よく得とくづくで寝返った』という設定は、かなりリアリティがあるんじゃなかろーか。


「──そうね──この役を任まかせられるのは、やっぱりナーガ、あなたしかいないわっ！」


「ふっ！　当然よっ！　ほーっほっほっほ！」


　おーいばりで高笑いを上げるナーガ。


　……ま、いいか。失しつ敗ぱいしたら失敗したで、ナーガに害が及およぶだけで済すむし……


「それじゃあさっそく、作戦の詳しよう細さいを説明するわよ」





「……うまくいくでしょーか……？」


　となりに身を伏ふせたレイルは、あまり心配してもいないような口く調ちようで言う。


　とある建物の屋おく上じようである。


　ここからならば、魔道士協会の様よう子すがよく見える。


　ナーガがその入り口の中に消えてから、けっこう時間が経たっていた。入り口で警けい備び員いんと交こう渉しようしてた時、風に乗ってあの高笑いが聞こえて来たし、案内されて中に入ったようだったから、とりあえず、いきなりバレた、ということはなさそうである。


　まあ、ナーガがあたしのシナリオ通りにセリフをしゃべってさえいれば、そうそうまずいことにはならないと思うのだが……


　しかし、ハミンガム評議長のような、権力と結むすびついた悪人とゆーのは、えてして陰いん謀ぼうだの悪計だのといったたぐいには、やたらと長たけていたりするものである。あまりなめてかかるわけにも……


「……あ……誰か出て来ましたね……」


　のんびりとした調子で口をひらくレイル。


　確かに──


　魔道士協会の玄関からわらわらと、かなりの数の人間が出てくるのが見える。


　その中には、ハミンガム評議長の姿も混まじっていたりする。


「……どーやらナーガさんのことばをおもむろに信しん用ようしきって、総そう攻こう撃げきに出たみたいですねぇ……」


　……敵ながら、考えのないおっさんである……


「……しっかし……あの程度でよく評議長なんかになれたもんねぇ……」


　あきれた声でつぶやくあたしに、レイルはにこやかな表情で、


「……いやぁ……それほど不ふ思し議ぎなことでもありませんよ……なにしろうちは人材乏とぼしいですから……」


　……そーいう悲しい自じ慢まんを、にこやかな顔でしないでもらいたいもんである……


　ともあれ評議長率ひきいる一行は、一いつ斉せいにときの声を上げると、てんでんばらばらな進撃を開始したのだった。


「──いよいよね──」


　あたしのことばにレイルは、根こん性じようの抜けたウミユリのようにうなずいた。





　突とつ入にゆうは、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっけなかった。


　ハミンガムの一団をやりすごし、しばらく待ってから魔ま道どう士し協会本部へと突っ込んだのだが、本部はほとんど、もぬけのカラに近い状態だったのだ。


　むろん、玄関口に歩ほ哨しようも立ってはいたが、あたしの呪じゆ文もんで問答無用にぶち倒す。


　一同は、そのままどとーの勢いで一気にロビーへとなだれ込む。


　と──その時！


「ほーっほっほっほ！　よくここまで来たわね！　リナ＝インバース！」


　高らかに響ひびく聞き慣なれた声！


「ナーガ！」


　正面の扉とびらが重い音をたてて開いた。


　そこに佇たたずむ黒い影。いわずと知れた白蛇サーペントのナーガ。


　左右には、数人の魔道士たちが控ひかえていたりする。こちらはおそらくハミンガム評議長の部下なのだろう。


　あたしは口元に笑みを浮かべ、


「……ナーガ、お芝しば居いはもういいわよ」


　あたしの一言に、ナーガのそばの魔道士たちはまともに顔かお色いろを失う。


「……ふっ……」


　ふぁさっ、と髪かみをかき上げながら、小さく笑みを浮かべるナーガ。


「一体何の話かしらね？」
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　……おい。


　彼女はびしぃっ！　と真っ向からあたしを指さすと、


「いいこと！　リナ！　もうみんな忘れてると思うけど、わたしはあなたの生しよう涯がい最さい大だいにして最強のライバルなのよっ！


　それに何より、金貨百枚は友情よりもはるかに厚あついわっ！」


　……をい……


「……やあ……どぉやらナーガさん、金につられて本気で寝返っちゃったみたいですねぇ……」


　やはりのんびりとした口く調ちようで言うレイル。


「勝負よ！　リナ！」


　……をぅい……





「いくわよっ！　氷フリーズの・矢アロー！」


「ええいっ！　空断壁エア・ヴアルム！」


　問答無用でナーガの放ったその術じゆつから、あたしはかろうじて『風』の防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんを使い、自分と、後ろのレイルたちを守る。


「レイル！　この場はあたしにまかせて先に行って！」


「……そうですねー……とりあえずみんなと相談……」


「相談なんかしなくていいからっ！　とっとと行きなさいっ！」


「……わかりました……それではそーいうことでお先にー」


　……独どく裁さい者しやというのも困りもんだが、こーいうのも困ったもんである。


「ふっ！　戦いの途と中ちゆうによそ見は禁きん物もつよっ！」


　言いながら、ナーガは次の呪文を放つ。


　氷結弾フリーズ・ブリツドか！


　あたしは呪文を唱となえつつ、ナーガの方に向かってダッシュする。


　青みがかった光こう球きゆうが、あたしのそばをかすめて過ぎる。


　ぎぎちぃっ……


　後ろで何かのきしむ音。


　つい今しがたまであたしのいたところに、氷結弾フリーズ・ブリツドが着ちやく弾だんしたのだ。


　撒まき散ちらされた強力な冷気で温度差が生まれ、壁かべや床ゆかがきしんだのである。


　その音を確かめてから、あたしは呪文を解き放う。


「火炎球フアイアー・ボール！」


「ふっ！　甘いっ！」


　ナーガが言ったその瞬しゆん間かん──





　どはへぇぇぇん！





　その足あし下もとであたしの火炎球フアイアー・ボールが炸さく烈れつする！


　……まあ……火力は極力抑おさえといたから、死ぬよーなことないと思うけど……


　煙の消えたそのあとには──


　コゲてうめいている魔道士たち数名。そして──


「だから言ったでしょ──甘い、って」


「ナーガ！　どうして!?」


　全まつたくのノー・ダメージである。マントにも、こげ目のひとつすらついてはいない。


「ふっ！　リナ、あなたなら必かならずあのタイミングで、火炎系の術を放つと思ったわ。だからわたしは、氷結フリーズ・弾ブリツトを放つと同時に、耐たい火かの術の詠えい唱しように入ったのよ！」


「そ……そんなっ!?　ナーガがあたしのパターンを読むなんて!!」


　あたしは心しん底そこ、驚おどろきの声を上げる。


「ほーっほっほっほ！　かなり意外だったようね！」


「……ナ……ナーガ……あんた、学習能力あったんだ!!」


「ほめてよっ！　すこしはっ！」


「けど確かに、手の内うちを読まれるとは思わなかったわ……さすがはあたしのライバルね……」


　あたしのことばに、ナーガは両手を腰こしに当て、


「ほーっほっほっほっほっほ！　とうとうこのわたしの実力を認めざるを得なくなったようね、リナ＝インバース！……ふっ。けれどこれでわかったでしょう。このわたし、白蛇サーペントのナーガ……」


「爆裂陣メガ・ブランド。」





　べひごぉぉん！





　十年早い。


　少なくとも、あたしに勝とうと思うなら、すこしおだてただけでとことんまで舞まい上がる、その性格はなんとかするべきである。


　完全にノビてるナーガのそばに行き、あたしは彼女をゆり起こす。


「……う……う……ん……」


　みょーに乙女おとめちっくな声を上げ、うっすらと目を開くナーガ。


　その視線があたしと合った瞬しゆん間かん、彼女の体がひきっ、とこわばる。


「──で？」


　冷たくたずねるあたしのことばに、なんとか平静を装よそおいながら、
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「──ふっ。お芝しば居いはこれくらいにしときましょ。それでリナ、状じよう況きようは？」


　……こ……こいつ……いっぺん本気でどつき倒すっ！





「……やあ……やっといらっしゃいましたね……」


　あたしとナーガが隔幻話ヴイジヨンの施せ術じゆつ室しつへとたどり着いたのは、レイルたちがちょうど部へ屋やから出てきた時のことだった。


「どうだった？」


「……やっぱり、調査隊を送って、ことを確かめる、ということになったようです……」


「ふっ。よかったじゃない。これもみんなわたしのおかげよ」


　どこから出てきたセリフなのかは知らないが、おくめんもなく言うナーガ。


「……やあ……これでとりあえず安心ですね……さっそく副評議長に報ほう告こくして、ほかのみんなにも報告して……」


「こんなところでゆーちょーに喜んでいる場合じゃないでしょーが！」


　喜んでいる（らしい）レイルに、横から水をさすあたし。


「もうすぐハミンガム評議長たちが帰ってくるはずよ。それまでにここを離れて、協会の調査団が来るまで身を潜ひそめなきゃ。


　もしもはち合わせなんぞしようもんなら大変よ」


「……やあ……それもそうですね……それじゃあみなさん、いそいで逃げることにしましょう……」


　が──


　やはり世の中、それで話が終わるほど、甘くはできてないらしい。


　あたしたちが玄関先にたどり着いたその時には──


　すでにハミンガム評議長ご一行様は、玄関前に勢せい揃ぞろいしていたのである。





「──こっ……これは一体どういうことだ!?　ナーガとやらっ!?」


　怒りに顔を染そめながら、大声を上げる評議長。


「あーら、知れたこと。わたしはもともと、あなたにニセの情じよう報ほうを摑つかませるために、リナたちを売ったふりをしたまでのこと。……ふっ、厚い友情と固い信頼のきずなが、たかが金貨百枚程度で買えるとでも思ったの!?」


「……その金貨百枚で、きっちり自分を見失って、あたしたちに攻こう撃げきしてきたのは誰だれだったかしらね……？」


　あたしのつぶやきを、ナーガは聞こえないふりをしていたが、頰ほおに流れる一すじの汗を、あたしはむろん見のがさなかった。


「……お……おのれぇっ！　ならば金返せっ！」


「い……いやよっ！」


「いやならわしに味方しろ！　そうすればもう百枚出してもいいぞっ！」


「……うーん……」


「悩なやんでどーすんのよっ！　ナーガっ！　どーせ相手は悪人なんだからっ！　悪人に借りた金は返さなくっていい、って法ほう律りつがあるでしょーがっ！」


「ふっ。そういえば確かに、そんな法律があったわね」


『ねえよ』


　評議長一同ばかりか、レイルたちまでが声をハモらせながら言う。


「やっ……やかましいわねっ……！　それよりもハミンガム評議長！　たった今、協会の隔幻話室ヴイジヨンルームから、全国の魔ま道どう士し協会にあてて、あなたの悪あく行ぎようの数々をご披ひ露ろうしておいたわ！　何日もしないうちに、協会の調査員が来て──それであなたはおしまいよっ！　明日あしたはないものと覚かく悟ごしなさいっ！」


「──なっ！　なんだとぉぉぉぉっ!?


　……おっ……おのれ許さんっ！　こうなったらきさまだけでも始し末まつしてくれるわっ！」


「……リナさん……『火に油』とか『逆効果』とかってことば、知ってます……？」


「やっ……やかましいわねっ！　とにかくレイル！　この場はあたしとナーガに任まかせて、あなたたちは裏からでも逃げて！」


「……そーですねー。そーします」


　言ってふたたび建物の中へひっこむレイルたち。


「おのれ逃がすかっ！　ものども、かかれぃっ！」


　ハミンガムの号令一下、こちらに向かって突進してくる傭よう兵へいたち。


　魔道士ふうの連中は、その場にとどまり、呪じゆ文もんをとなえはじめている。


　さすがは寄せ集めだけあって、連れん係けいがまるでなってない。


　──とは言え、この状じよう況きようはやや不利である。敵との間合いが近すぎるため、あまり大きな術じゆつは使えない。なんとか足止めを食らわせて、間合いを取らなければ……


「ナーガ！　よけてねっ！」


　言ってあたしは呪文を唱える。


「ふっ！　わかってるわよ！」


　答えて、やはり呪文をとなえはじめるナーガ。


　目もく前ぜんに迫せまる傭兵たち！
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「爆裂陣メガ・ブランド！」





　ごがごうっ！





　あたしの呪文は、肉にく薄はくしていた男たちのうち五、六名をふっ飛ばす。


　それにひるんだか、後続たちの動きが止まる。


「今よっ！　ナーガ！　奥へ……」


　言ってふり向くあたしのそばに、今のでノビたナーガの姿！


　あああああっ！　だからよけろって言ったのにぃぃっ！


　ちっともわかってないじゃないかっ！


　いかんっ！　不利だっ！


　傭兵たちは足を止めているとは言え、ナーガをかばいつつ、呪文で反はん撃げき、などというまねは不可能である。


　ついでに言うと、評議長の左右に控ひかえる魔道士たちは、すでに呪文を唱え終っている！


　リナちゃんピーンチ！


　などと言っている場合ではないっ！


「ええぃっ！　なにをおびえておるっ！　傭よう兵へいどもっ！」


　だがしかし、一いつ瞬しゆん生まれたこの沈ちん黙もくを打ち破やぶったのは、ハミンガム評議長だった。


「そんな術じゆつ一発でおそれをなしよって！　えぇいっ！　こうなったらっ！　魔道士どもっ！　術で片づけてしまえっ！」


「……し……しかし評議長！　今術を使うと、こちらの兵にも被ひ害がいが……」


　となりに立った魔道士が言う。


「えぇい、黙だまれ黙れっ！　ひと山いくらの傭兵どもなど、かまうことなどあるものかっ！　金を払はらわなくてよくなる分、好こう都つ合ごうというものよっ！　かまわんからいっしょにやってしまえっ……」


「……なっ……」


『なんだとぉぉぉっ！』


　逆ぎやく上じようしたのは傭兵たちの方である。


「ひ、評議長っ！　そのようなことっ……」


「黙だまれと言っておろうがっ！　呪文を唱えるしか芸のない奴やつは、黙ってわしの言うことを聞いていればよいのだぁぁぁぁぁっ！


　……って……おい……お前ら……？」


　ハミンガム評議長が、みんなの険けん悪あくな視線に気づいた時にはもうおそい。


　かくて──


　あたしの目の前で、傭兵・魔道士自由参加の、第一回ハミンガム評議長タコ殴なぐり大会は開かい催さいされたのだった……





「……やぁ……リナさん……ありがとうございました……」


　のんびりとした声で言ったのは、言うまでもなく、レイルである。


　うやむやのうちにハミンガムが破れ去ったその翌よく日じつのことである。


「……あなたのおかげで、ここの協会も無ぶ事じ救われました……」


「いいのよそんなこと。それより礼金は？」


　にこやかな笑顔で尋ねるあたし。


「……そんなものはありません……」


　にこやかな笑顔で答えるレイル。


　あたしの笑みがこわばった。


　……てっ……てごわい……


　しかしまあ……別にそういった約束をしていたわけでもないし……


　……しかたない……こいつから金を出させるのはあきらめて……


「──そうだ、ナーガ、あんたハミンガムから金貨百枚もらったんでしょ？」


　にこやかに問いかけるあたしに、ナーガは、まともに顔を引きつらせ、


「だっ……だめよっ！　これはあげないからっ！」


「なっ……何よっ！　そもそもあの計画立てたのはあたしでしょーがっ！　全部とは言わないけど、少なくとも山分けよっ！」


「それはそれ、これはこれよっ！　これはわたしの演えん技ぎ力りよくのたまものなのよっ！」


　──とまあ、そんなわけで。


　あたしとナーガの言い争いは、その翌よく日じつまで──


　ナーガがどこかで金貨の袋を落としていたことに気づくまで、えんえんと続いたのだった……







（魔道士協会の陰謀：おわり）










獣使いビースト・マスターのゆううつ










　それは、地鳴りと悲ひ鳴めいではじまった。


「ん？」


　あたしとナーガはなにげなく振ふり向き──


　次の瞬しゆん間かん。


『だぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　あたしはあわてて『浮遊レビテーシヨン』で宙ちゆうに浮く。


　それは、動物たちの大だい暴ぼう走そうだった。


　牛さん馬さん犬に猫。ニワトリ、ネズミもいたりする。


　なぜかはとにかく、どうやら町じゅうの動物たちが、一いつ斉せいにつっ走っているようだ。


　事じ態たいを理解することができず、町のひとたちはただただ悲ひ鳴めいを上げて逃げまどい、子供は泣くわ露ろ店てんはおしつぶされるわ犬はほえるわナーガは踏ふみくちゃにされるわ……


　……逃げ遅おくれてやんの……


　──ややあって。


　どとーのごとき大行進が通りすぎたそのあとには、ただ、ガレキの山と踏ふみつぶされたナーガが残るのみ……
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「──ふっ。危あぶないところだったわ」


　言っていきなり彼女はひょこんっ、と身を起こす。


「ちょっ──ちょっと！　ナーガっ！　なんで無ぶ事じなのよっ！　あんたっ!?」


　あたしは術じゆつを解かい除じよして、地面に降り立って言う。


「なぜ、ですって？」


　ナーガは鼻の先で小さく笑うと、ふぁさっ、と髪かみをかき上げて、


「ほーっほっほっほ！　笑わせないでよ！　リナ＝インバース！　あの程てい度どのことで、この白蛇サーペントのナーガが死ぬとでも思って!?」


「……まあ……確かにあんたはあの程度じゃ死なないだろーけど……」


　彼女は腰こしに両手を当てて、意味なく胸を大きくそらし、


「ふっ！　今の動物たちのひづめのことごとく、わたしは紙かみ一ひと重えのところで身をかわしていたのよっ！……まあ、シロウトに見切れる動きじゃあなかったとは思うけどね……」


「じゃあその体中についてる足あとは何？」


「うっ……」


　ナーガは小さな声でうめくと、やおらあさっての方を向き、


「それにしても……一体今のはどういうことかしらね……」


「あ。あれ？　あたしがやったの」


　とーとつな声にふり向くと、そこには、一人の少女が立っていた。





「さて、どーいうことか説せつ明めいしてもらいましょーか」


　ジョッキ一いつ杯ぱい飲み干ほしてから、ナーガは彼女にそう言った。


　さっきの場所からすこし離れた、とあるメシ屋でのことである。


「そうね……どこから話せばいいのか……とにかくあたし、狙ねらわれてんのよね」


　ランチセットＡ・ドリンク付きをむさぼりながら、少女は言う。


　としのころなら十六、七。髪かみはあたしより少し薄うすい栗くり色いろのショート・カット。ややスレンダー・ボディの美人である。


　……でも胸はやっぱし負けてる……


「あたし、ミリーって言うんだけど、しばらく前から、変な連中に追いかけられてんの。


　で、今日も町の中でいきなりとり囲かこまれちゃってね。それで町じゅうの動物暴ぼう走そうさせて、その混こん乱らんにまぎれて……」


「ち……ちょっと待ってよ!?」


　さらりと言ってのける彼女に、あたしは横から口をはさむ。


「町の動物を暴走させる……って……まさか……あんた、獣使いビースト・マスター!?」


「その通り」


　ポーズをつけてうなずく彼女。


　思わず絶ぜつ句くするあたし。


　獣使いビースト・マスター──。


　あんましメジャーなものではないので、一応解説しておくが、そもそもこの獣使いビースト・マスターというやつは、魔ま道どうの技ぎ術じゆつだけでなれる、というシロモノではない。


　数千、数万人に一人の『素そ質しつ』と、ある程度の魔道技術と能力。それがそろってはじめて、獣使いビースト・マスターとなれるのだ。


　その『素質』というのが一体何なのか、はっきりと解明されてはいないのだが、たぶん動物たちとの相あい性しようなのだろう、と言われている。


　むろん誰だれにでも、相性のいい動物の一つや二つはあるもんだし、術を使えば、それらをダース単位で操あやつることもできる。


　しかし、獣使いビースト・マスターと言われる連中は、それとは全まつたくケタが違う。ありとあらゆる動物を、地ち域いき単位で操ることができるのだ。


　小さな区く画かくの中で、ありきたりな動物を操るのには、呪じゆ文もんの詠えい唱しようすら必ひつ要ようとはしないらしい。


　むろんその数はきわめて少なく、本当の意味で獣使いビースト・マスターと呼べる人間は、この世界に十人、いるかいないか、だと言われている。


　かくいうあたしも、本物にお目にかかったのはこれがはじめてである。


「で、狙ねらわれる心あたりはあるの？」


「そんなもの……恐きよう怖ふに決まってるでしょ」


　きっぱりはっきり言い切るミリー。


「……恐怖……？」


　思わず眉まゆをひそめるあたし。


「そう！　恐怖よっ！


　ふつうの人たちから見れば、自分たちには理解できない力を使う人間。本ほん能のう的てきに恐怖を抱いだいてもちっとも不ふ思し議ぎじゃあないわ。


　いっそのこと……こんな能力……


　……ああ、……獣使いビースト・マスター！　天があたしに与えた才能……


　あたしがそうと念ねんじただけで、無数の獣けものがあたしのもとに集つどい、ひれふすのよっ！


　なんの力も持たぬ俗ぞく物ぶつたちから見れば、まさに神にもひとしき力！　そんな力を持つあたしに、凡ぼん人じんどもが牙きばを剝むくなど、とんだお笑い草ね！　ほーほほほほほほっ！」


　……アブナい……こいつもアブナい……


「……あ……あるいは、どこかの国が狙ねらってる、ってことも考えられるわね」


「どういうこと？」


　あたしのことばに、こくんっ、と小こ首くびをかしげるミリー。


　……こーいうしぐさを見るかぎりでは、ふつーの人間みたいなんだけどなぁ……


「考えてもごらんなさいよ。獣使いビースト・マスターってぇのがどれほど強力なものなのか。


　それに目をつけた血の気の多いどこかの王や領りよう主しゆかが、あなたを捕つかまえて利用しよう、なんて思ってもちっとも不ふ思し議ぎじゃないわ」


「……ふっ。何を言い出すかと思えば……」


　言ってナーガは小さく笑う。


「まだまだ考えが浅あさいわね、リナ！　いくら獣使いビースト・マスターとはいえ、飛竜ワイバーンや竜ドラゴンまでをも操あやつれるわけでなし……しょせんはせいぜい熊くまとか狼おおかみ、虎とらまでが限度。


　そんなものがいくら集まったところで、強力な攻こう撃げき呪文の一発には及およばないわっ！


　なら、獣使いビースト・マスターを無理して捕とらえたりするよりも、魔ま道どう士したちを養よう成せいした方が、ずっと役に立つっていうものよ！」


　あたしは思わずため息をつく。


　……どっちが考えが浅いんだか……


「……じゃあ聞くけどナーガ、もしもあんたが寝ねてる時、とーとつに無数のネズミが部へ屋やになだれこんできたらどーする？」


「愚ぐ問もんね」


　ナーガはまたもや胸を張はり、


「混こん乱らんして無意味に騒さわぐにきまってるじゃない！」


「いばるなぁぁぁぁっ！


　……とにかく……確かに動物をいっぱい集めたって、直接的な攻こう撃げき力りよくは、強力な攻撃呪じゆ文もんには及ばないわ。


　けど、敵のかく乱だの暗あん殺さつだのっていうのには最さい適てきなのよ。


　それに、術者が誰だれかばれにくい分、しかける方の安全度が違ちがうし……


　──確か、同じ建たて物ものの中の動物を操るくらいのことなら、呪文での増ぞう幅ふくなしでもできるんでしょ？　ミリー」


「ええ。それくらいなら念じただけで。その場合、獣使いビースト・マスターを見み破やぶる方法などは存そん在ざいしません。これこそ究きゆう極きよく！　まさに無む敵てきっ！　神が選ばれし者のみに与えた……」


「はいはい。わかったから話を続けましょーね」


「──ま、冗じよう談だんはさておいて。それより、お二人さんに相談あんのよ」


　……今の……冗談で言ってる目の色には見えなかったぞ……


「見たところ、二人とも魔ま道どう士しみたいだけど、女だてらに旅の魔道士なんてやってるとこ見ると、かなり使える方なんでしょ？


　でさ、あたしの護ご衛えい頼たのみたいのよ。


　いつまたあの連中が襲おそってくるかも知んないし、そうそうつごうよく、呼んですぐ動物たちが来てくれるとは限んないし。


　……そうね、ラルティーグの国こつ境きようあたりまで送ってくれたらいいから」


「なんで『国境』なわけ？」


「いくら連中でも、国境越こえたら、そこまでは追ってこないだろうなー、なんて思って」


　尋たずねるナーガに答えるミリー。


　確かに、もしも彼女を狙ねらっているのが、あたしの言ったようにどこかの国か領りよう地ちの人間だとすれば、国境を越えてしまえば、やりにくくなることは確かだろう。


「ふむ──」


　あまりもうけのなさそうな話だし、彼女もアブナい人間みたいだが、獣使いビースト・マスターの使う技わざ、というのをじっくり見てみたい、という好こう奇き心しんはある。


「──で、報ほう酬しゆうは？」


　彼女の答えた金額は、決してそう悪いものではなかった。





「──どうやらお客さんみたいよ」


　あたしが足を止めたのは、三人が、渓けい谷こくを横切る道を歩いている時のことだった。


　道の幅はばは、馬車が数台並ならんで通れるほどはあるが、向かって左には崖がけがそびえ立ち、右は崖下まっさかさまコース。


「追おつ手てなの!?」


　顔をこわばらせて尋ねるミリーに、あたしはこくり、とうなずいた。


「……目くらましにこんなルート通ったけど……どうやらそれが裏うら目めに出たようね……」


「うそつき」


　あたしのセリフに、ナーガは小さくつぶやいた。


「……誰だれがうそつきよっ……」


　あたしも小さくつぶやき返す。


「あんたよ、リナ。ふっ。あんた、わざと敵に襲しゆう撃げきされやすいようなコース選んだでしょ？」


　ぎくっ。


　なかなかスルドイ指し摘てきだが、あたしは知らぬ顔を決めこんで、


「なんであたしがそんなことしなくちゃなんないのよ？」


「ふっ……あんたのことだから、えんえんとひたすら逃げるよりは、てっとり早く終わらせる方を選ぶはずだと思って。


　……それにどうせまた、追手の連中なぎ倒して、旅りよ費ひの調ちよう達たつしよう、なんて考えてるんでしょ？」


「……ふっ……そこまで読まれちゃしかたないわね……けど実じつはそれだけじゃないのよ。


　考えてもみなさいよ。その刺し客かくがもしもどこぞの領りよう主しゆのさしがねだったとしたら。


　刺客をしめ上げて証しよう拠こをつかみ、国王にチクって賞しよう金きんたんまり！……『国王にバラされたくなかったら……』って、先に当人を脅おどしてさんざんしぼりとったあげく、国王にチクッて賞金もいただく、ってぇナイスなテもあるわね」


「なるほど！」


　ナーガはぽんっと、手を打つと、


「もしも今回の件の黒くろ幕まくが、どこかの国王だとしたら、同じように、まわりの国じゅうに密みつ告こくしてやるのね！……そーすればあっとゆーまに大金持ち！」


「そのとーりっ！」


『ちゃっちゃっちゃっ！　らっき！』


「……何やってんの……？　二人で……」


　……はっ！


　ミリーのことばに、ふと我われにかえるあたしとナーガ。


　だがしかし。





　ぐがろんっ。





　この時すでに、あたしたちの頭ず上じようから、大小とりまぜ無数の岩が、ころがり落ちてくるところだった！


『どわわわわわわわわっ！』


　悲ひ鳴めいをハモらせ、あわててその場をとびのく三人。


　あたしも、追手らしき連中が、崖がけの上にいることは気け配はいで感づいてはいたが、まさか問もん答どう無む用ようでいきなし岩を落としてくるとは思わなかった。


「ちょっとリナ！　これって話がちがうような気がしない!?」


「そんなことよりっ！　とにかく今はこの場を早く離れましょっ！」


　言ってあたしは走り出す。


　術を使って飛んで逃げる、というテもあるが、たとえ機き動どう性せいの高い翔封界レイ・ウイングを使ったにしろ、浮かんだ瞬しゆん間かんを狙って岩を落とされたらおしまいである。


　弓矢くらいなら風の結けつ界かいではじき跳とばすことはできるが、相手が落ちてくる大岩となれば話は別。


　──ひょっとして、これって──


　あたしが思ったその通り。


　三人が、しばらく走ったその先に──


　十数人の覆ふく面めん姿すがた！


　……どうやら、まんまとはめられたようである。





「ミリー、お願ねがいがあるの」


　追手連中には聞こえないよう、あたしは彼女に耳打ちをする。


「あたしが連中の気をひきつけて、時間かせぐから、その間にあなたの能力で、何か動物呼んで！　こっちもまきこまれるといけないから、強力な奴やつを一匹か二匹だけ！」


「わかった！」


　答えると、彼女は口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　どうやらこれが、彼女の力を増ぞう幅ふくさせる呪文のようである。


　──まあ、むろんのこと──


　正しよう直じき言って、彼女の力なんぞ借りなくたって、あたしが自分で術を使えば、この場はなんなく切り抜けられる。


　なのにわざわざああ言ったのは、単に彼女の力を見たかったからである。


　とりあえず、こっちはそれまで時間稼かせぎ時間稼ぎ……


「一体どういうつもりよっ！」


　いならぶ覆ふく面めん姿すがたのうち、一人の男がずずいっ、と前に歩あゆみ出る。


　一応剣を持ってはいるが、ものごしからして、どう見てもただのシロウトである。


「聞いていないのか？　後ろの娘から！」


　言ってミリーの方を目で指す。


「狙ねらわれる心あたりなんてない、って言ってるわっ！」


「ふっ！　自分の背せ負おった罪つみの重さもわからんとはっ！……まあいい……ならば教えてやろう！　その娘が獣使いビースト・マスターであること！　それ自体がその理由よ！」
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「どういうことよっ!?」


「ふん……つまり……」


　ごうっ！


　突とつ如じよまき起こった突とつ風ぷうが、男の声をかき消した。


「来たわよ。リナさん」


　ミリーは静かな声で言った。





　それは──


　一羽わの巨きよ大だいな鳥だった。


「ロック鳥!?」


　風にたなびく髪かみを手でおさえながら、あたしは頭上のそれを見上げる。


　ミもフタもない表ひよう現げんだが、やせた鷲わしをほぼそのまんま、飛竜ワイバーンサイズにまででっかくしたよーなもんだと思ってもらえばいい。


「なっ……何だっ!?」


「ロック鳥だぞっ！」


「そんなこと見ればわかるっ！」


「聞いたのはおまえだろうがっ！」


　混こん乱らんし、口々になにやらわめき立てている追手たち。


　はばたきによる突とつ風ぷうと、舞まい立つ砂すな埃ぼこりの中で、ミリーの声が響ひびき渡る。


「待ってたわ！　さあっ！　あなたの力を見せてっ！」


　クルォォォォォ！


　狼おおかみの遠とお吠ぼえにも似たおたけびを上げ、ロック鳥の巨体が舞まい降りる！


　そのくちばしが閃ひらめいた！





　「いきゃぁぁぁっ！」





　そしてわきおこるナーガの悲ひ鳴めい！　おいおいっ！


「ああああっ！　違うっ！　たしかにこの中でいちばん怪あやしいけどっ！　一応そのひとは味方よっ！」


　ミリーのことばにようやくロック鳥は、ナーガをつっつくのをやめる。


「こーなったらカギ爪づめ攻こう撃げきよっ！」


　何が『こーなったら』なのかよくわからんが、とにかくミリーのひと声に、ロック鳥は大きくひと声鳴いた。
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　そしてっ！





　「ひぃーあぁーっ！」





　……あんたがさらわれてどーする。ミリー……


　いくらデカかろーと、しょせんトリはトリ頭、とゆーところだろーか。
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「しまった！　まんまと逃げられたかっ!?」


　覆ふく面めん姿すがたのひとりが叫さけぶ。


　……今のが計画的に見えるか？


「ちぃっ……あの山だっ！　追えっ！」


　ロック鳥の飛びゆく先を指さして、連中は、あたしたちには目もくれず、さっさと走り去っていく。


「どうする？　リナ？　わたしたちは」


「あとを追いましょ！……ってナーガ、あんた平へい気きなの!?　ロック鳥なんぞにつっつかれて!?」


「平気なわけないでしょ」


　ナーガは頭のうしろをぽりぽり搔かきながら、


「そりゃあわたしだって、今のはちょっとびっくりしたわよ」


　……び……びっくり……


　そのひとことでかたづけてしまうところがとってもナーガ。


「とにかく……連中より先に彼女を見つけなきゃ！」


　あたしはぐぐぃっ、と両手をにぎりしめる。


「まだ前金さえもらってないのよ！」





　追つい跡せきは困こん難なんを極きわめた。


　坂道は急だわガケは多いわナーガはころがり落ちるわ。


　浮遊レビテーシヨンあたりを使って、上空から探さがそうにも、あたりには、けっこーでっかい木とかがほこひょこ生はえていたりする。


　これではミリーが木登のぼりでもしてないかぎり、空からの探たん査さはまず無理だろう。


　ならば、残る手しゆ段だんはただひとつ。


　地道に歩いて探すしかない。


「つかれたよー。おなかすいたよー。めんどくさいよー……」


「ちょっとリナ！　あんたねぇ、もーちょっと静かにできないのっ!?」


「人間誰だれにでも、できることとできないこと、ってぇのがあるのよっ！」


　あたしの答えに大きなため息ひとつつき、ふたたび黙もく々もくと歩みを進めるナーガ。


　……しかし、この探しかただと、どう考えても人数のいる追手たちの方が有利である。


　なんとか連中よりも先に彼女を見つけたいところだが……


「……そっか……」


　やおらぽんっ、と手を打つあたし。


「どしたの？　リナ」


「ロック鳥がこっちに飛んでった、ってことは、このあたりにロック鳥のすみかがある、ってことじゃない？」


「──で？」


「だから、よ。まず、そのロック鳥の巣すを見つけだすのよ。きっとミリー、その近くにいるはずよっ！」


「なるほど。……で、リナ、あんた、ロック鳥の巣すっていうのがどんなものなのか知ってんの？」


「知んないけど……なにしろあれだけデカい鳥の巣。それにここいらあたりは、雨もあんまし降らないはずだし……たぶん巣はむき出しだと思うから、上じよう空くうからでもかんたんに見つかるはずよっ！」


　言ってあたしはナーガの返事すら待たず、浮遊レビテーシヨンの呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　思った通り──


　あたしがロック鳥の巣を発見したのは、それから間まもなくのことだった。





「──このあたりにいるはずよ」


　あたしはぐるり、とあたりを見回す。


　頭ず上じようにひろがる、ロック鳥の巣のせいで、あたりはかなりうす暗く、視界もあまり良いとは言えない。


「おーい。ミリーさぁぁん」


「ちょっ……ちょっとリナ！　そんな大声出して、もし追手の連中に気づかれたらどうするのよっ!?」


「けど、この状じよう況きようで、こっちから彼女見つける、ってぇのはたいへんよ。


　それよりも、『ここに味方がいる』ってぇのを知らせて、彼女の方から出て来るようにしたほうが、よっぽど合ごう理り的てきってもんよ」


「……合理的……ねぇ……」


　あたしのセリフに、なぜかジト目を送るナーガ。


「……な……何よ、その目は？」


「あんたの言う『合理的』って……たいてい常じよう識しき、ってモノが抜けてるから……」


「常識のことであんたにとやかく言われるすじあいはないわっ！」


「どーいう意味よっ!?」


「鏡かがみを見なさいっ！　そこに答えがあるからっ！」


「ほーっほっほっほ！　あなたみたいな大だい平へい原げんの小さな胸に、『鏡を見ろ』なんて言われるとは思わなかったねっ！」


「……だっ……！」


　かくて──


　あたしとナーガの不ふ毛もう極きわまる口ゲンカは、ひたすらえんえんと続くのだった……





「……はっ！　こんなことをしてる場合じゃないわっ！」


　あたしが我にかえったのは、二人がかなり息切れした頃ころのことだった。


「……ほーっほっほっほごっ！　げほごっ！……はうっ……いきなり我に……かえるとは……まだまだっ……げふっ……未み熟じゆくねっ！　げふっ！　ごほっ！」


　……おまえは病気のおとっつぁんか。


「とにかく、ミリーさん探さなくっちゃ！……っと、何の話してたんだっけ……」


「胸の……」


「殺ス。」


「や……やーねぇ、リナったら、ムキになっちゃって[image: ]　ほらほら、大声で叫んでミリーを呼んでどーのこーの……」


「あ。そうそう。もしも彼女より先に追手のほうが感づいたら、って話だったわね。


　その時はかんたん。連中はり倒せばすむだけのことよ」


「なるほど。例の、ぶちのめしてゆすり倒したあげくチクって金の二重取り作戦ね」


　……そのまんま言われると、みょ─に極ごく悪あくなイメージがあるのは気のせいだろーか？


「ふっ……それじゃあさっそく……」


「その必要はなさそうよ……」


　言ってあたしは、うっそうとしげる木々の奥に視線を送る。


「……やっぱり！　リナさん！　ナーガさん！」


　木々の間から姿をあらわしたのは、いまさら言うまでもなくミリー。


「無ぶ事じだったみたいね。……けど、よくあたしたちを見つけられたわね」


　あたしのことばに彼女は、にこやかな笑えみを浮かべつつ、


「そりゃあ、あんだけデカい声でえんえんと口ゲンカ続けてりゃ、バカだって気がつくわよ」


　……ほっとけ。


「ともあれ、こーして二人に無事会えた以上、こんなところでぐずぐずしていることないわ。さ。追手連中の来ないうちに、とっととどっか行こ」


「……それは無理みたいよ……ミリーさん」


　ばさり、とマントをひるがえすあたし。


「もう囲かこまれてるわ」





「やっと見つけたぜ」


　言ったのは、覆ふく面めん姿すがたのうち一人。


「どっかで誰かがバカ声で、えんえんとくだらねぇ口ゲンカなんかしてくれたから、ずいぶんと探しやすかったぜぃ」


　……やかましい。


　男はちらり、とあたしとナーガに視線を移し、


「……目ざわりなんだよな……あんたら……


　どうせその娘に金で雇やとわれたんだろうが……この件からは手を引いてもらうぞ」


「──それでそのあと彼女を一体何に利用するつもり？」


「決まってるじゃない！」


　あたしのことばに、おびえた声を上げたのはミリーさん。


「あたしを捕つかまえ、その力を利用して、よからぬことをするつもりよっ！　まあ、確かにあたしの力をもってすれば、不可能なことなどほとんどないわっ！　この世に獣けもののいる限り、神にもひとしき無限の力！　おそれおおくもおこがましくも、あたしの力を利用しようなどと、低てい能のうな俗ぞく物ぶつどもの考えそうなことよ！　ほーほほほほほほほっ！」


「なっ……なんだとぉっ!?」


　彼女のことばにさすがに逆ぎやく上じようする追手たち。


「……まあ、彼女の説はさておいて、マジメな話、彼女を一体どーするつもりよっ!?」


「決まってぇげっ！」


「あ・ん・た・は・黙だまってなさいっ！」


　またまた発言しかけるミリーさんの首を、ナーガが後ろからしめつける。


　ナーガ、ナイス・フォロー！


「どうするもこうするもっ！　われわれはただ、あの娘を始し末まつするだけだっ！」


「しっ……始末!?」


「ちょっとリナ！　また話が違うじゃないのっ！」


「始末……って、どういうことよっ！　なんで彼女を……」


「言ったはずだ！　そいつが獣使いビースト・マスターだから、となっ！」


　言って男は、だらーんとなったミリーさんをまっ向から指さした。


　…………


「……ちょっとナーガっ！　力いっぱい首絞しめつづけてどーすんのよっ!?


　……で？　なんで獣使いビースト・マスターだからって命を狙うのよっ!?」


「ふんっ！　察さつしの悪い奴やつだっ！　奴の存在それそのものが、我々の理念・思想と根本的に相あい容いれぬものなのだっ！」


　り……理念だの思想だのって……あんたいきなりそんなたいそーな……


　ふだん聞き慣なれないことばに、あたしがしばしとまどっていると、男はしびれを切らしてか、


「……これだけ言ってもわからぬか……はん……ならば教えてやろうっ！


　我々は──


　我々こそは、沿えん岸がん諸しよ国こくのみならず、各地に巨大な組そ織しき力りよくを誇ほこるもの！


　動物保ほ護ご協会のメンバーだっ！」





　ちゅごどぉぉぉん！





　あたしとナーガは自じ爆ばくした。





「……あ……あ……」


「……ああああ……」


　なんとか必死で立ち直ろうともがくあたしとナーガを尻しり目めに、覆ふく面めん男おとこはえんえんと演えん説ぜつを続けている。


「そもそも獣使いビースト・マスターの能力が発動するたびに、一体どれほどの動物たちが犠ぎ牲せいになっていることかっ！　古来よりその能力は、つねに軍人どもに着ちやく眼がんされ、戦せん闘とうの道具として発動してきたっ！　それで誰が暗あん殺さつされよーが国が滅ほろぼーが何万人死のーが知ったこっちゃないが、それには常に、その数に比すべくもない膨ぼう大だいな数の動物たちの犠牲があったっ！


　人の身み勝がつ手てな愚ぐ行こうに無む理り矢や理り従したがわされて、無数の動物たちがその命を絶たつこととなるっ！　このような不ふ条じよう理りが許ゆるされてよいのかっ！　いいやっ！　答えは否いな！」


　……おっさんおっさん……


　時々……いや、実はよくいる。こーいう奴は。


　理念、信念にぶん回されて、それ以外は見えなくなる奴。


　その思想だの信念だのとゆーのがたいてい、あるていどは一面の真理をついているだけに、このテの連中を説得するのは、ナーガを更こう生せいさせるよりむずかしい。


「……だから……彼女がそんなことをはじめる前に抹まつ殺さつする……ってわけ？」


　なんとかやっとか立ち直り、あたしは言う。


「そんな！　あたしは絶ぜつ対たいそんなことしないわ！」


　悲ひ鳴めいに近い声を上げたのは、いつの間にやら復ふつ活かつを果たしたミリーである。


「冷静に話し合えば、きっとわかりあえるはず！　あたしたち同じ人間じゃない」


　こ……こいつ……さっきさんざん相手の神経逆さかナデしといて何を今さら……


「あたし、この能力ちからを悪いことに使おうなんて思ったことは一度だってないわっ！　それに何よりも、わたしは動物たちを心から愛してる！　お願いっ！　あたしの良心を信じてっ！」


「ほほぉぉぉぉぅ……するとあんたは動物たちがかわいそーだから、クレインの町の農場から、牛をぜんぶ盗み出して、近くの町でたたき売ったわけだ」
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「うっ……ばれてたのっ！」


　おいおいおいおいっ！


「あっ……あんたンなことやってたのっ!?」


「たっ……単なる若き日のあやまちってやつよっ！　それにリナさんだって！　日ごろ盗とう賊ぞくたちからさんざん金きん品ぴん強ごう奪だつしてるって話じゃない！」


「あたしは悪人しか征せい伐ばつしないからいいのよっ！　それに盗賊は動物じゃないし！」


　あたしの、自分でもよくわからん理り屈くつに、なぜか大きくうなずく保ほ護ご協会のみなさん。


「ふっ！　ともあれ、こうして事実が暴ばく露ろされた以上……どうする？　リナ」


　尋たずねるナーガに、あたしは両の腕うでを組み、


「うーん……この場合じゅーぶんどっちもどっちだし……他人のふりをする……ってぇのはタダ働きになるし……


　この際、それぞれの中を取って、ミリーと協会のみなさんとの全財産この場に積み上げて、多いほうにあたしたちは味方につく……ってことで妥だ協きようしません？」


『するかぁぁぁぁっ！』


　声ハモらせて、即そく座ざに答えるミリーと協会ご一同。


　……いいアイデアだと思ったんだけどなぁ……あたしには。


「えぇぇいっ！　こーなったらみんな敵よっ！　かかって来なさいっ！」


　しまった！　ミリーがぷち切れたっ！


「ふっ！　彼女のおさえは引き受けたわっ！」


　言ってずずいいっ、と歩み出たのはいつものごとく白蛇サーペントのナーガ。


「ほーっほっほっほ！　あまり自みずからの力に溺おぼれないことねっ！　動物を操あやつる能力、なにもあなたの専せん売ばい特とつ許きよじゃなくってよ！」


「な……なんですって!?」


　まともに顔色を変えるミリー。


「さすがにあなたのようにはいかないけれど、わたしも何種類かの動物なら操ることもできるのよっ！　しかも呪じゆ文もんでの増ぞう幅ふくによって、どれだけ離れた場所でも、わたしの命令には絶対服従！──うそだと思うなら試ためしてみる？」


「──くっ！　おいでっ！　虫たち！」


　ミリーの叫んだそのとたん──


　ざわっ。


　森じゅうがざわめいた。


　虫たちと戦うのがいやなのか、あわてて逃げ出す協会のみなさん。


　……実は単に根こん性じようがないだけなのかもしんない。


「ふっ！……ならしかたないわねっ！」


　言って呪文をとなえはじめるナーガ。


　しかしさすがに本家、むこうの方が反はん応のうは早い。すでにミリーのまわりには、大小無数の虫たちが、黒こく霧むのごとく集まっている。


「ゼラス・ゴート！」


　正体不明の呪文を解とき放つナーガ！


　その瞬しゆん間かん──


「お行きっ！」


　ミリーが虫たちに指令を下くだす！


　ぶふわっ！


　無数としか表現できない虫たちは、思い濁だく流りゆうと化して、ナーガに向かってつき進む！


　ごうっ！


　薄うすっぺらい天てん井じよう板いたを、はげしい雨が叩たたくような音。


「リナ!?」


　驚おどろきの声を上げるナーガ。


　彼女が虫の群むれに飲み込まれるその寸前。


　あたしはナーガの前に、向かい合わせに立ちふさがり、マントをひろげて彼女を虫からガードしたのだ。


「……けど……あんたに動物を操あやつるなんて芸があるとはね……」


　あたしは言った。


「ふっ……いつかあなたを驚おどかそうと思ってね……」


「で、いつ来るの？　その救きゆう援えんは？　まさか今になって、ただのハッタリだった、なんて言わないでよ」


「ふっ。だいじょうぶよ。……ちょっと距きよ離りがあるから、もうすこし時間はかかるかもしれないけれど……来るわ。必ず」


「頼たのんだわよ……で、何なの？　あなたの操れる動物って？」


「くらげ。」


「ンなもんがここまで来るかぁぁぁぁっ！」


　あたしはナーガを虫のただ中にケリ出した。


「ひゃぁぁぁぁぁぁぁ。」


　悲ひ鳴めいはすぐに、虫の羽は音おとに溶とけ消える。


　……ったく……


　一いつ瞬しゆんでも、信じたあたしがバカだった。


　こーなりゃやっぱし、あたしがなんとかするっきゃないっ！


　……とはいえこの状じよう況きようで、ミリーに呪文をぶちかまそうにも、彼女の方をふり向いたそのとたん、顔じゅう虫まみれでちっ息そくすることうけあいである。


　──いや！　あのテがある！


　いそぎ呪じゆ文もんを唱となえるあたし。


「爆裂陣メガ・ブランド！」


　地の上を這はう術である。何かにあたったそのとたん、そこの大地を爆ばく発はつ的にま上にふき上げる。


　これならば飛んでいる虫たちに遮さえぎられることなく、ミリーにとどくはずである。


　殺さつ傷しよう能力低いから、殺してしまうようなことにはならないだろうし。


　──だがしかし。


　さっきナーガをケリ出した方で爆ばく音おんがひとつ上がったものの、あとは全まつたく手ごたえなし。


「……甘い……それくらいの……浮遊レビテーシヨン……」


　虫の羽音に混まじって、後ろから聞こえるミリーの声。


　どうやらあたしの手の先を読み、浮遊レビテーシヨンで宙に逃のがれていたらしい。


　なかなかどうして、やるもんである。


　……などと感心してる場合じゃない。


　くっそー……きっと向こうは、虫にたかられまくってるあたしの背中眺ながめながら、優ゆう越えつ感にひたってるんだろーなぁ……


　……と、待てよ。それならば……


　あたしは次の呪文をとなえる。


　右手だけを見けん当とうで、後ろにつき出す。


　ふつうの攻こう撃げき呪文なら、虫に遮さえぎられて彼女までは届とどかないだろうが、これならば……


「魔風デイム・ウイン！」


　ごうっ！


　あたしの起こした突とつ風ぷうは、まともにまわりの虫を巻き込む。


　たんなる強風を起こす術じゆつで、それ自体に殺傷能力などはないが、飛んでくる虫を、ミリーの方へふき返すくらいのことならかんたんにできる。


「ひあっ……」


　わき起こりかけた悲鳴は途と中ちゆうでかき消える。


　そして──


　虫たちの消え去ったあとに残ったのは、顔じゅう虫だらけにしてちっ息したミリーの姿だった。





「……ふっ……あと味の悪い事件だったわね……」


　青く晴れ渡った空の下。どこまでも延のびる街かい道どうを行きながら、ナーガはぽつりとつぶやいた。


「……そうね……」


　流れゆく雲を眺ながめながら答えるあたし。


　結局のところ──


　気き絶ぜつしたミリーを牛うし泥どろ棒ぼうの罪つみで役所に突き出して、いくばくかの賞金を手に入れた。


　業界用語で『売った』とも言う。


　しかしまあこれで、動物保護協会のみなさんも、おいそれとは彼女の命を狙ねらえなくなったわけで、ちゃんと八方丸く納おさまっている。


　……と思うけど……


「……世の中、あたしみたいな善人なんて少ないもんねぇ……」


　空を見あげて、あたしは大きなため息をひとつついたのだった……







（獣使いビースト・マスターのゆううつ：おわり）










財宝奪だつ回かい大作戦










　あたしは思わず目をみはっていた。


　子持ち黒エビのレム・クリームあえに、七しち面めん鳥ちようの照てり焼きクラウレンツ風、エトセトラエトセトラ！


　無む意い味みにデカいテーブルを、ところ狭せましと埋うめつくすのは、豪ごう華か絢けん爛らんな料理の数々！


　……ああ……なんてよいか[image: ]ほ[image: ]り[image: ]


「実は……お願いしたいことというのはほかでもない、ある人物からあるものを取り返していただきたいのです」


　テーブルの向かいに座る、ロマンスグレイの老人は、静かな口く調ちようでそう言った。


　もう六十はとっくに越こえているのだろうが、年とし寄よりくささをあまり感じさせない、細ほそ面おもてでにこやかなひとである。


「はあ」


　あたしは並んだ料理に視線をそそいだまま、半なかばうわのそらで答える。


　この町に着いたあたしを呼び出したのは、魔ま道どう士し協会の副ふく評ひよう議ぎ長ちようクルーレさん、早い話が目の前にいる老人である。


　自宅を訪おとずれ、テーブルに着くと、問もん答どう無む用ようで目の前に料理が並べられたのだが……
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　しかし今だに『召めし上がれ』のひとことは聞こえてこない。


　……あぁ……せっかくのお料理がさめちゃう……


「わたしはしばらく前、近くの山にある遺い跡せきから、工芸品などをいろいろと見つけ出したのですが、それらが最近、盗ぬすまれてしまったのです。


　……実は犯人の見けん当とうはついているのですが、なにしろ証しよう拠こがない。


　それに、わたしとしては、あまりことを大きくしたくないのです。


　なぜならば──その犯人と思われる男もまた、わたしと同じく、魔道士協会の副評議長だからなのです」


「……なるほろ……」


　じゅるるぃこくんっ、と、あたしは生つばを飲のみくだす。


「事件のあらましは、おおよそそういったことなのですが……もしお引き受けくださるなら、食事のあとで、もう少し詳くわしい話をいたしますが……」


「もちろんお引き受けしますっ！」


　迷まようことなく答えるあたしに、にっこりほほえむクルーレ老。


「おぉ。それはありがたい。では──たいしたものもありませんが、どうぞお召し上がりください」


「いっただっきまぁぁすっ！」


　かくて。


　あたしは、正義と名めい誉よと若じやつ干かんの食欲のために、今回のしごとを引き受けたのだった。





「なるほど。ことのあらましは大だい体たいわかりました」


　食後のホット・ミルクをちびりちびりとやりながら、あたしは言う。


　食事をしながら、クルーレ老は『くわしい話』をしてくれたのだが、はっきし言って、食前に聞いたおーざっぱな話とたいしてかわるもんではない。


　話はそれるがいちおー解かい説せつしておくと、おーむね全国共きよう通つうで、発はつ掘くつしたものはすべて、発掘者の所有財産となる。


　発掘品、と言えば聞こえはいいが、早い話が『おたから』である。別に高価な材料でできていなくても、美術的、あるいは研けん究きゆうの対たい象しようとしての値うちはかなり高い。


　そーいったものを、出で所どころを問わず欲しがるマニアとゆーのは、いつ、どこにでもいるもんである。


　なんでも以い前ぜん、エルメキアかどこかで、文化財保ほ護ごのためにと、『発掘品はすべて国におさめること』などとゆー法律をつくったところ、いきなり盗とう掘くつが連打して、あわててその法律を撤てつ廃ぱいした、などとゆーこともあったらしい。


　人間しょせん、何はなくとも物ぶつ欲よくである。


　クルーレ老も、助手の数人に手つだわせ、ある発掘現場から、かなりの数の工芸品を発見したのだが……


　よせばいーのに、それを他人に見せびらかしてしまったのである。


　すなわち、もう一人の副評議長、バイセンに。


「……けど、それだけでバイセン副評議長が犯人だと断だん定ていする、ってぇのは、あんまり根こん拠きよないんじゃありません？


　発掘を手つだった助手さんから噂うわさが流れて、それを聞きつけた誰だれかがやった、なんて可か能のう性せいもあると思うんですけど……」


「いえ、バイセン副評議長にまちがいはありません。あれはそういう人間です。彼ならやる。わたしはそう信じています」


　……変な信用のしかたをするひとである。


「……じゃあなんだって、そんなひとに発掘品見せたりしたんですか？」


「むろん、自じ慢まんしてうらやましがらせたかったからですよ」


　表情ひとつ変えることなく、淡たん々たんとした口調で答えるクルーレさん。


　……ま、確かによくいるけど……自分の持ち物をやたらと見せびらかしたがる奴やつ……


　しかしこのひと、ことばづかいはともかく、性格はなかなかのものらしい。


「……と……ところで、失しつ礼れいとは思いますけど、いちおー確かく認にんさせてもらいます。


　その、盗まれた発掘品が、ほんとうにもともとあなたのものだった、という証しよう拠こみたいなもの、あります？」


「ほう、するとわたしが噓うそをついているとでも……」


「いえいえいえっ！　そーじゃなくてっ！」


　静しずかな口調のその中に、みょーにアブナいものを感じ取り、あわててぶんぶか手を振るあたし。


　……けっこーブキミなタイプである。いつか絶ぜつ対たい陰いん謀ぼう騒さわぎ起こすぞ。このじーさん。


「実は、前に手がけた事件で、やはり『盗まれたものを取り返してくれ』と言われ、よく調べてみればなんのことはない。依い頼らいした方こそが、あたしをだまして相手から盗みをするつもりだった、なんてことがありましたから……」


「──なるほど。そういうことでしたか。


　しかし証拠といっても、もともと発掘したものですし──あ。いや。


　確か、発掘品の中に、銀ぎん細ざい工くの呪符タリスマンがありましてな。汚れを洗せん浄じようさせるのに宝ほう石せきをはずし、そのまま盗まれたんですが、宝石のほうはこちらの手元にあります。


　それがぴったりとはまる呪符タリスマンがあれば、それこそ本来わたしのものだという証拠になりますな」


　なるほど。そーいうことならばまず、信用していいだろう。


　あたしはこっくりとうなずいた。


「わかりました。じゃあ、盗まれた時の状じよう況きようを聞かせてもらえます？」


「ええ。それでは助手もまじえて、くわしい話をすることにしましょう」





「すみませぇぇぇんっ！　みぃぃんなあたしがわるいんですぅぅぅっ！」


　事情の説明をしてほしい、と聞くなりいきなりあやまりはじめたのは、ほかでもない、クルーレさんの助手である。


　としのころなら二は十た歳ち前後。ショート・カットの美人だが……


「──これこれ。キャロラインくん」


　クルーレさんの呼びかけにもこたえず、ひたすら叫さけびつづける彼女。


「ああああああっ！　きっとこれであたしもクビだわっ！　くぅぅびぃぃよぉぉぉっ！


　魔道士協会からもほうり出されて、不ふ出で来きな娘と実家からは見捨てられてっ！　路ろ頭とうに迷まよったあげくの果てに、ひとりさみしく死んでいくのよっ！　そぉよっ死ぃぃぬぅぅのぉぉよぉぉっ！　いやぁぁぁっ！　死にたくないぃぃぃっ！」
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　……ねーちゃんねーちゃん……


「……何なんです……？　これ……」


　ぼーぜんとした口調で尋たずねるあたし。


「いやいや、なかなか有ゆう能のうな助手なんですが……ほんの少々そそっかしい上に心しん配ぱい症しようなところがありましてな。


　あー、これこれ、キャロラインくん」


「いやぉぇぇぇぇぇっ！」


「キャロラインくん」


「のべろへぇぇぇっ！」





　ごめすっ！





　表情ひとつ変えることなく、いきなり問答無用でクルーレさんの放はなったケリは、彼女のこめかみにまともにめり込む！


「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」


「……やあ、やっと落ち着いたようだね」


　苦く痛つうにのたうちまわる彼女に、やはり温おん和わな笑みを浮かべたままで、ことばをかけるクルーレさん。


　……なかなかコワいじーさんである……


「ところでキャロラインくん、抹まつ殺さつしたりせんから、少々話を聞かせてくれんかな？」


「……と……とか言って希望を持たせておいてから、あとで抹殺したりしません？」


　なんとか立ち直ったらしく、頭をふりふり尋ねる彼女。


「しないからしないから。


　現にいままでもわたしは、きみが黄おう金ごん像ぞうを落としてひん曲げた時も、白金の王おう冠かん踏ふみつぶした時も、動かなくなるまで殴なぐる蹴けるしただけでかんべんしたじゃろ？」


　……じゅーぶんやりすぎだってば……


　何はともあれ、彼女がおそるおそる、ぽつりぽつりと語ったところによれば──


　その日、宝石を取り外した呪符タリスマンや、その他もろもろをクルーレ老から渡され、裏うら庭にわの作さ業ぎよう小ご屋やで洗浄を終えたのが夕方。


　外で夕食をとり終えて、小屋に鍵かぎをかけ忘れたことを思い出し、戻ってみれば──


　発掘品が、ごっそり盗み取られていた、というのだ。


　──ここのくだりで、クルーレさんの右フックが、またもや何の前ぶれもなしにキャロルに炸さく裂れつするのだが、それはまあ余よ談だんである。


「ふぅん……ほかに何か、手がかりになるようなこととか、気づいたこととかは？」


「……ありません……けど……


　──リナさんっ！　このしごと、あたしにもお手て伝つだいさせてくださいっ！」


　ぐぐぐっ、と、にぎりこぶしを胸むな元もとで固め、思いつめた瞳ひとみで申もうし出るキャロル。


「しかしキャロラインくん、これは……」


「危き険けんだってことはわかってます。けど、どれが盗とう品ひんなのか。なんてこと、実じつ物ぶつを知ってる人間がいっしょにいないとわかりませんし、それに何より、もともとあたしの管かん理りが悪かったのが原げん因いんですっ！　もしもこのままなんにもしないで、結局発掘品はとり返せない、なんていうことになったらっ！　あたしはっ！　あたしは一体どぉやって責せき任にんとればいいものやらぁぁっ！」


　……クルーレさんにしばき殺されるのがいやなのだろう……たぶん、本当のところは。


「──ふむ、キャロラインくん、きみの気持はよくわかったよ。


　──どうだろうか、リナさん、この仕事、彼女にも手つだわせてやってくれんかね？」


「そ、そぉですねっ！　そーしていただけるとたすかりますよねっ！　はははっ！」


　ひきつった笑みを浮かべて答えるあたし。


　むろんはっきし言って、足あし手でまとい以外の何でもないのだが、彼女の心情とクルーレさんの性格を考えると、むげに断ことわるわけにもいかない。


　かくて。


　あたしとキャロルの、財宝奪だつ還かんにわかコンビがここに結成されたのだった。





「ここです。ここがバイセン副評議長の家です」


　声をひそめて言うキャロル。


　町から外はずれたガケの上。壁にびっしりツタ這はわせ、満月バックに佇たたずむ洋館。むろんコウモリも飛んでいる。


　こここそが、かのバイセン副評議長の自宅なのだった。


「……でも……これって、ロコツに怪あやしくない……？」


「なんでも、研究者の住まいはこーでなくっちゃ、とかいう信念のもとに設計されたとか何とか……」


「それって単に、『怪しいシュミ』とかって言わない？」


「面とむかって言ったひとはいないと思うけど」


　……なるほど。


　時じ刻こくはすでに真夜中すぎ。洋館の窓から、すでに明あかりは消えている。


「──それじゃあ行くわよ。キャロル。言うまでもないとは思うけど、なるべく気け配はいを殺して、大きな音を立てないようにね」


「ええ。わかってます。もしも見つかったりしようものなら、問答無用でどろぼう扱あつかい、果ては監かん獄ごく送りで、社会から完全に見み捨すてられ、さみしい一生を送る……これならばまだいい方で、見つかったそのとたんに、問答無用で手て討うち、なんてこともっ！　いぃぃやぁぁぁっ！　死にたくないぃぃぃっ！」


　……なかなかやかましい奴である。


「炸弾陣デイル・ブランド」





　ぼごべぇぇぇぇん！





「……もーちょっと静かにしてないと、しまいに怒おこるわよ。あたしは」


　あたしの術の直ちよく撃げきに、びくびくしている彼女に向かってあたしは言った。


「……おっ……怒るって……今、きっちり怒ったじゃないですかっ！」


　なぜか抗こう議ぎの声を上げるキャロル。


「怒ってないわよ。単に攻こう撃げき呪じゆ文もんぶちかまして黙だまらせただけで」


「じ……じゃあリナさんはっ……怒るより先に、ひとに攻撃呪文かけるんですかっ!?」


「こーやると、ストレスたまんなくていいのよ」


　あたしのことばに、ようやく口をつぐむ彼女。


　どーやら納なつ得とくしてくれたよーである。


「とにかくまずは、どこかこっそり侵しん入にゆうできそうなところを探さがすのよっ！」


「こっそり侵入できそうな所って……ふつーの家にはありませんよ。そんなところ」


「えぇいっ！　ごちゃごちゃ言わないのっ！


　なくてもやるっきゃないんでしょ!?」


「……そりゃあそーですけど……」


「なら文もん句く言わないの。さ。行くわよ」


　言ってあたしは館やかたに向かう。


　とりあえず浮遊レビテーシヨンの術を使い、キャロルをかかえて塀へいを越え、庭に番犬や見はりのないことを確かめてから、植うえ木きの陰かげに着地する。


　ま近で見ても、屋や敷しきには何の気配もない。


「……ところでキャロル、バイセン副評議長ってひとり暮ぐらしなの？」


「家族はいないそうです。家か政せい婦ふさんや助手はいますけど、住みこみじゃあないそうですから」


　あたしの問いに答える彼女。


　……ふぅむ……


「もしそうならば、今ここにいるのはバイセン副評議長ひとり、ってことね。


　……なんにしても、それなりの警けい備びシステムはあると思うけど……


　ところで、副評議長の部へ屋やってどこか知らない？」


　あたしは尋ねた。


　もしドロボーの犯人が、ほんとうにバイセン副評議長ならば、盗んだものを家政婦や助手の目につくようなところに置きはしないだろうし、となればいちばん怪しいのが自室、ということになる。


「さぁ……クルーレさまの使いで、ここに来たことは何度かあるけど、客きやく間ままで通されただけですし……」


　結局のところ、地じ道みちに探してまわるしかないか……


　あたしは足音を殺し、家の方へと近づいていく。


　天窓か、大きなエントツでもあれば、浮遊レビテーシヨンを使ってそこから侵入できるのだが、そういったたぐいのものはなさそうである。


　窓のひとつに近づくと、そこから中の気配をうかがう。
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　──とりあえず、何の気配もないようだけど……


「──リナさんリナさん」


「しずかに」


「……でも、こっちの窓あいてるよ」


「罠わなよ」


　彼女の方をふりむきもせずに答えるあたし。


「けど、入っても平気よ」


　……あ。ほんとだ。


　……しかし……ためらわず入るか？　ふつー。


　何はともあれ、入っちゃったものはしかたない。あたしも続いて窓を乗り越える。


　ひたすら闇やみの奥へと伸びる一本の廊ろう下か。ちょうど館の影になり、月の光すらさし込まない。『明りライテイング』を使うわけにもいかず、頼たよりはかすかな星明りのみ。


「──こっちが玄げん関かんだと思うから……たぶんあっちね」


　キャロルの指し示じするがまま、足音を殺し、彼女のあとをついてゆく。


　やがてふたりがたどり着いたのは、一枚の扉とびらの前だった。


「ここよ」


　いきなり断だん定てい的てきな口調で、迷うことなく扉をひらき、ずんずこ中に入っていく彼女。


　しかたなく、あたしも扉をくぐり──


　その瞬しゆん間かん。


「明りライテイングよ！」


　男の声が響ひびきわたり、魔力の明りが室内をしらじらと照らし出す。


「なっ!?」


「──ようこそ。泥どろ棒ぼう諸しよ君くん」


　ロビーのようなその部屋で、あたしたちを待ちかまえていたのは、魔道士姿の老人ひとりと、そして──


　十人近い、完全武ぶ装そうの、この町の警けい備び兵へいたちだった。





「たすけてくださいっ！」


　声を上げ、魔道士のもとにかけ寄よるキャロル。


「あたしはいやだって言ったのにっ！　この人とクルーレさんに脅おどされて、むりやりこんなことさせられたんですっ！」


「ちょっ！　ちょっとちょっとっ！」


　いきなり彼女の発言に、思わず声を上げるあたし。


「うぬぅっ！　バイセン殿どの、たしかにあなたのおっしゃった通りっ！」


　なんだかさっぱりわからないうちに、勝かつ手てに納得する警備隊長。


　ひとつわかったことと言えば、目の前にいる老魔道士が、この館の主あるじ、バイセンだというくらいのことくらい。


　魔道士よりも、悪あく徳とく商人の役の方がよく似合うだろう。頭の禿はげかけた小男である。


「女だてらに強盗のまねごとたぁ感心しねぇな。さあ、おとなしくするんだなっ！」


　言いながら、警備兵たちはあたしをとり囲かこみ、四方から剣を突きつける。


　攻撃呪文で一いつ掃そうして脱だつ出しゆつ、というテも使えるが、ンなことすれば、まちがいなしにお尋ねもんである。


「どういうことよっ!?　キャロルっ！」


　にらみつけるあたしの視し線せんをものともせず、高笑いを上げる彼女。


「あはははははははっ！　まんまとかかったわね、リナさん！


　まずはあたしがクルーレの発掘品を盗み出し、それをバイセンさんに届とどける！」


「おいっ！　キャロルっ！」


　横から声をかけるバイセン。


「心配いりませんわ。バイセンさん。このひとがたとえほんとのことを知り、それを誰かに言ったところで、しょせんは罪人のたわごと……


　リナさん、あなたがクルーレに頼まれて、盗まれたものをとり戻すのに、ここに現われたところを、町の警備兵たちと待まち伏ぶせしてとり押さえる！


　あたしはいっしょについて行き、クルーレにおどされたと証しよう言げんする。


　ふふ、これでクルーレは立りつ派ぱな窃せつ盗とう犯はん。


　となればバイセンさまこそが、次の魔道士協会評議長、という寸すん法ぽうよっ！」


「なっ！　なるほどっ！……とすると、その警備兵たちも……」


「ふふん。もちろん。みんなすでにバイセンさんが抱だきこんでるわっ！　そうでしょ？　バイセンさん」


　同どう意いを求めるキャロルに、老人は、ゆっくり首を横に振る。


「……[image: ]っ……？」


　思わず硬こう直ちよくする彼女。


「……なかなか面おも白しろい話ですなぁ、お嬢じようさん。もうすこし詳くわしく話していただけますかな？」


　皮ひ肉にくな笑みを浮かべつつ、彼女の方にずずいっ、と、一歩詰め寄る隊長さん。


　警備兵たちの剣の切っ先はすでに、あたしではなく、バイセンとキャロルの方を向いている。


「ああああああっ！　しまったぁぁぁぁぁっ！　もぉぉおしまいよぉぉっ！　きっと死し刑けいよぉっ！　死刑だわぁぁぁぁっ！」


　いきなりとり乱して騒さわぎはじめたキャロルに、警備兵たちの視線が集中したその瞬間！


「翔封界レイ・ウイング！」


　やおら高速飛行の術をとなえるバイセン！


「なにっ!?」


「しまった！　逃がすなっ！」


　警備兵たちが騒ぎはじめるがもう遅い。





　がぢゃぁんっ！





　バイセンは、明かり取りの窓をつき破り、そのまま夜の空に消える。


　あたしも同じ術を使えるが、今から呪文をとなえていては、追つい跡せきは不可能である。


　かくて。


　副評議長は、あたしたちの前からまんまと姿をくらましたのだった。





「……何しに来たのよ……」


　警備兵詰つめ所しよのオリの中。キャロルはとことん不きげんな顔であたしを出で迎むかえた。


「んっふっふっふっ。元気でやってる？」


「……元気も何もっ！　これであたしは社会から抹殺されたのよっ！　あああっ！　きっと死刑よっ！　しぃぃけぇぇぇょぉぉぉっ！」


　……あいかわらずやかましい奴である。


「けどあんた、なんでクルーレさん裏うら切ぎって、バイセンなんかについたわけ？　やっぱしパターン通り、お金で買ばい収しゆうされたとか？」


「……それもあるけど……あたしがなんで裏切ったか、なんて、クルーレ見ればわかるでしょ!?」


　……なるほど……


　確かに、まちがっても、あんなのの下で働きたいとは思わない。


「まあ、何はともあれ、今のままならあなたはいずれ監かん獄ごく送り。ほかの囚人からはいびり倒されるわ看かん守しゆたちからは迫はく害がいされるわ、ようやく出所したところで、誰もやとってなんてくれないわ……」


「いゃぁぁぁぁ！　死にたくないぃぃぃぃっ！」


　またもや頭を抱かかえる彼女に、すかさずことばを重かさねるあたし。


「けれど──よ。あなたしだいで、なんとかしてあげられるかもしんないわ」


「──どういうこと？」


　はっ、と顔を上げる彼女。


「バイセンはまだ見つかっていないし、クルーレさんのところから、あなたが盗み出した品物も、あの家からは見つからなかった？


　──心あたり、あるんじゃない？」


「──それは──」


　視線をそらし、言いよどむ。


　どーやら図ず星ぼしのようである。


「いい、キャロル。よーっく聞きなさい。


　たしかにあなたは、バイセンの計画の手助けをしてたわけだけど、クルーレさんを裏切ったのにもそれ相そう応おうの理由があるわけだし、別にあなたが全面的に悪い、ってわけでもないのよ」
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「……へ……？」


　意外な顔をする彼女に、あたしはこっそりと耳打ちをする。


「……もしもあなたがあたしに協力してくれて、盗まれたものを取り戻し、バイセンを捕つかまえることもできたなら、すくなくとも罪は軽くなるわ。──話の持っていきかた次し第だいで、厳げん重じゆう注意くらいで、実刑なしですむかもしんないし。


　──もしも協力してくれたら、あたしから、クルーレさんや警備隊長さんにも、そーいうことで、なんとか話をつけたげるわ」


「ほんとに!?」


「もちろん。


　──どう？　協力してくれる？」


　あたしのことばに、彼女はしばし考えてから、


「近くの山に、バイセンさんの秘ひ密みつの研究所があるの。


　──案内するわ」





「……へぇぇ。こんな所にねぇ……」


　しげみの陰に身をひそめ、小さな声でつぶやくあたし。


　町の近くのとある山。とうとうと流れ落ちる滝たきのむこうがわに、秘密の研究所への入り口があるというから大笑い。


　自宅のデザインと考えあわせると、なかなかどうしてバイセン副評議長、根こん性じよう入ったシュミをしている。


「……けどリナさん、研究所からこっちが見えるわけもないのに、なんだってこんなところでこそこそしなきゃいけないの？」


「決まってるでしょ。雰ふん囲い気きづくり、とゆー奴よ」


　あたしの答えに、なぜかヤな顔するキャロル。


「……とっとと突入しない……？」


「──とその前に。あの研究所に、抜け道みたいなものってあるの？」


「知らないわよ。あたしも一度来ただけだし」


「……まさかこの期ごにおよんでうそついてんじゃないでしょーね」


「バイセンさんにカタ入れして、人生棒に振る気はないわ」


　なるほど。今度はほんとのようである。


「とにかく、そうとわかればさっそく突入しましょ！」


「……何が一体さっそくなのよ……」


　彼女のツッコミを、もちろんあたしはまるっきり無視し、突入作戦を敢かん行こうしたのだった。





　洞どう窟くつのなかは薄暗く、やたらとじめついていた。


　あたりがぼんやり見える程てい度どにはヒカリゴケも生はえており、通路もただの一本道。歩くにはなんの不自由もないが。


　どれくらい進んだろうか──入り口の明りはとうに見えなくなっている。


『よく来たな。諸君』


　声はとーとつに、洞窟じゅうに響き渡る。


　声がこもっていないところからして、魔道を使ってここまで声を届けているのだろう。


　言い回しが、館での時といっしょだが、芸がないのと様よう式しき美びとの区く別べつがつかない人間に、ンなこと言ってもムダである。


「その声は──バイセンね！……よくあたしたちが来たのがわかったわね」


　若じやつ干かんのタイム・ラグを置いてから、声はあたしのことばにこたえる。


『……監かん視しの目はあちこちに置いておるからな。それにいずれ、そこのキャロルがわしを裏切るだろうとは思っておったわ』


「ひどいっ！　それじゃああたしを信用していなかったのね!?」


　抗こう議ぎの声を上げるキャロル。


　……こいつ……きっちり裏切っといて、何を言うとるんだ……


『ふん。ともあれ、きみたちには悪いが、そこでおとなしく死んでもらうよ』


　声がそう言い終わるや否いなや──





　ズゴゥンッ！





　すさまじい音が洞どう窟くつの空気をふるわせた。





「──やれやれ……なかなか陳ちん腐ぷなテを使ってくれるわね」


　どぼでぼごでごでご


「おひぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」


「けど問題は、どの術を使うか、よね。あんまし派は手でなの使うと、ここまで崩くずれちゃうし……」


　でぼどぼどぼどでぼど


「のへぇぇぇぇぇぇっ！」


「ちょっとキャロル！　しずかにしてよっ！　ちっとも考えまとまんないじゃないっ！」


「なに落ち着いてるのよっ！　もう水がむこうずねまで来てるのよっ！　あああっ！　死ぬぅぅっ！　死んじゃうぅぅぅぅっ！」


　そう。


　洞窟の前後が大きく崩れ落ち、通路が塞ふさがれるやいなや、頭の上から大量の水が流れ落ちて来たのだ。


　……まあ、術を使えば脱だつ出しゆつの方法なんぞ、いくらだってあるのだが、ここはまあ、いちばんオーソドックスなテを使うか……


　あたしは、進行方向を塞ふさいでいる土ど砂しやに右手を押しつける。


「地精道ベフイス・ブリング！」


　早い話がトンネル掘りの術である。土砂にぽっかりと、人ひとりが通れるほどの穴があき、洞窟のさらに奥へと──


　……あれ……？


「どーしたの？　リナさん」


　近寄るキャロルに、地精道ベフイス・ブリングで開けた穴の奥を、あたしは黙って指さしてみせる。


　なにやら紋もん章しようのようなものを刻きざみ込んだ、銀色の、扉のようなものがその奥に見えている。


「……なっ……何なのよっ！　あれはっ!?」


『ふふ、これこそは魔ま封ふうじの扉よ』


　ふたたびどこからともなくわいてくるバイセンの声。


「魔封じの扉!?」


　オウム返しに問うあたし。


『その通り。今は亡なきわしの父が、エルフの隠かくれ里ざとより持ち帰った材料と技術でつくりあげたしろものだ。地精道ベフイス・ブリングや振動弾ダム・ブラス程度では、カスリ傷ひとつつけることは不可能！──むろん、強力な攻撃呪文でならば打ち破ることも可能だが、そこでそんなものを使えば生埋めだ。


　──さあ、どうするかね？』


　嘲ちよう笑しようをふくんだバイセンのことばに、あたしも嘲笑でこたえる。


「ふっ──こうするのよ。地精道ベフイス・ブリング！」


　あたしはふたたび穴掘りの術を、横の壁に向かってかける。


　扉がジャマなら、扉のないところを迂う回かいして掘り進めばいいだけのことである。


　が──


「なっ……!?」


　思わずあたしは声を上げる。


　たった今、術で掘ほった穴の奥に、またもや現われたのだ。銀色の壁が。


『──そうそう、言い忘れていたな。そこの区く画かくは、天てん井じようや床、壁の奥にも、同じ素材が埋め込まれているからな。まあ、ムダな努力はせんことだな。ふははははははは！』


　四方を魔封じの壁に塞ふさがれ、ぼーぜんと立ち尽つくすあたし。


　水ははや、ひざのあたりまで来ている。


　万ばん事じ休きゆうすか!?


　いやしかし、だめでもともと、とりあえず、振動弾ダム・ブラスか何かを試ためしてみて、それがだめなら氷と炎の術の二連打で、温度差による熱ねつ膨ぼう張ちようとかためしてみて……


「リナさんリナさん」


「……ちょっとキャロル、しずかにしてってば。その壁どーやって壊こわすか、今、必ひつ死しで考えてんだから……」


「でも……この壁、ちょっと押したらへこんじゃうよ」


　……をや……


　一瞬、洞窟の中に、水の流れ落ちる音だけが響く。


『しまったぁぁぁぁっ！　気づかれたぁぁぁぁぁっ！』


　絶ぜつ叫きようしたのはバイセンである。


　どーやら耐魔法強度はともかく、物理的にはとことん軟なん弱じやくなシロモノらしい。


　なるほど。だからあたりを直接その金属で囲むのではなく、わざわざ岩の中に埋め込んだ、というわけか。


　何はともあれ、そうとわかれば話は早い。さっそく手近な石を拾ひろい上げ、行く手をふさぐ扉をぶち壊しにかかったのだ。





「おのれぇぇぃっ！　とうとうここまで来よったか！　しかしそれもここまで！　この研究所がきさまたちの墓はか場ばと知れぃっ！」


　やがて洞窟の最深部。


　巨きよ大だいと言っていいほどの部屋に、これまたやたらと大きな棚たなが、所狭せましと並んでいる。棚の上にはさまざまな研究機材やらあやしげな道具、書物がこれまたうず高く積み上げられていたりする。


「さあっ！　来るがいいっ！　返り討ちにしてくれるわっ！」


　さっきから、大きな口を叩たたいているのは、言うまでもなくバイセン副評議長。


「……で？　何やってんの？」


　さめた口調で尋ねるあたしに、一瞬口ごもるバイセン。


「……そっ……そんなこと見ればわかるじゃろっ！」


　あたしは部屋の奥にいる、老魔道士をジト目でにらみつけながら、


「……逃げるのに荷物をまとめよーとして、崩れた資材に埋まってるよーに見えるけど……」


「ふっ！　敵てきながらよくぞ見抜いた！」


　本だのなんだかよくわからん機材だのの山から、かろうじて頭だけをつき出したまま、大おお見み栄えを切る老魔道士。


「わしを倒したくば、とりあえずここまで来てわしを掘り起こすことだなっ！　そうすれば、正せい々せい堂どう々どうと勝負してやってもよいぞっ！」


　正しよう直じきに、『助けてくれ』となぜ言えん？


　ともあれたわごとは無視して……


「えい。」


　あたしは手近な棚のひとつに、むぞうさにカルくケリを入れる。





　だがしゃぁぁん！





「ねげおわぁぁぁぁ……」


　どとーのごとく崩れ落ちまくる機材や何やの大音おん響きようの中に、老魔道士の悲鳴はかき消えたのだった。





「やー。終わってみればあっけなかったわねー」


　ここは警備兵たちの詰め所前。


　失神したままのバイセンじーさんを、牢ろうにぶち込んだあとのこと。


　キャロルはそう言うと、晴れやかな表情で、あたしに握あく手しゆを求めてきた。


「これであたしの罪もずっと軽くなるはず。


　これもみんなあなたのおかげよ。ありがとう、リナさん」


「──ああ、そのことね」


　あたしもにこやかな笑みを浮かべ、彼女の手をかたく握り返し、反対の手で、ぽんっとキャロルの肩をたたき、


「あの話ね、やっぱ、ダメだったわ」


「……へ……？」


　ひききっ、と、顔をひきつらせた彼女を、後ろから、警備兵ふたりが、がしぃっ、とはがい締じめにする。


「いやぁ。クルーレさんはあのとーりの性格だし、よく調べてみたら、この国の法律じゃあ、そーゆーので罪の軽けい減げんってぇのはされないのよ」


「……あの……でも……」


「──あ。でも心配しないで。バイセン逮たい捕ほに協力した、ってぇことで、賞金に、銀貨が五枚ももらえるらしいわよ。よかったわねぇ！　キャロル！　くくぅっ！　お客さんらっきぃ！


　じゃ、ま、そーいうことで。元気でおつとめしなさいよ」


　一方的に言い捨てて、あたしはくるりと背中をむける。


　──かくて。


　悪はおーむね滅ほろびた。


「うそつきぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　なごりを惜おしむキャロルの声を背に聞きながら、あたしは警備兵の詰め所をあとにしたのだった。
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　めでたしめでたし。







（財宝奪回大作戦：おわり）










お子様クエスト










「えぇいっ！　おとなしくしないかっ！」


「いやよっ！　放してっ！　放してったらっ！」


　あたしとナーガがその騒さわぎに出っくわしたのは、ベレールの村に着いたばかりのことだった。


　なにげなく、さわぎの起きている方に視線を投げかけ──


　思わずあたしは硬直した。


　四人の傭よう兵へいふうの男たちが、ひとりの女の子のえり首をひっ捕つかまえている。


　としのころならまだ五、六歳。金髪ブロンドに透すけるような白い肌はだ。


　ピンクの服と、まぶかにかぶった赤い帽ぼう子しが目に鮮あざやか。


　思わずほおずりしたくなるほどの、めちゃくちゃかわいい女の子だが……


「……いきなり大当たりね……」


　あたしのとなりでつぶやくナーガ。


「ともあれっ！　話が早くて助かるわっ！」


　言うなりあたしは駆かけ出していた。





「あのー、もしもし旅のかた」


　間ま延のびしまくった声にふり向き、あたしとナーガは思わず絶ぜつ句くしていた。


　そこに静かに佇たたずんでいたのは、ひとりの、かけねなしの美人。


　としのころは二十代後半。腰こしまで届とどくブロンドのストレート・ヘア。体つきはややきゃしゃにできてはいるが、出るべきところはちゃんと出ている。うらやましいことに。


　惜おしむらくは、頭をほとんど覆おおいつくすかのようなターバンと、ゆったりとした服があんまし似合ってない。


　…………


　しばし──もとい、かなりの沈ちん黙もくが流れる。


　それ以上、彼女の方からは、なにも言い出そうとはしない。


「……あのー……何のご用でしょう？」


　このままたがいに絶ぜつ句くしあっていても意味はない。あたしはとりあえず声をかける。


「……ああ……そうでした……いやだわ私ったら……最近とくに物忘れがひどくなりましてねぇ……ついこの間、近くの森に薪たきぎを拾いに行った時も……」


　……ねーちゃんねーちゃん……


　よくいるけど……ほうっといたらいくらでも、話があさっての方にそれていく人間。


　むろんこんな会話にまともにつき合おうもんなら、いつまでたっても話は終わらない。


「あー、たきぎ拾いの話はまたの機会にして、ご用件は？」


「あー、そうでしたわね……いやだわ私ったら……いつも話が横にそれてしまいますの……この前もある方と話をしておりました時に……」


　……こいつ……わざとやってるんじゃないだろーな……？


「ふっ。なるほど読めたわよっ！」


　やおらナーガはそう言うと、彼女をびしぃっ！　と指さした。


「さてはあなた、わたしたちに世間話の相手になってほしいのねっ！」


「いえいえ、そーじゃありません。……実は娘が、行方ゆくえ不ふ明めいになっちゃったんです」


　やたらのん気な口く調ちようで言うと、ぱたりぱたりと手を振ってみせる。


　待て。


　かなりおーごとだぞ。それは。


「……とっ……とにかく立ち話もなんですから、くわしい話は食事でもしながらにしましょう」


「……そーですねー。そうしましょう」


　彼女はこっくりとうなずいたのだった。





「──で、お名前は？」


　町の片かた隅すみの小さなメシ屋。


　とりあえず三人が、お昼の定食セットＡをたいらげた時点で、あたしは彼女に尋たずねる。


「……あら、そう言えば自じ己こ紹しよう介かいがまだでしたわね……私、シャーリーンと申します」


「あたしはリナ」


「ふっ。そしてわたしこそ、このリナ＝インバースの生しよう涯がい最強にして最大の──」


「金魚のうんちのナーガです」


「……ずばっと言わないでくれる……？」


　耳もとでぽそりとささやくナーガ。


　……どーやら当人も、気にはしているようである。


「……よろしくおねがいします……ところで……お食事はまだなんでしょうかねぇ……」


　……まだ食うのか？　このひとは。


　まるであたしやナーガ並みである。


「──おばちゃーん。ランチセットＢみっつ追加ね」


「ふっ。それとブランデーもお願い。ジョッキ大盛りでね」


　二人は追加の注文をすませると、ふたたびシャーリーンさんに注目する。


「……それで？　娘さんは？」


「……娘……？」


　彼女はこくんっ、と小首をかしげると、そのまましばし沈ちん黙もくし──


「……どうして娘のことをご存知なんです……？」


「あのねぇっ！　あなたが言ったんでしょうがっ！」


「……そーでしたか……？」


　思わず声を上げるあたしに、やはりのほほーんと答える彼女。


　……できれば、あんまし間ま延のびしたボケはやらんでほしいもんである。相手をしてるとやたら疲つかれるぞ……


　むろん、これが彼女の『地じ』だという可能性もあるのだが……


「……ええっと……しばらく前のことなんですけれど、実は娘のモリーンが姿を消してしまいまして……」


「──その時の様よう子す、もう少し詳くわしく話していただけます？」


　あたしの問いに、彼女はふたたびこくんっ、と小首をかしげ、


「……さあ……そういうむずかしいことを聞かれても……」


「何が一体むずかしいのよ？」


「……ふと気がつくといなくなってたんですよね……」


　無責任極きわまることを言いながら、ふところから、何やら絵の描かれた一枚の紙を取り出し、ひろげる。


「娘のモリーンです」


「……へぇ……」


　思わずあたしは小さく声を上げていた。


　としのころなら五、六歳の、むちゃくちゃかわいい女の子。多少美化はしてあるのだろうが、その分をさし引いてさえ、かなりのもんである。


　……誘ゆう拐かいかな……こりゃ……？


「……ふっ……そういうことなら見過ごすわけにはいかないわね、リナ」


　ナーガの意見に、今回ばかりはあたしも賛成だった。





　これが、つい昨日きのうのことである。


　シャーリーンさんの、『なんとなく、クルトーザの町の方にいるような気がします』などとゆー、やたらたよりない手がかりだけをもとに、とりあえず、そちらの方へと向かったのだが……


　まさかいきなりとなりの村で、モリーンがとっ捕つかまってるシーンに出っくわすとは……


「インバァァァス・クラァァァッシュ！」


　問もん答どう無む用ようであたしの放ったとび蹴げりが、モリーンを捕まえていた男の顔面に直ちよく撃げきする。


「げびょっ!?」


　たまらずぶち倒れる男。


　すかさずナーガはモリーンの体をかかえ上げ、ぶぁさぁっ！　と大きくマントをひるがえし、


「ほーっほっほっほっほっほ！　このお嬢じようちゃんの身み柄がらはこのわたし、白蛇サーペントのナーガが確かに預あずかったわっ！」


　まるっきし悪役のセリフを吐はく彼女。


「何よっ!?　何なのよっ!?」


　さすがに全まつたく事態が理解できないらしく、ナーガの腕の中でじたばたもがきまくるモリーン。


　シャーリーンさんに見せられた似に顔がお絵え通り──いや、それ以上にかわいかったりする。


「きさまらっ！　どういうつもりだっ!?」


　男のひとりが声を上げる。


　相手の数は四人。そのうち、たった今蹴け倒たおしたひとりは魔ま道どう士しらしい。


　どうやら見たところ全員、かなりの使い手のようだが……


「どーゆーつもりもこーゆーつもりもないわっ！」


　あたしは男たちに向かって言い放つ。


「この娘こはあなたたちには渡さないっ！」


　あたしが言い終えるか言い終えないかのそのうちに──


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　魔道士が、ナーガに向かって術じゆつを放つ！


　しかしこんなもん、よければそれだけのこと。


　が──


　ばむっ！


　ナーガに向かう烈閃槍エルメキア・ランスは、途と中ちゆうでいきなりはじけると、五、六本の小さな光の矢となって彼女を襲おそう！


「ひわわわわわわわっ!?」


　ほとんど転ころがりながらも、なんとかこれをよけるナーガ。


　拍ひよう子しに、モリーンの帽ぼう子しがぽてんっ、と落ちて──


　帽子の下から現われたのは、さらりとした髪かみと長い耳。


　──エルフ族!?


　人間よりはるかに大きな魔力容量キヤパシテイと長い寿じゆ命みようとを持つ種族なのだが、昔むかしいろいろとあったため、今ではその数もめっきり少なくなっており、ふつーは人間の社会から離れてひっそりと暮しているのだが……


　やはり今でも人間の中には、その美しさや長ちよう寿じゆの秘密欲しさに、エルフたちを誘ゆう拐かいし、人じん身しん売ばい買ばいしている組織などもある。


「ちょっとぉっ！　一体わたしをどーするつもりよぉっ!?」


　モリーンがナーガの腕うでのなかで叫さけぶ。


　その瞬しゆん間かん、あたしは、モリーンが狙ねらわれているわけがわかったような気がした。


　──そうか！　さてはこの男たち──


「あなたをさらって、実じつ験けん用か愛あい玩がん用に、どっかの金持ちに売り飛ばそうって寸法よっ！」


「なんですってぇぇぇぇっ！」


　あたしのことばに、まともに顔色を失うモリーン。


「なんてこと考えるのよっ！　外げ道どうっ！　ケダモノ以下っ！」


　何やらわめき立てながら、ナーガの腕の中でじたばたもがきまくる。


「ちぃぃぃぃっ！」


　図ず星ぼしを突かれて頭に来たのか、男のひとりが剣を抜き放ち、あたしに向かって突っ込こんでくる！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　そこへ飛び来るナーガの呪じゆ文もん！


「こんなものっ！」


　十数本にも及びそれを、しかし男はなんと、すべてかわしてのける。


　だがしかしっ！


「明りよライテイングっ！」


　一いつ瞬しゆんだけタイミングをずらしてあたしが放った明りは、もののみごとに男の顔面を直ちよく撃げきした！


「がっ!!」


「今よっ！　ナーガっ！　逃げるわよっ！」


　言ってあたしは走り出す。


「逃がすかっ！」


　あとを追ってくる男たち。しかしこちらはナーガがモリーンを抱かかえているせいもあって、あまり早くは走れない。


「えぇいっ！　炎の矢フレア・アローっ！」


　振ふり向きざまに呪じゆ文もん一発！


　だがしかしっ！


「炎裂壁バルス・ウオール！」


　魔ま道どう士しの術が、あたしの放った炎の矢フレア・アローを左右に散らす。


　読んでたかっ!?　なかなかやるっ！


　だがこちらの手に、お目当てのモリーンがいる限り、むこうとしてはむやみに術攻こう撃げきをしかけるわけにもいくまい。


　とはいえこのままではイタチごっこ。どぇぇぇぇぃっ！　こーなったらっ！


　あたしは呪文をとなえはじめる。


　やおらぴたり、と足を止め、追おつ手てたちのほうをふり返るあたし。


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術である。あたしの体は風の結けつ界かいに包まれて、ふわり、と宙ちゆうに浮く。


　そしてそのまま──追手目がけて体当たりっ！





　どばめべごぎっ！





『がけわっ！』


　さすがにこれまでは予想していなかったらしく、たまらずひっくり返る追手たち。


　あたしはそのまましばらく、連中の頭ず上じようをぶんぶか飛びまわる。


「このやろう！　ちょこまかとっ！」


　しかしそのうち、中のひとりが、剣を片手に立ち上がる。


　──やばいっ！


　あわてて急上昇をかけるあたし。


　あたしを包む風の結けつ界かい、始終流れを作っているせいで、炎の矢フレア・アローくらいならあっさりはじき飛ばせるのだが、結界自体はそれほど強力なものではない。


　ちょいと腕うでの立つ戦士が、ちゃんと狙ねらって剣で切りつければ、あっさり破れる程度のもんである。


　あたしは術を解かい除じよして、近くの家の屋根に降り立った。


「じゃまするなっ！」


「炎の矢フレア・アロー！」


　たわごとをほざく追手に、問もん答どう無む用ようの攻撃呪文。しかし敵方の魔ま道どう士しは、これをあっさりと風の結界で吹き散らす。


　つづいてあたしの氷フリーズの・矢アロー。


　むろんこれも、敵の魔道士がなんなく防ぐ。


　町のど真ん中である以上、あたしとしても派は手でな呪文は使えない。しかし今はこれでも十分。


　なおもあたしは数発の、氷フリーズの・矢アローだの何だのを、しつこくしつこく連打する。


「……時間かせぎかっ!?」


　そのとおーり。


　──ま、そろそろいいか。


「翔封界レイ・ウイング！」


　あたしはふたたび高速飛行の術を唱となえ、すでに姿の見えなくなったナーガのあとを追う。


　あれだけ時間をかせいだのだから、もう十分に、村の外まで逃れているはずである。


　……ナーガが道に迷ったりしてなければ、の話だが……


　と。その時。





　どちゅごぉぉんっ！





　ど派手な爆ばく発はつ音おんは確かに、ナーガとモリーンの逃げた方から聞こえてきた。





「ナーガっ！　モリーンっ！」


　煙たなびくその場所には、こんがりコゲたナーガの姿。


　あたりにエルフの少女の姿はなかった。


「モリーン！」


　呼べど返事は返ってこない。


　──あるいは!?　追手たちの仲間がここで待ち伏ぶせでもしていたのか!?


「ナーガっ！　しっかりしてっ！」


　あたしが二、三度やさしくケリを入れると、いきなり彼女はがばぁっ！　と立ち上がる。


　あいもかわらず不ふ死じ身みな奴やつ……


　髪かみをふぁさぁっ、とかき上げながら、


「……ふっ……この白蛇サーペントのナーガともあろうものが、とんだ不ふ覚かくをとったものね」


「ポーズはいーから！　一体何があったのよっ!?」


「……それが……いきなり攻こう撃げき呪じゆ文もんくらったのよ」


　彼女にしてはめずらしく歯切れの悪いものいいである。


　まさかナーガにかぎって、反省なんぞするわけもなし……


「モリーンは!?」


「そのモリーンによ」


「えぇいっ！　だからぁっ！　モリーンは一体どうしたのよっ!?」


「だからぁっ！　いきなりモリーンに攻撃呪文くらった、って言ってるでしょっ！」


「……は……？」


　一瞬あたしはナーガのことばが理解できずにセリフに詰まる。


「……えと……あの……」


「だから、逃げてる途と中ちゆう、いきなりモリーンがわたしに攻撃呪文しかけてきた、って言ったのよ」


「……えと……でも……なんで!?」


「知らないわよ。そんなこと」


　不きげんな顔で答えるナーガ。


　──どああああっ！　ひょっとしてっ!?


「ナーガっ！　あんたモリーンに言った!?　『あたしたちは、あなたの母さんに言われて連れ戻もどしに来たんだ』って!?」


「……なんでそんなこといちいち説明しなくちゃいけないのよ……」


「ああああああっ！　やっぱしぃぃぃっ！」


　思わずあたしは頭を抱かかえる。


「……一体何なのよ……あんたは……」


「……た……たぶんモリーン、あたしたちのこと、誘ゆう拐かい魔まだってカン違いしてるっ！」


「……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」


　ナーガも思わず声を上げる。


　そう。


　さっきあの連中と、モリーンの奪うばいあいをやった時、あたしは追手たちのことをこう言った。『彼女を誘拐してどこかに売り飛ばすつもりだ』と。


　ただし──


　主語抜きで。


　モリーンはおそらくこれを、『あたしとナーガが』『彼女を誘拐して売り飛ばす』と解かい釈しやくしてしまったのだろう。でなければ、いきなりナーガに呪文をぶちかましたりするはずもない。


「……どうするのよ……それ……」


　ゆーうつな口く調ちようで問うナーガ。


「どーもこーも。さっきの連中、今だにモリーンのこと狙ねらってるに違いないわ。となれば彼女を追うっきゃないでしょーが」


「追うって……どっちに行ったかもわからないのよ！」


「たぶん……レイドックの村よ」


「なるほど」


　ナーガはひとつうなずくと、マントをばさりっ、とひるがえす。


「シャーリーンさんのいるところね」





　予想は当たっていた。


　あたしとナーガは、レイドックのすこし手前で、街かい道どうを、ひとりとことこと歩む少女の姿を発見した。


　ある程度まで近づいてから、あたしは彼女に声をかける。


「……モリーン、待って！」


　彼女はびくんっ！　と小さく体をふるわせ、はじかれたようにこちらを振ふり向く。


「まっ……また来たわねこの誘ゆう拐かい魔まっ！」


「……いや、あたしたちは……」


「来ないでっ！　あんたたちみたいな、人を人ともおもわないような（放送禁止用語）に触さわられたくないわっ！　けがれるっ！」


「……あの、だから……」


「あんったたちみたいな（発行禁止用語）の（差別用語）の胸なしの……」


「やかましい。」





　げぎっ。





　あたしの飛び蹴げりは、まともにモリーンの顔面を捕とらえていた。


　他のことはともかくっ、『胸なし』だけは許せんっ！


　子供でなけりゃあ、攻こう撃げき魔ま法ほうの一発もぶちかましているところである。


「あたしたちはっ！　シャーリーンさんに頼たのまれて、あんたを探してたのよっ！」


　あたしのことばに、モリーンは小さく首をかしげ、


「……あたたたたた……でもさっき、自分の口から、わたしを誘ゆう拐かいして売り飛ばすつもりだ、って……」


「あれは誤ご解かいよっ！　あなたを捕つかまえようとしてた連中が、そのつもりなんじゃないか、って思っただけで！」


「……そ……それじゃああなたたちは？」


　まだ警けい戒かいの色は残したまま、みょーに大人びた口調で問いかける。


「だから、シャーリーンさんに、頼まれたんだってば。あなたがいきなりいなくなっちゃったって、ずいぶん心配してたわよ。お母さん。


　……ってモリーン？　どうしたの？」


　いきなり頭を抱かかえる彼女にあたしは思わず問いかける。


「……あ……あ……」


　なぜか疲れ切った口く調ちようで、


「……見ればわかると思うけど……わたし、エルフ族なんだけど……」


　何やら言いかけたその瞬しゆん間かん、


「見つけたぞっ！」


　後ろで男の声がした。





　振ふり向くと、そこにはやはり予想の通り、例の四人組の姿！


　……しつこい連中である。


　しかし何だって、この場所がわかったのだろうか？


　ともあれ今は逃げるのが先！


「ナーガ！　モリーンをっ！」


「オーケイ！」


　あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


「させるかっ！」


　言ってかけ出す男たち。


　ナーガはまたもやモリーンをかかえて、レイドックの村をめざして走り出す。


　しかし、はじめにしかけたのは敵の魔ま道どう士しの方だった。


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　えぇいっ！　さてはあらかじめ呪文を唱えてたなっ！


　あたしはこれを、なんとか横に跳とんでかわす。


　だがしかしっ！


「炎の矢フレア・アロー！」


　第二波は、ナーガに迫せまる戦士姿のひとりから来た！


「どわぁぁぁぁっ!?」


　魔道戦士か!?


　思わず声を上げつつも、なんとかかわすが、これで呪文は中断である。


　こいつら──思ったより強い！


　こーなったら、強力な攻こう撃げき呪じゆ文もんで一いつ掃そうするか!?


　だがそれでは、ナーガはどーでもいいとしても、モリーンを巻き込んでしまうおそれもある。


　などと一いつ瞬しゆんの迷まよいを見せるそのうちにも、男たちはナーガに迫っている。


　──えぇいっ！


　そうはさせじとあたしもナーガのあとを追う。


　ナーガにしてはめずらしく、この状じよう況きように気づいたが、あたしの方にちらりと目を向け、


「リナ！　パス！」


　言うなりやおら、モリーンを、あたしに向かってほうり投げる！


　おいっ！


「うきょぉぉぉぉっ!?」


　悲ひ鳴めいを上げつつ飛び来る少女をあたしはそれでもなんとか受け止める。


　……おっ……重ひっ！


　男たちはすぐさま転てん進しんし、あたしを目がけてやって来る！


　これで逃げるとか戦うとか言うのはちょっとムチャである。


「ナーガ！　トスッ！」


　ふたたび彼女に向かって投げ返す。


「アタァァァァァック！」





　べばごっ！





「アタックしてどーすんのよっ!?」


　ナーガの必ひつ殺さつアタックで地面にノビたモリーンを、あわててかかえ上げるあたし。


「ふっ！　時のいきおい、いわば時代の流れって奴よ！」


　おくめんもなく言うナーガ。


「おのれぇっ！　なんてことをっ！」


『商品』を手荒く扱あつかわれて腹を立てたか、叫んで追いすがる男たち。


　いかんっ！　このまんまじゃあすぐにつかまるっ！


　えぇい！　こーなったらっ！


　あたしはいそいで呪じゆ文もんを唱となえる。


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　ぶどぉぉぉぉんっ！





　これはさすがに予想してはいなかったらしく、まともに吹っ飛ぶナーガと追手たち。


　……まあ……これくらいでどーにかなるナーガでもあるまいし、昔むかしから、多少の犠ぎ牲せいはやむをえない、という格かく言げんもある。


「……う……う……」


　しかしダメージは小さかったらしく、すぐさま身を起こそうとしている奴さえいる。


　このスキに逃げるべしっ！


　あたしはモリーンを抱かかえたままで、いそぎ、レイドックを目ざしたのだった。





　またもや連中が追ってきたのは、村に入ったところのことだった。


『待てぇぇぇぇぇぃっ！』


　ひょっとしたら、復ふつ活かつしたナーガが足止めしててくれるかもしんない──などという期待はやはり甘かった。


　それどころか、あたしに吹っ飛ばされたのがよほど気に入らなかったらしく、連中といっしょになって追ってきている。


　えぇいっ！　心の狭せまいっ！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　追ってくる五人に牽けん制せいの一いち撃げきを投げ放ち、あたしはさらに村の奥へと向かって進む。


「……う……う……ん……」


　モリーンがあたしの腕の中で、小さく声を漏もらす。


　どーやらようやく気づいたようである。


「気がついた？　もうすぐ……」





　どがっ。





　一いつ瞬しゆん注意を彼女に向けたその瞬しゆん間かん。


　あたしはまっ正面から誰だれかとまともにぶつかっていた。


「……たたたたた……」


　尻しりもちをつきながら、それでもモリーンを離さなかったのは、われながらたいしたもんである。
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　どーやら路ろ地じかどこからから出てきたひととぶつかったみたいだが……あれ……


「……あら……モリーンじゃない……」


　シャーリーンさんは、あいも変わらずのほほーんとした調子で言った。


　──やばいっ！　連中がシャーリーンさんを見つけたら、『いっしょに捕つかまえて売り飛ばそう』などと考えるに違いないっ！


　ふりむくと、そこにはすでに男たちの姿！


　その視線はすでに、シャーリーンさんに注そそがれている！


　まずいっ！


『シャーリーンさんっ！　逃げてっ！』


　この時──


　なぜかあたしと男たちとのセリフはみごとにハモったのだった。





『……は……？』


　ふたたび声をハモらせて、思わず顔を見合わせるあたしと男たち。


「……あのー……」


　誰にともなく、やたらと間ま延のびした声をかけてくるシャーリーンさん。


「……失礼ですけど……あなたがた、どちら様でしょう？」


　……をい……？


「ほら！　あたしですよ！」


「娘さんを探してくれって頼たのまれた！」


　前半は言うまでもなくあたしのセリフ。そして後半は──男たちのうちひとりのセリフだった。


　……ヘ……？


　またまた顔を見合わせるあたしと男たち。


「……ふっ……なるほど……そーいうことだったのね……」


　ナーガのようなセリフとポーズでつぶやいたのは、ほかでもないモリーンだった。


「どーいうことなのよ!?」


　思わず彼女に尋たずねるあたし。


「つまり母さんは、そこの男のひとたちにも、そしてあなたたちにも、わたしを探してくれ、って依い頼らいしたのよ」


「……え……？　でも……」


「──わたしたちエルフ族の寿じゆ命みようは人間の五、六倍あるの」


　いきなり話があさっての方に飛ぶ。


　……まあ……それくらいのことは知ってるけど……


「わたしも実は、こう見えてももう十九歳よ。母さんは今年で百五十歳」


「……あの……話が見えないんだが……」


　男たちの一人が言う。


「つまり──」


　モリーンは沈ちん鬱うつ極きわまる表情で、シャーリーンさんの肩かたに、ぽんっ、と手を置き、


「若ボケよ」


　……をい……


「……なんでも脳のうってやつは、使わなければいくらでも衰おとろえていくものらしくてね……ほら、わたしたちって、完全に隔かく絶ぜつされた隠かくれ里で、ひっそり過ごしてるでしょ。今じゃあ、昔むかしと違って呪文の研究に一生を費ついやす、なんて流は行やらないし……


　最近わたしたちの間じゃあ、このボケって奴やつがけっこー社会問題になってるのよね」


　言ってひとりでうなずいている。


「今回だって、自分でわたしに人間の町までおつかい頼んどいてから、それをきっちり忘れて、あなたたちにあたしを探すように頼たのんだみたいね……」


　……みたいね……ってあんた、そんな……


「みなさんには、めーわくかけちゃったみたいで。ごめんなさいね。


　──さ。行きましょうか。母さん」


　言ってモリーンはシャーリーンさんを立ち上がらせる。


「……ところでモリーン、ごはんはまだかしらねぇ……？」


「ひょっとして、さっき食べなかった？」


　などと会話を交かわしつつ、エルフの親子は手に手を取って去っていく。


　あとには──


　やり場のない怒いかりを胸に、とり残された六人が、ただただ静かに風に吹かれているだけだった……







（お子様クエスト：おしまい）












スレイヤーズえくせれんと



　動乱のあとに














　爆ばく音おんが、木々の間にこだました。


　セミが鳴きやみ鳥が飛び立ち、あたりの木々がなぎ倒される。


　どこでも見かける、夏の風ふう物ぶつ詩し、というやつである。


　その爆音とどろく騒さわぎの中心に、このあたし、リナ＝インバースとその一行がいる、というのもよくある日常の光景だった。


「炸弾陣デイル・ブランド！」


　ずごわしぃぃぃっ！


『のひぃぃぃぃっ！』


　あたしの術じゆつをよけそこね、まともに吹っ飛ぶ悪あく党とうふたり。


　これで残るは十人ほど。


　しかしこいつら、だいぶ浮き足立ってはいるものの、まだ戦せん意い喪そう失しつはしていない。なかなか根こん性じようのある連中である。……長生きはできないタイプだが。


　あたしたち四人が、森の街かい道どうを歩いていると、いきなし問もん答どう無む用ようで襲おそいかかってきたのである。ウデのほうは、それほどたいしたものでもないのだが、なにしろこちらにはお荷物がいる。


「わあ」


　緊きん迫ぱく感かんのカケラもない、間ま延のびした悲ひ鳴めいに視線を移せば、あんのじょう。


　敵の剣を、それでもなんとか自分のショート・ソードで受け止めて、押されまくってるレイルの姿。


　えーいっ！　めんどーなっ！


　しかしあたしが援えん護ごの呪じゆ文もんを唱となえはじめるより早く──


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　ばむっ！


　横あいからナーガの放った術を受け、悪あく役やくＡは、その場に、くたりっ、と倒れ伏ふした。


「……やぁ。ありがとーございます」


「ふっ！　礼を言うひまがあるなら、呪文でも唱えることねっ！」


　応こたえてナーガは、ばさりっ、とマントをひるがえす。


「……ちぃっ！　退ひくぞっ！」


　どうやらようやく、かなわぬ相手と悟ったか、リーダー格の号令一下、残った連中は、倒れた仲間をかつぎ上げ、いともあっさり、森の中へと姿を消した。


　むろんこちらも、深追いはしない。むこうの誘さそいのテかもしれないのだ。


　ともあれまずは、全員の無ぶ事じの確認。あたしとナーガは言うまでもなし。レイルもだいじょーぶ。……と……


「──バーグラーさんは!?」


　あたしの問いかけに、ナーガとレイルは、はた、とあたりを見渡して、


「ふっ。そう言えば姿が見えないわね」


「……はじめは確かにいたはずなんですけどねぇ……」


　見れば誰だれでもわかるよーなことを口々に言うふたり。


　まさか、今の連中に──


「やれやれ、ひどい目にあったわい」


　声は、男たちが消えたのとは、反対がわのしげみから聞こえた。


　視線を向けたその先に、黒いマントに黒フード。ごくスタンダードな魔ま道どう士しスタイルの初老の男。


「やー。バーグラーさん」


　声を上げたのはレイル。


「ぶじでしたか。よかったですねぇ」


「いやいや……つい、あわてて逃げようとしたんじゃが、木に頭をぶつけて、な。今まで気を失っておったわ」


　悪びれたふうもなしに言う。


「……しかし、今のような連中が出てきたところをみると……どうやらグリマスのアジトはそれほど遠くないようじゃの」


「──そうね」


　バーグラーさんのつぶやきに、あたしはこくんっ、とうなずいた。





　かつて、動乱があった。


　クルアサル・シティの魔ま道どう士し協会で、悪あく逆ぎやく非ひ道どうの限りを尽くしたハミンガム評議長に対し、副評議長たちをはじめとする魔道士たちが反乱を起こしたのだ。


　あたしとナーガの二人もこのごたごたに巻き込こまれ、反乱がわに味方して、結局、悪のハミンガム評議長を成せい敗ばいしたわけなのだが──


　報告書だのなんだのと、いろいろ事後処理に追われるうちに、別の問題がもち上がってきた。


　すなわち、ハミンガム側の残ざん党とうたちである。


　ハミンガム様を解放しろ。


　ある朝、魔道士協会の建物の壁かべに、でかでかと、書かれたその文字がはじまりだった。


　その日から、クルアサルの魔道士協会に対する、執しつ拗ようなまでのいやがらせがはじまった。


　資し料りよう室しつでぼやは起きるわ、実じつ験けん室は荒らされるわ。不幸の手紙は届とどくわ怪あやしい宗教の勧かん誘ゆうは来るわ干ひ物もの売りのねーちゃんが玄関先で歌うたうわ。


　なんだかよくわからないシロモノから、実務妨ぼう害がいレベルまで、ありとあらゆるいやがらせが、ほとんど毎日のように起きた。


　これにはさすがに、ハミンガムにかわって就しゆう任にんした、現評議長も困り果て、正式な調査活動を開始した。


　そうこうするうち──


　クルアサルからすこし離れたパトリの村のすぐ近く。


　そこに、かつてハミンガムがわについていた、グリマスという男が潜せん伏ぷくしており、一連の事件で糸を引いている、との情じよう報ほうが飛び込んで来た。


　そこで。


　真しん偽ぎの確認と、もしも情報がほんとうならば、彼を止めるそのために、四人のメンバーが選ばれたのだった。


　まず二人、まだ町にいた、あたしとナーガ。


　そして、道案内のレイルくん。なんでもパトリの村というのは、レイルの生まれ故郷らしい。


　彼とは以前の事件でも、ちょっとかかわりがあったが、ひとことで彼を説明するなら、ウミユリのよーな人物である。


　そしてもうひとり、初顔合わせ、説得係のバーグラーさん。


　やはりここ、クルアサル魔道士協会の一員で、反ハミンガム側として活躍したひとりである。


　なんでも、グリマスとは今回のさわぎで敵と味方とに別れたとはいえ、昔むかしからのつき合いもある。できればなんとか説得して、考えをあらためさせてやりたい、という、彼自身の要よう望ぼうで、あたしたちについて行くことになったのだった。


「……けれど……グリマスさんが、いきなり刺し客かくをさし向けて来るとは思いませんでしたねぇ……だいぶ思いつめてらっしゃるみたいですよ……」


　あんまし緊きん迫ぱく感かんのない声で言うレイル。


「……どうでしょう。こうなれば、この先、あまり無計画に進むのも危険でしょうから、とりあえず、どんな作戦で行くか相談して、話がまとまったら、クルアサルの協会に連れん絡らくを取って、この作戦でいいかどうか相談をして……」


「……あんた……相談が好きねぇ……あいかわらず……」


「ええ……困った顔をして座ってるだけで、参加した気分になれるところが大好きです」


　……まあ……ひとのシュミにくちばしをつっこむ気はないけど……


「ほーっほっほっほ！　甘い！　甘いわねっ！　これしきのことでうろたえたとあっては、それこそこの白蛇サーペントのナーガの名がすたるわっ！　気にせず直進あるのみよっ！」


　無む能のうな軍司令官みたいなセリフではあるが、ここはナーガの言う通り。ここでビビって尻しりごみすれば、敵は逃げ出すか、逆に戦力を増強するか。いずれにしても、相手に余よ裕ゆうを与えることにしかならない。


　いきなし押しかけ、問もん答どう無む用ようではり倒す。


　やっぱし戦いはこうでなくっちゃ。


　……まあ、今回は『説得』とゆーまどろっこしいイベントが入るから、いきなしはり倒す、とゆーわけにはいかないが。


「わしも、ナーガ殿の意見に賛成ですな」


　あたしが声を上げるより早く、ぽつりとつぶやくバーグラーさん。


「町に戻もどったところで、わしらの方針が変わるわけでもない。となればこのまま進むのが得とく策さくかと」


「同感ね」


　あたしもこっくりうなずいた。


　レイルはまともにがっかりした表情で、


「……そうすると……相談しないんですかぁ……？」


『しないって』


　三人の声はみごとにハモったのだった。





「さーて。そいじゃ明日の朝いちばんに出しゆつ撃げきして、一気にアジトを襲おそい、カタをつける、ってーことで」


　言ってあたしは、食後の香こう茶ちやをひと口すすった。


　ようやくたどり着いたパトリの村でのことである。


　……ま、『ようやく』なんぞと言ったところで、それほど苦労をしたわけでもない。


　たしかにあのあとも、グリマスの雇やとった刺し客かくらしき連中に、何度か襲われはしたが、そのことごとくを、あたしとナーガは、いともあっさり片づけていた。


　そして今日。


　パトリの村にたどり着き、あちらこちらに聞き込こめば、たしかに村から少し離れた山に、最近、かなりの人数がいついている、という噂うわさ。


　野や盗とうのたぐいではないようなので、ほうってはいるが、というのが村人の談。


　まちがいない。情じよう報ほう通り、グリマス一派はここにいるのだ。


　村に一軒だけの、あたしたちのほかには客さえいない宿屋に陣じん取どって、さっそく明日の打ち合わせ。


　レイルは、実家に泊とまらないか、と言ってくれたのだが、さすがに家人のいる前で、襲しゆう撃げき計画の相談などできるわけはない。


「……襲撃計画、って……それだけですか……？」


　不満そーな声でレイルはつぶやいた。


　まあ、こいつとしては、もっと『相談』がしたいんだろーけど……


「そーよ」


　あたしはへーぜんと答えた。


「相手がどう出てくるかわからない以上、くわしい作戦なんて立てようがないでしょ」


「……けど……それならわざわざ宿をとらなくても……僕ぼくの家に泊まってもよかったような気がするんですけど……宿代だってかかるんですから……」


　ぴくっ。


　……そ……そー言われてみればそんな気も……


「き……気にしちゃだめよ。どーせ宿代も、魔ま道どう士し協会の必要経けい費ひで落ちるんだし……」


「……ハミンガム元評議長みたいなこと言わないでください……」


「うっ……」


　思わず小さくうめくあたし。


「みなさんが実う家ちに来てくださってたら……夕食に何をお出ししようか、家族のみんなで相談して、それでいいかどうか、みなさんに相談して……」


　半ばこーこつたる表情でつぶやくレイル。


「……ひょっとしてあんた、家族もみんな、あんたと同じタイプなの？」


　ナーガの問いに、彼はさも誇ほこらしげに、ふなりっ、と大きくうなずいて、


「ええ。もちろんそのとーりですけど」


　思わず絶ぜつ句くするあたしとナーガ。


　そーぞーしてみるがいい。


　家族が何人いるかは知らないが、レイルと全く同じタイプの人間が、海中のコンブみたいにゆぅらりゆらりとゆらめきながら、ほそほそ相談している光景をっ！


　コワひっ！　とてつもなくコワひっ！


　……あー。やっぱし宿にしてよかった。


「……ま……まあともあれ……出発は明日の朝いちばん、ってことでいいわね」


　気をとりなおして言うあたし。


「ふっ。あっけないしごとね。わざわざこの白蛇サーペントのナーガで出向くまでもなかったかもしれないわね」


　言って、ふぁさぁっ、と髪かみをかき上げるナーガ。


　だがしかし。


「……はたしてそううまく行くかな……？」


　ごくごくかすかなつぶやきを濡もらしたのは、バーグラーさんだった。


「どういうことです？　それは」


「……ん、ああ、いや……」


　聞きとがめるあたしに、彼はやや慌あわてた口く調ちようで、


「な……なぁに、あやつとは古いつきあいじゃからの。……言っておくがな、奴は切れるぞ。それも、かなり」


　言いながら彼は席を立つ。


「どちらへ？」


「今日はすこし疲れたもんでな……先に休ませてもらうよ」


　あたしの問いかけに、ふり向きもせずに答えると、彼は、客室へと続く、二階への階段を登って消えた。


　……ふぅむ……


「……いやぁ……バーグラーさんもいろいろとたいへんですねぇ……」


　きこえよがしにつぶやいて、うつらうつらとうなずくレイル。


「……なにしろグリマスさんとは、昔からのお知りあいでしたからねぇ……いろいろと悩んでらっしゃるんでしょうねー……」


「──なのかしらね……」


　バーグラーさんが消えた方へと視線を送りつつ、あたしはぽつりとつぶやいたのだった。





　その朝世界は、白一色に塗ぬり込こめられていた。


　濃こい朝あさ霧ぎりの立ちこめる中を、あたしたち四人は一路、バーグラーのアジトを目ざして歩みを進めていた。


　目ざす場所は山の中。一応山道らしきものはあるものの、道は悪いわ視界はきかないわで、おせじにも歩きやすいとは言いがたい。
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　朝霧は、いまだ薄うすまる気け配はいもない。奇き襲しゆう攻こう撃げきには都つ合ごうがいいが、今回はまず、バーグラーさんがグリマスを説得する、というイベントがある。となればあたしたちにとって、この霧は、なんのメリットもない。


　いや、メリットどころか、歩くペースは落ちるし、いざグリマスたちと戦う、などという事態になった時、こうも視界が悪くては、ぶっ放した術じゆつで、味方をまき込む可能性も出てくる。


　……まあ……視界がよくても、巻き込む時は巻き込んじゃうけど……


　今、先頭を歩いているレイルの話では、ここはいつもこうだ、ということらしいのだが。


「……しかし……これは少々……たいへんじゃの……」


　疲れた声は、バーグラーさんのものだった。


「……だいじょうぶですか……？」


　あたしの前を行くレイルが足を止め、ふりかえる。


　つられてあたしもふり向けば、後ろにいるはずのバーグラーさんのその姿は、霧きりのむこうへと溶とけ、消えている。


「ちょっとナーガ！　なんでいちばん後ろにいたはずのあんたが、バーグラーさん追い越してんのよっ!?」


「ふっ。甘いわね、リナ＝インバース」


　彼女は、ばさぁっ、とマントをひるがえし、


「この白蛇サーペントのナーガ、いつまでも他人の後ろに甘んじているつもりはないわっ！」


　だぁぁぁっ！　こいつはっ！


　あたしがツッコミを入れようとした、まさにその時。


　ざわっ。


　しげみのざわめく音とともに、あたりに無数の気け配はいが充じゆう満まんした。





「待ち伏ぶせかっ!?」


　思わず声を上げるあたし。


　まさか襲おそって来るとは、正直、思っていなかった。


　むろん、待ち伏せの可能性は考えていた。だが、なにしろこの霧である。同士うちのおそれがあるのは敵も同じ。いやむしろ、数に勝る敵のほうが、その危険性は高い。考えれば誰だれでもわかることである。


　にもかかわらず襲しゆう撃げきをかけて来るとは、かなり追いつめられているのか、あるいは……


　あたしが一いつ瞬しゆん、考えをめぐらせるそのうちに、白くにごった霧の中を、いくつもの気配があたしたちに向かって押しよせる。


　えーい！　こーなったらっ！


　他ほかのみんなには悪いが、ここは一発、尊いギセーになってもらおうっ！　あとで笑ってごまかしゃ済すむことよっ！


　涙なみだを[image: ]んで、ためらうことなく決意して、あたしは無む差さ別べつ広こう範はん囲い型の攻撃呪じゆ文もんを唱となえはじめた。


　だがしかし──


「うをっ!?　何をする！　放せっ！」


　後ろから聞こえた声は、バーグラーさんのものだった。


　しまった！


　思った時にはもう遅し。


「聞こえるか。こちらは仲間を人ひと質じちに取った」


　白い霧きりの奥──どこからともなく聞こえる男の声。


「あんたがグリマスなの!?」


　問いかけるあたしに、しかし声は、低いふくみ笑いを漏もらしただけで、


「こいつは預あずかった。こいつの命が惜しければ、レイトンの村の東にある、古城まで来い。わかったな」


　言うなり──


　あたりの気け配はいが遠ざかって行くのがはっきりとわかった。


「……くっ……！」


　思わず歯がみするあたし。


　追おうにも、この山の中、こうも視界が悪くては、道に迷うのがオチである。


「……やられたわね……完全に……」


　白い霧の中で立ちつくし、あたしはぽつりとつぶやいた。


　バーグラーさんをさらった連中の気配は、もはや完全に消え失うせていた。





「……いやぁ……困りましたねぇ……」


　いつもと全まつたく変わらぬ、緊きん迫ぱく感かんのない口く調ちようで、レイルはぽつりとつぶやいた。


　その日の昼。パトリの村の宿に戻もどって、昼食をとりながらのことである。


　あのあと──


　念のため、朝あさ霧ぎりが晴れるのを待って、グリマスのアジトとおぼしき場所にも行ってみたのだが、すでにもぬけのからだった。


　たしかに、かなりの数の人間が、そこでしばらく過ごしていたらしい、という形けい跡せきは残っていたのだが。


　どうやら、もはや完全に引きはらったようだった。


　そこでとりあえず、村へと戻もどり、食事をしながらの対策会議となったのだ。


「ところでレイル、まず聞いときたいんだけど、レイトンの村、ってどこにあるわけ？」


「……ええっと……たしかここから北東のほうに二日ほど行ったところですけど……」


　──となると、クルアサル・シティから、さらに離れることになるか……


「けど問題は、なんだって連中がこんなことをしたか、よね」


　トリ手羽先のスパイシー・フライをかじりつつ、あたしは言った。


「……うーん……どーしてでしょうねー……」


　困った顔でつぶやくレイル。しかしむろん、その声には、緊きん迫ぱく感かんのカケラもない。


「ふっ。決まってるじゃない。この白蛇サーペントのナーガの実力におそれをなして、人ひと質じちを取ったのよ。


　けど、笑わせてくれるわね。このわたしやリナが、人質の存在など、気にかけるとでも思っているのかしらね？　ほーっほっほっほ！」


　子羊肉ラムの香こう味み蒸むしを、ジョッキ入りブランデーで腹の中に流し込みつつ言うナーガ。


　……あたしはいちおー気にするぞ。あんたと違って。


「そうじゃなくって。あたしが言いたいのは、なんで奴らがバーグラーさんを人質に取ったか、じゃなくて、なんで奴やつらは、わざわざあたしたちを、レイトンの村、とやらまで呼び出したのか、ってことよ」


「ふっ。わたしたちとの決着をつけるために決まってるじゃない」


　カケラも考えのないセリフを吐はくナーガ。


「だぁぁぁっ！　そーいう意味じゃなくって！　たんに人質を盾たてに決け着りつけるだけなら、別に場所はどこでもいーでしょーがっ！


　にもかかわらず、あいつらは、ここじゃなく、レイトンの村をその場所に選んだ。それは一体どーいうことだろう、って言ってんのよっ！」


「ふっ！　そんなこと、わたしが知るわけないじゃない！」


「いばるなぁぁぁっ！……ったく……」


「……うーん……一体どーいうことでしょーねー……」


　腕うでを組んだままレイルがつぶやいた。


「オーソドックスなところで、可能性として考えられるのは二つね。


　まずひとつは、そのレイトンの村になんらかの罠わながある場合。あるいは、なんらかの理由による時間かせぎ。


　……とはいえ、罠があるのなら、一体どんな罠なのか。時間かせぎだとしたら、相手は時間をかせいで何をするつもりなのか。そこまではわかんないけどね」


「……まったくですねぇ……」


　言ってゆらゆらうなずくレイルに、あたしはジト目を向けながら、


「……あんた……ほんっきで、困った顔して座ってるだけね……」


「……ええ……以ま前えにもそう言いましたし……」


　言ってほがらかにうなずくレイル。


「……けどまあこれで、参加しているような気分になれるからいいんです……」


　よくないって。


「……意見、言う気がないなら、相談から外すわよ……」


「ああっ！　それだけはっ！」


　あたしのことばにうろたえるレイル。


「なら、ちっとは意見のひとつも出しなさいよ」


「……意見……ですかぁ……？」


　うながすあたしに、彼はようやく、しぶしぶと、


「……それでは……罠わなの可能性は低いような気がするんです……もしも罠を張はるのなら、アジトにしていたここを使えばいいんですから……


　……けど……もしも時間稼かせぎが目的なら、たとえば可能性としては、さいしょは僕ぼくたちを迎え撃うつつもりだったのが、いざ実際に戦ってみれば、かなり手ごわい……あまり戦力を浪ろう費ひするわけにはいかない彼らとしては、逃げにかかりたいところだけれど、ふつーに逃げれば追いかけられちゃいます……


　……そこで人ひと質じちを取って、『レイトンに来い』みたいなことを言っておいて、自分たちは全然別のほうに逃げる……


　……僕たちとしては、人質を取られている以上は、どうしても行くしかないわけですから……


　……もしもそうだった場合、バーグラーさんはやっぱり、万が一のときのために、人質としていっしょに連れて行かれてるでしょうけど……


　……と、いうのが僕の意見なんですけど……」


「…………」


「…………」


　レイルの発言に、しばしぼーぜんとするあたしとナーガ。


「……あ……あんた……


　まともな意見、言えるのね……」


　ナーガはがく然として言った。


「まともな意見言えるなら、なんでいつもは黙だまってんのよ？」


　尋ねるあたしに、彼はややてれくさそうに、


「……意見を言うと目立ちますから……はずかしいじゃないですか……」


　なかなかフクザツな奴である。


「──ま、何はともあれ、たしかにレイルの言う通り、あたしたちはレイトンに行くっきゃない、ってことね」


「ふっ。めんどうだけど、しかたないわね」


　つぶやいて、あたしとナーガはふたたび食事に専念する。


　食器のふれあう音だけがしばし続き──


「……あのー……」


　おずおずと口を開いたのはレイル。


「……ひょっとして……これで相談は終わりなんでしょーか……」


「あたしたちは、言われた通り、レイトンに行く。


　ほかに相談することなんてないでしょーが」


「……そうかぁ……そうですよねぇ……」


　深いため息ひとつつき、がっかり顔でつぶやくレイル。


　……こいつ……ひょっとして、自分から意見を言わないほんとうの理由は、自分の意見で相談が終わるのがイヤなんじゃあ……？


　ま、世間にもよくいるけど。なにかにつけて、相談だの会議だのを、やたらと開きたがる奴とゆーのは。


　だがしかし、そんなことより、あたしには、多少気になることがあった。


　なぜあたしたちの行動が、連中につつぬけになっていたのか。


　単に待ち伏ぶせにひっかかったにしては、あまりにも、敵の対応が手ぎわ良すぎる。


　第一、あたしたち四人がグリマス討とう伐ばつ隊たいだなどと、なにゆえ敵は知っていたのか。


　──もしも、あたしの予想が正しければ、話は少々、ややこしいことになるかもしれなかった……





　月の光と、むせかえるような緑のにおいに包まれて、山の中、ひっそり佇たたずむ小さな古城がひとつ。


　バーグラーさんがさらわれて、二日目の夜。


　あたしたち一行は、レイトンの村には立ち寄らず、まっすぐにこの場所にやって来た。


　理由はかんたん。もしも村に立ち寄れば、たしかに連中の情じよう報ほうも、多少なりとも手に入るかもしれないが、逆に、あたしたちが来たことが、相手につつぬけになるおそれの方が大きい。


　──もっとも、連中がほんとにここにいれば、の話ではあるが。


　レイルが指し摘てきした通り、城の中には誰だれもおらず、連中はバーグラーさんを連れて、今ごろは、どこかの街かい道どうを逃とう走そう中、などという可能性もたぶんにある。


　三人は、城の山がわから見下ろすかたちで、しげみの中に身をひそめていた。


　さきほどあたしひとりで、城のまわりを遠まきに偵てい察さつしてみたのだが、明りのひとつ、漏もれているわけでなし。はっきし言って、ひとのいるような気け配はいもなかった。


　だれもいない公算のほうが大きいことは確かだが……


「……さて……どうしましょう……」


「決まってるでしょ。正面から強きよう攻こう突とつ破ぱよ」


　つぶやくレイルに答えるあたし。


「けど……バーグラーさんが人質になってるかもしれないんですよ……ここはひとつ、慎しん重ちように、どうしたらいいかみんなで相談して……」


「ンなことしてたら夜が明けちゃうでしょが。人質のことならだいじょーぶよ」


「……ほんとーですか……？」


「ほんとうよ。そもそも人質なんてぇのは、相手が首すじかどっかにナイフでもつきつけて、『動くと人質を殺すぞっ！』なんぞと言ってはじめて成り立つもんでしょ。


　てぇことはつまり、相手がそのセリフ言い終わるより早く、その相手をはり倒しちゃえばいいわけよ」


「……そーいう問題なんでしょーか……？」


「そう。」


　きっぱりはっきり言い切るあたし。


　こーいった、殺やるか殺やられるか、に近い状態での戦いでは、よほどの実力差がないかぎり、先に手を出したほうがたいてい勝つ。


　要は、相手のファイトをどれだけ殺そげるか。


「ともあれ。うだうだ言っててもはじまらないわ。行くわよ！」


　一方的に言い放ち、口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、眼下の古城目ざして坂をかけ下りる。


「ふっ！　わかったわ！」


「ち……ちょっと……」


　間かん髪はつ入れず、かけ出すナーガ。やむなくレイルもあとに続く。


　一気に坂をかけ降りて、古城をいったん通りすぎ、くるり、とその場で身をひるがえし、正門目がけてつき進む。


　とうの昔むかしに朽くち落ちた城門をかけ抜けて──


　瞬しゆん間かん、あたしは、自分の足の下に、奇き妙みような違い和わ感かんを捕とらえていた。


「翔封界レイ・ウイング！」


　あたしの体が宙ちゆうに舞まった。


　術じゆつ者しやのまわりを、風の結けつ界かいで包み込み、高速飛行をする術である。そのままその場でＵターンをかけ、あとについて走ってくるナーガに向かって、ぶちかましをかけた！





　すぱぽぉぉぉぉん！





　風の結界にはじかれて、まともに吹っ飛ばされるナーガ。レイルもその場で足を止めた。


　あたしも術を解といて地面に降り立った。


「ちょっとリナ！　いきなり何するのよっ！」


　食ってかかるナーガに、あたしは、門の内がわの地面を指さし、


「あぶないところだったわ。落とし穴よ」


　そう──


　あたしがあの時、足の下に感じた違い和わ感かんの正体がそれだった。


　落ち葉やら雑草やらで隠かくされた地面の一部が、ぽっかりと、まっ黒い穴を開けている。


　のぞき込んでみても、暗くて底のようすは見えないが、竹ヤリが立ってるとか、毒どく虫むしがほうり込んであるとか、おそらくそんなところだろう。


「それならそうと言ってよねっ！　体あたりなんてかけずに！」


「……口で言ってたら、あんた、おとなしく止まってた……？」


「ふっ！　笑わせないでね！」


　ナーガは、ふぁさぁっ、と髪かみをかき上げて、


「いったん走りはじめたこのわたしが、誰だれかに何か言われた程度で立ち止まるとでも思って!?」


　……なら、一体どーしろと……


「……ま……まあ、とにかく、どうやらあちこちに罠わながしかけてあるみたいだから気をつけてね。とりあえず、本館の入り口あたりまでは、空から行ったほうがよさそうね。


　レイル、浮遊レビテーシヨンの術じゆつ使える？」


「……ええ……それぐらいの術でしたら……」


「なら、それで行くわよ」


　三人は、それぞれ呪じゆ文もんを唱となえはじめ──


『浮遊レビテーシヨン』


　あたしとレイルの術が同時に完成し、二人はふよふよと宙に浮く。


　翔封界レイ・ウイングよりは、かなり扱あつかいやすい術ではあるし、高度も取れるのだが、いかんせん、進む速度はやたらと遅おそい。


　やや遅おくれて、ナーガが術をとなえ終わった。


「翔封界レイ・ウイング！」


　ひゅんっ！


　宙に浮かぶやいなや、あっというまに風を切り、あたしたち二人を残し、本館の入り口に降り立った。


　……こ……こひつは……


　わき起こる、無意味な対抗意識をおさえつつ、あたしはレイルといっしょに、やがてナーガのいる入り口へとたどり着いた。


「ふっ。ずいぶんと待たせてくれたわね」


「あのねぇ、ナーガ！　レイルにあわせて、浮遊レビテーシヨンで行こう、とか思わなかったわけ!?　ばらばらに行動したら、戦力分断されるかもしんないでしょーがっ！」


「ふっ！　この白蛇サーペントのナーガともあろうものが、浮遊レビテーシヨンみたいな地味な術、使えるわけがないじゃない」


「だぁぁぁっ！　見た目を気にしてる場合じゃ……って……」


　言いかけて、ふとあることにあたしは気づく。


「……ひょっとしてナーガ、あんた、浮遊レビテーシヨン使えないの……？」


「……だからさっき、『使えるわけがない』ってはっきり言ったでしょ」


　ぽつり、と小声でつぶやく彼女。


　……なるほど……


「とにかく──奥に進むわよ。まだ罠わながあるかもしんないから気をつけてね」


　言ってあたしは呪じゆ文もんをとなえ、魔ま法ほうの『明り』を、ショート・ソードの鞘さやの先に灯ともし、たいまつがわりにかかげて、奥へと進みはじめる。


　中庭にあんな罠があった、ということは、やはり連中は、すくなくとも一度はここに立ち寄ってるはず。あいもかわらず、ここまで来ても、あたりにひとの気け配はいはないが、罠がしかけられているおそれは十分にある。


　しかし、いくつかの部へ屋やをまわってみても、人の気配も罠もなし。


「……いませんねぇ……」


　ぽつりとつぶやくレイル。


「……いないわねぇ……」


　答えつつ、あたしは、とある部屋のドアノブに手をのばし──


　ぴたり、と一いつ瞬しゆん動きが止まる。


「……どうしました……？」


「しっ。しずかに。──いるわ」


　──そう。たしかに。


　目のまえにあるドアのそのむこうには、まちがいなく人の気配があった。


「行くわよ──」





　だむっ！





　あたしはドアを蹴けり開けて、部屋の中をざっと見渡す。


　食堂かなにかだったのだろうか。奥にはだんろがひとつあり、壊こわれたいすが散らばっている。ほかには丸テーブルがふたつ。ひとつは壊れ、もうひとつには、古びて変色したテーブルクロスがたれ下がっていた。


　ひとの姿は見えないが──


「そこにいるのはわかってるのよ！」


　あたしが声を上げてしばし──


「……くっくっくっ……まんまとかかったな……」


　勝ちほこった低い笑みは、あたしが予想していた通り。


　まぎれもない、バーグラーのものだった。





「その声はバーグラーさんね！」


　ナーガの問いに、声はふたたび、どこからともなくひびく。


「その通り。よく来た、と言いたいところじゃが、遅かったのぉ……」


「……あの……事情がよくわからないんですけど……」


　のほほーん、とした口く調ちようで言うレイル。……こいつはー。


「ふっ……ならば教えてやるわい。


　──グリマスはパトリの村にいる──


　その情じよう報ほうをこっそりと流し、討とう伐ばつ隊たいを編へん成せいさせる。パトリの村でつかまえたわしをエサに、討伐隊をここまでおびき寄せておく……


　そうやって、クルアサルの戦力を殺そいでおき、その間に、魔ま道どう士し協会の一室に幽ゆう閉へいされておるハミンガム元評議長を救出する作戦よ！」


「──やっぱりね」


　しかし、あたしは小さく鼻を鳴らして、こともなげにそう言った。


「……なっ!?　気づいておったのか!?　おぬし!?」


　バーグラーの声に驚きよう愕がくの色が混まじる。


　──もちろんよ。


　あたしが言おうとしたその時。


　ぽんっ、と、手をたたく気の抜けた音。


「……あ……なるほど……そういう計画でしたか……」


　……ズレてるぞ……レイル……


　対決の緊きん迫ぱく感かんが台なしである。


「……と……ともかく……」


　気をとりなおして言うあたし。


「くわしい計画は別として、あなたがグリマスたちとグルだってことは気づいてたわ！


　魔道士協会内部で事件が起きた、ということは、とりもなおさず、内部にグリマスと通じてた人間がいた証しよう拠こ！　それに、あたしたちの行動が、ほとんどグリマス側につつぬけになっていたこと！


　……たしかこの村、場所から言えば、クルアサルよりレムスの町に近いはず。はじめから、ここにグリマスがいる、なんて情報を流せば、レムスの魔道士協会から討伐隊が出る可能性もあった。けどそれじゃあ、クルアサルの戦力を殺そぐことはできない。


　それで、自分から、『説得してみる』なんぞと称して、討伐隊に加わって、山の中で、わざとはぐれてつかまったようなふりをして、ごていねいにもこんなところまで呼び出して、あたしたちをさらにクルアサルからひき離した！


　つまりあなたは、昔むかしなじみのグリマスと内通して、あたしたちをクルアサルから遠ざけるのに、ひと役かった、ってことよ！


　いやむしろ、ひょっとしたら、黒くろ幕まくは、グリマスじゃなくてあなたの方かもしれない、とさえ思っていたのよ！


　……確たる証拠がなかったから、今まで口にはしなかったけど、ほかにも、あなたの怪あやしい言動なんて、かぞえ上げればきりがないわっ！」


　あたしの指し摘てきに、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが部へ屋やを支配し──


「……ふ……ふははははははははははっ！」


　やがて、バーグラーの邪じや悪あくな高笑いが部屋にこだまする。


「笑わせてくれるな、リナ＝インバース！　言っておくが、わしは無む実じつじゃ！」


　ほーら、やっぱり……って、無実……？


「……な……何をここまできて今さら……？」


「言っておくがな……わしは、わしを捕つかまえた奴やつから聞かされた話をしただけじゃ！」


「……じ……じゃあ、あの、日ごろのあやしい言動の数々は一体何なのよっ!?」


「ありゃあ地じじゃ！」


　きっぱりはっきり言い切るバーグラー……さん……


　あたしは思わず、レイルのほうをふり向いた。


「……そーなの……？」


　尋ねるあたしに、レイルは、ふなりっ、とうなずいて、


「……そうですねー……たしかにバーグラーさんは、昔から、日頃の行ないの怪しいひとでしたから……それで、いらない誤ご解かいをお受けになったことも何度もありましたよ……」


　……ま……まぎらわしい奴やつ……


「ちょ──ちょっと待ってよ！　それじゃあ、あたしたちの行動が連中につつぬけだったってぇのは……」


　そこまで言って──


　あたしはふと、あることに思い当たり、ぎぎきぃっ、と視線をめぐらせ──


「……ちょっと聞くけど……ナーガ、あんたまさか、あたしたちの行動、だれかにしゃべったりしてないでしょーね……？」


「しゃべったわよ。それが何か？」


「あああああああああっ！　やっぱしぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　あっさりはっきりそう言われ、思わず頭を抱かかえるあたし。


「クルアサルを出る前の日にね、どこかの男が、『行く先々で接せつ触しよくを取るから、次の行動を報告してくれれば金をやる』って言ってきてね。


　ふっ。もうすでに、金貨二十枚はもらったかしらね[image: ]」


「『かしらね[image: ]』ぢゃないぃぃぃぃぃっ！」





　ごもげしっ！





　あたしのジャンピング・スクリュー・キックが、ナーガのどたまをまともに直ちよく撃げきした。


「あんたねぇっ！　怪しいなー、とか思わなかったの、それっ！」


「ぜんぜん」


　あたしのケリにもまったくメゲず、すずしい顔で首を横に振ふる。


　……こ……こいつはこれだから……


「ふっ。わしへの疑いは解とけたかね？　ついでに言うなら、もしもわしがグリマスたちの味方なら、縛しばり倒されたあげく、テーブルの下に転ころがされていることの説明がつかんじゃろ？」


「……おや……ほんとーですね……」


　ぼろぼろのテーブルクロスをもち上げて、下をのぞき込み、つぶやくレイル。


　たしかにそこには、全身ロープでしばりまくられ、いもむしのよーに転がるバーグラーさんの姿があった。


「……いちおう縄なわ、解きますね……」


　言ってレイルは、バーグラーさんをしばりたおした縄を解く。


「……けど……他人に疑われてまで、なんだってそんな怪あやしい言動するんですか……？」


　尋ねるあたしに、バーグラーさんは、かすかな笑みを浮かべると、


「ふっ……怪しい行動は男のロマンじゃからのぉ。女にはしょせん理わ解からんて」


　……そーゆーもんなのか……？


「──とにかく。そうとわかればぐずぐずしているわけにはいかないわ。いそいで戻もどるわよ！　クルアサル・シティに！」





「うかつだった……うかつだったよ。バーグラーくん……」


　あたしたち四人が、クルアサル・シティに帰るなり──


　現評議長はあたしたちを呼び出し、顔を合わせるやいなや、沈ちん痛つうなおももちでそう言った。


「……実は、しばらく前に、また建物からぼやが出てな。皆で騒さわいでいたスキに……」


「ハミンガム元評議長が逃げ出した──そうではありませんかな？」


　ぽつりとつぶやいたバーグラーさんのことばに、評議長は驚きよう愕がくの表情を浮かべ、


「な……!?　なぜそのことをっ!?　皆に口止めはしてあるはずだ！」


「くっくっくっくっ……そのようなこと、どうでもよろしいではありませんか。それよりも今は、ハミンガム元評議長を捕とらえることのほうが先決かと思いますが」


　……その含ふくみ笑いと言いまわしはやめたほうがいいと思うぞ。本気で。


　たしかにバーグラーさん、日ごろの言動がとことん怪しいひとだった。彼のことを、ある程度、知っているはずの評議長さんでさえ、疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられてか、バーグラーさんに、うさんくさげな視線をそそいでいたりする。


「……何か心当たりでもあるのか？」


「さよう……今こ度たび、われらが行った時すでに、グリマスの姿はありませんでした。おそらく、ハミンガム元評議長の脱だつ出しゆつ劇げきには、あやつがひと役買っているのではないかと」


　ではないかと、も何も、バーグラーさんの言によれば、グリマスの部下からはっきり聞いているはずだが。


「もしも相手がグリマスならば、このわしに考えがあります。引きつづきこの件、お任まかせいただけますかな？　くっくっくっくっ……」


「……う……うむ……それはかまわんが……」


　彼の怪しさに多少たじろぎつつもうなずく評議長。


「──では──」


「お待ちください！」


　身をひるがえしかけたバーグラーの動きを止めたのは、ほかでもない、あたしだった。


「リナ殿か。何か？」


　これだけは──絶対、言っておかねばならないことなのだ。


　あたしは、評議長の目をまっすぐ見つめ、大きく息をすい込んで、


「むろんあたしとナーガも、ひきつづき同行する、ということで──」


「うむ。そう願いたいのだが」


「……で、依い頼らい料りようの追加のことでごそーだんが……」





「……けどバーグラーさん、あれはやっぱし怪あやしいですよ……」


　魔ま道どう士し協会をあとにしてすぐ。


　あたしたちは、町のメシ屋で昼ごはんを取りながら、今後の対策会議をはじめていた。


　魔道士協会の内部にも、安い食堂があるのだが、やはり味のほうは今ひとつ。それに何より、協会の内部に内通者がいた、というのは確実である。今もまだ、いるのかどうかはわからないが、その可能性がある以上、協会内部で、こみいった話をするわけにもいかない。


「……そうか。そんなに怪しかったか。くっくっくっく……」


　あたしのことばに、なぜかやたらとうれしそーな顔をするバーグラーさん。


「でもなんだって、好きこのんで、そんな怪しい言動するんです？」


「ふっ。あなたにはわからないわよ。リナ」


　あたしの問いに答えたのは、バーグラーさんではなくナーガ。


「それが『美学』ってもんなのよ」


「ふっ……よくわかってらっしゃる……」


　ナーガのことばに、満足げにうなずくバーグラーさん。


「ふっ。それほどでもないわよ。ほーっほっほっほっほっほ！」


「くっくっくっくっくっ……」


　爆ばく発はつするほど怪しいからやめろ。二人とも。


　フードを目ま深ぶかにかぶった魔道士姿のバーグラーさんと、無む意い味みに露ろ出しゆつ度どの高い、悪の女魔道士然たるナーガ。見るからに怪しいこの二人が、店の片かた隅すみで、含ふくみ笑いと高笑いとを上げているのだ。


　レイルはちっとも気にしてないし、あたしも最近耐たい性せいがついてきたからいいけれど、今ので、店にいたほかの客、五人は出て行ったぞ。少なくとも。


「──そ、それよりバーグラーさん、さっきは評議長の前で、心当たりがある、みたいなこと言ってたけど、ほんとですか？」


「うむ。まあな」


　あたしの問いに、ようやく彼は、ふくみ笑いを中断して答えた。


「グリマスとは古いつきあいじゃからの。あやつの立ち寄りそうなところは、たいてい知っておる」


「それじゃあ──」


「だからこそ、奴やつはそこにはおらんはず」


　──あ。なるほど。


「つまりは──なんだってグリマスが、わざわざあなたを解かい放ほうして、ハミンガム元評議長を助け出したか、ってことね」


「そういうことじゃ」


　勝手になっとくするあたしとバーグラーさん。


「……ちょっと……何がそういうことなのよ？」


「……そーですよー……もっとくわしく相談しましょうよー……」


　くちぐちに言うナーガとレイル。


「つまり、よ。なんでグリマスが、昔むかしからの知りあいのバーグラーさんを、ああもあっさりと、あたしたちに返したか。


　バーグラーさんなら、グリマスが立ち寄りそうなところの心あたりをいくつも知ってるのに。


　それってつまり、あたしたちに、その『心当たり』を、むなしく探し回ってもらいたかったからだと思うのよ。時間かせぎのために、ね」


　あたしの説明に、レイルは、ぽんっ、と手を打って、


「……あ……なるほど……


　……けど、『さらにその裏をかいて』ということもあるかもしれませんよ……」


「かもね。


　けどそれじゃあ、あたしたちが、すなおにバーグラーさんの言う『心当たり』を探しまわったら、いきなり見つかっちゃうわけでしょ。


　それに、考えてもみて。


　なんでグリマスが、ハミンガム元評議長を助け出したか」


　ナーガとレイルの二人はしばし、沈ちん黙もくし──


「……あ……なるほど……」


　言ってふたたび、ぽんっ、と手をたたくレイル。


　ナーガのほうは、ちっともわかってないようだが。


「だから、一体どういうことなのよ？」


「ナーガ……あんた、すこしは考えた？」


「ぜんぜん」


　悪びれもせずに答える彼女。


　……やっぱし……


「いい？　ハミンガムを助け出す、ってことはとーぜん、自分も罪つみになっちゃうんだから、かなりの覚かく悟ごがいるはずよ。


　にもかかわらず、グリマスがハミンガムを助け出した、ということは、彼にとって、何らかのメリットがあるはずなのよ。


　ハミンガムが評議長に返り咲く、なんてことは、今となっちゃあ不可能だから、権力を利用して私し服ふくを肥こやすハミンガムのおこぼれをもらう、なんてことは無む理り。


　かといって、ハミンガム個人にほれこんだ、とか、恩おん義ぎを感じていた、なんてひとはいないでしょーし。


　となれば──」


「ふっ。なるほど」


　ようやくあたしの言わんとすることを察したか、ナーガは大きくうなずいた。


「つまりは、おたからのにおいがする、ってわけね」


「そういうこと。


　ハミンガムに、隠かくし財産があってもちっとも不ふ思し議ぎじゃないわ。


　グリマスのほんとうの目的がそちらだとすれば、話のつじつまも合うし。


　とすればグリマスは、時間かせぎをしておいて、その間にハミンガムの隠し財産を狙ねらうはずよ」


「そういうことじゃ」


　言ってうなずくバーグラーさん。


「それでバーグラーさん、その、ハミンガムの隠し財産ってぇのに心当たりは？」


「むろん──ある」


「……けど……なんでそんなこと、ごぞんじなんです……？」


　レイルの問いに、バーグラーさんは、またもや低い笑みを浮かべて、


「くっくっくっ……そのようなこと、別にどうでもよいではないか……それより今は、奴らを追うことのほうが先決じゃ」


　だから、怪しいってば。くどいようだけど。


「ドレイクの村──そこにこそ、ハミンガム元評議長の隠し財産があるはずじゃ！」





「うぉのれ！　寄ってたかってこのわしをっ！　しかし見ておれ！　こうして自由の身になった以上、やつらには目にもの見せてくれるわっ！」


　名もない細い街かい道どうを、旅人姿に身をやつし、悪あつ口こう雑ぞう言ごん飛ばしつつ、歩いてゆくのはまぎれもなく、ハミンガム元評議長、そのひとだった。


　ともに歩む仲間は三人。いずれも同じ、旅人姿。


「──とは言っても、問題はこのあとですな。どこかに身をひそめるにしろ、あるいは復ふく讐しゆうを謀はかるにしろ、この四人だけではどうしようもありませんぞ」


　そう言ったのは、連れのひとり。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで、目つきの鋭するどい初老の男だった。


「……なんとか人を集められんのか!?　グリマス!?」


　ハミンガムに問われて、彼はしばし考え、


「──いえ、残念ながら……


　わたしの家にでも立ち寄れば、多少なりとも、先立つものを用意することもできましょうが、むろん、とうに協会の手はまわっておりましょう。それではむざむざ自分から、また捕つかまりに行くようなものです」


「……しかし！　わしはごめんだぞ！　昨夜ゆうべのように野の宿じゆくなど！」


「そう申されましても、宿に泊とまれば手がかりを残すことになりますし……


　せめて、安全な隠かくれ家がだけでも確保したいものですが──」


　グリマスのことばにハミンガムはしばし沈ちん黙もくし──


「──ある」


　ぽつり、と、つぶやくようにそう言った。


「──は？」


　足を止め、けげんな顔で問い返すグリマス。


「ある、と申したのだ。


　実は、誰だれにも秘ひ密みつにしておったのだがな。わしが権力を利用して私し服ふくを肥こやしておった頃、やはり文句を言う、心の狭せまい奴やつらがけっこうおってな。そんな連中のうっとうしい文句を避さけるため、皆には黙だまって、ある場所にこっそり家を買い、それ以降は、そこを金庫がわりにしておったのだ。


　そこならば、かっこうの隠れ家にもなるし、先立つものも用意できるぞ！」


「おお！　さすがハミンガム様！　こちらに逃げるよう、ご指示なされたのは、そのような深いお考えあってのことだったのですね！」


　感かん嘆たんの声を上げるグリマス。


　その声の響ひびきの中に、かすかなあざけりが混まじっていたことに、ハミンガムは気づかないようだったか。


「ならば善は急げ！　さっそく皆でまいりましょう！　して、その場所は？」


「うむ。このまま道をまっすぐ行ったドレイクの村だ。村の中心からは外れた、湖のそばにある家だ。見てくれはあまりよくないが、これも空あき巣す狙ねらいの目をあざむくためじゃから、ま、そこはがまんしてくれ」


「……ほぉう……ドレイクの村でしたか……なぁるほど……」


　グリマスはにんまりと、会かい心しんの笑みを浮かべ、


「さすがハミンガム様、と申し上げたいところですが、金をためる才には長じておいでだが、そのほかのことに関しては、あまり無む頓とん着じやくのようですな」


「……それはどういうことだ!?　グリマス!?」


　ことここに至って、顔色を変えるハミンガム。むろん今さら手遅れである。


「つまり──隠かくし財産のありかさえわかれば、もはやあなたに用はない、と申し上げたのですよ」


「きさま！　最初からそのつもりで!?」


「むろん、その通りです。あなた様をお救いもうしあげたのもそのため……」


「……わしの仁じん徳とくに惚ほれ込こんで救ってくれたのではなかったのか……！」


　ムチャなことを言うハミンガム。


　どこの世界に、こいつの日ごろの言動を見て、仁徳を感じる奴がいるとゆーのだ？


「ま、いずれにしろ私としては、ハミンガム殿、あなたにもはや用はなくなった。


　むしろ、ご同行願っても、私の足かせとなるだけですからな。


　幸い、人の通りも少ない道。あなたが悲ひ鳴めいを上げようが、そこらの木のこやしがわりになろうが、気にとめるものはおりますまい」


「──そうはいかぬぞ。グリマス」


　声は、彼らのま上からした。


「ぬ!?」


　あわてて頭ず上じようをふりあおぐ彼。


「──ちぃっ！　その声はバーグラーかっ！」


　悔かい恨こんの声は一いつ瞬しゆんの後に漏もれた。


　彼はようやく気づいたのだ。自分たちが、とうに追いつかれていたことに。


　大きなタライの底と外がわを空色に塗ぬって、全員で乗り、浮遊レビテーシヨンをかけて相手を尾び行こうする。


　はたから見ると、まぬけな上に、この上もなく恥はずかしいが、高度を取って、影に気をつけ、相手のま上にはりつけば、めったに気づかれるもんではない。


「しかし、なぜわかった？　私がこちらに逃げていると」
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「……なぁに……どうせ狙ねらいは、ハミンガム元評議長どのの隠かくし財産じゃろうと踏ふんでな。となればあとは、ドレイクの村に向かう道を探せばすむこと……」


「きさま！　知っていたのか!?　わしの隠し財産のありかを!?」


　まともに顔色を変えるハミンガム。


　──あたしが、バーグラーさんから聞いた話によれば、なんのことはない、バーグラーさんの奥さんの実家が、ハミンガムが金庫がわりに買った家の隣となりだった、ということらしい。


　以前、バーグラーさんが立ち寄った時、となりに建てられた家で、ハミンガムを見かけたが、むこうはこちらに気づいておらず、その時はバーグラーさんも気にとめてはいなかったらしい。


　しかし、事件がこういう展てん開かいを見せ、ふとそのことを思い出した、ということだった。


「……グリマス……わしは、なんとかお前さんを説得するつもりだったがな……」


　押し殺した声で言うバーグラーさん。


　その間に、あたしとレイルは浮遊レビテーシヨンの術じゆつをコントロールし、グリマスたちの前に降り立つ。


「……今のお前さんのことばを聞くかぎり……どうやら説得は無む駄だのようじゃな……」


「ふん……バーグラー……ひとつだけ言わせてもらうぞ」


　グリマスは小さく鼻を鳴らし、


「そのタライはいくらなんでもかっこ悪いぞ」


『ほっとけ』


　あたしとナーガとバーグラーさんの声がハモった。


　……くそー……敵ながら、イタいところを突いてくる。


「……僕ぼくはあんまり気になりませんけど……」


　はいはい。レイル。あんたの意見は求めてないから。


「……ま……まあ、それはともかく、じゃ。いくら昔むかしからのなじみとはいえ……いや、それじゃからこそ、これ以上おぬしを見過ごすわけにはいかん！」


　多少赤面しながらも、グリマスを、びしぃっ！　と指さし、言うバーグラーさん。


　──むろんタライからは降りて。


　しかしグリマスは、いまだ余よ裕ゆうの表情で、あたしたち一同を見渡して、


「……ふん……そちらのお嬢じようさんがたが、リナ殿とナーガ殿か。私の雇やとった連中を、いともあっさりと倒したお手並み、耳にしてるよ。


　しかし……」


　ぱちんっ！


　グリマスが、指をひとつ、鳴らすと同時に、あたりの森がざわめいた。


　やがて、しげみをかきわけ現われたのは、十数人の暗殺者アサツシンたち！





　森林での戦せん闘とう用に、濃のう緑りよく色しよくの布ぬのですっぽり全身を包み、わずかに目だけを覗のぞかせている。


「いずれこんな日も来ようかと、魔ま道どう士し協会の交際費を使って雇やとっておいた暗殺者アサツシンたちだ！　言っておくが、これまでの連中と同じだ、などとは思わんことだな！」


　さすがにハミンガム側についただけあって、みごとな公こう私し混こん同どうぶりである。しかし、このリナ＝インバースを甘く見てもらっては困る。


「ナーガ！　バーグラーさんとレイルをおねがい！」


　言って呪じゆ文もんを唱となえつつ、ひとり突とつ出しゆつするあたし。


　虫の羽音にも似た、低い響ひびきがあたりに満ちた。暗殺者アサツシンたちが呪文を唱えているのだ。


　させるかぁっ！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　手近なひとりに向かって術じゆつを解き放つ。しかしあたしのこの一いち撃げきを、暗殺者アサツシンは、からくも身をひねってかわす。


　グリマスが言った通り、さすがにその道のプロだけあって、そこいらのちんぴらたちとは格が違う。


　あたしはそのまま、まっすぐ森の中へとかけ込んだ。





　ばどぉぉぉぉぉぉぉん！





　ほとんど同時に、後ろで聞こえるド派は手でな爆ばく発はつ音おん。


　……やっぱし……


　ナーガの奴やつ、見み境さかいのない術じゆつ、使ったな……


　離れててよかった[image: ]


　ふりむいてみれば、あんのじょう。不敵な笑みを浮かべるナーガのまわりには、ハミンガムたちと暗殺者アサツシン数人が倒れ伏ふしている。


　……むろん、バーグラーさんとレイルも倒れてるけど……


　しかしこれで、敵の数もかなり減った！


　瞬しゆん間かん、背後に殺さつ気きを感じ取り、ふりむきざまにショート・ソードを引き抜くあたし。


　ぎぃんっ！


　鋭するどい音があたりにひびき、刃やいばと刃やいばが火花を散らした。


　あたしの剣は、かろうじて、背後から暗殺者アサツシンのひとりがふり下ろした、剣の一撃を受け、しのいでいた。


　大きく後ろに跳とび退すさりながら、口の中で呪文をとなえる。


　暗殺者アサツシンのくり出す刃やいばをいくどかしのぎ、やがて呪じゆ文もんが完成した。


　目の前の敵から大きく間合いを取って──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ふりむきざまに術じゆつを解とき放つ。


　狙ねらったのは、ナーガと対戦中の暗殺者アサツシン。さすがにあたしの動きにまでは気をつけていなかったらしく、まともにあたしの術を食らって倒れ伏ふす。


　ふりむけば、たった今まで刃を交まじえていた奴の姿がない。


　いったん姿を消して奇き襲しゆうをかける気か？


　さすがに暗殺者アサツシン、殺気は完全に消している。


　口の中で呪文を唱えつつ、あたしはわざと、とまどったように、きょときょとあたりを見回した。


　そして呪文が完成し、あたしは視線をナーガの方に向けた。


　とたん、背後に生まれる殺気！


　かかった！


「炎の矢フレア・アロー！」


　あたしの術は、背後に十数本の炎の矢を生み出した。


「なにっ!?」


　後ろで思わず驚おどろきの声を上げる暗殺者アサツシン。


　一いつ瞬しゆんの後──


　あたしが後ろむきに放った炎の矢は、後ろを取ったつもりの刺し客かくを直ちよく撃げきしていた。


　この炎の矢フレア・アロー、べつに術者の正面に出現させなければならない、というものではない。ちょいと呪文にアレンジを加えてやるだけで、たった今あたしがやったように、後ろに出現させて撃うち出すことも可能である。前に出現させたのと違って、狙ねらいはつけられないけど。


　次の呪文を唱えつつ、いちおうふりむいて確認。あたしを後ろから狙っていた暗殺者アサツシンが、こんがりコゲてるのを確かめて、ナーガのほうに向かってダッシュ。


　そこにまた、よせばいいのに別のひとりがつっかかって来る。ためらわず、呪文で応戦するあたし。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　胸の前に生まれた光球を、暗殺者アサツシン目がけて放つあたし。


　本来この術じゆつ、光球が、何かに着ちやく弾だんしたその瞬しゆん間かん、炸さく裂れつし、あたりに火炎を撒まき散らすという技で、威い力りよくのほどはかなりのものだが、光球が、目標のはるか手前やはるか後ろで炸裂したならまったく無意味。


　暗殺者アサツシンも、むろんそのことは知っていたのだろう。一歩だけ横に体をずらし、変わらぬペースで突っ込こんで来る。


　しかし甘い！


「ブレイク！」


　ぱちんっ！　と、あたしが指を鳴らすと同時に、あたしの放った光球は、いくつもの小さな球に分ぶん裂れつし、暗殺者目がけてふりそそぐ！


「────!?」


　きゅごごごごごごごぅっ！


　暗殺者アサツシンの、最さい期ごの悲ひ鳴めいは爆ばく音おんにかき消された。


　これで残るは──


　次の呪じゆ文もんを唱となえつつ、あたりに視線をめぐらせた時──


　すでにあたりから、敵の気け配はいは消え去っていた。


　あとにはただ、両手を腰こしに当てたまま、勝利の高笑いを上げるナーガの姿。
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「ほーっほっほっほ！　口ほどにもない！　しょせんはただの暗殺者アサツシンふぜいが、数をたのみにかかって来たところで、この白蛇サーペントのナーガが倒すことなどできないのよっ！」


　……あれ……？


「ちょっとナーガ、ゆーちょーに高笑い上げてないで」


「ふっ。安心しなさい、リナ。敵はもういないから」


「敵がいないのはわかってるわよ。そーじゃなくて。倒した暗殺者アサツシンたちの数、少なすぎるよーな気がしない？」


「……そういえば……」


　あたしのことばに視線をめぐらせ、ナーガはぽつりとつぶやいた。


　森から出てきた時、暗殺者アサツシンたちは十数人いたはずだが、そこいらに転ころがっているのは、どう見たところで十人にも満たない。


　あたしは再びあたりに視線をめぐらせて──


「グリマスがいない!?」


「あら。そういえば」


　そう。


　ハミンガムと、グリマスの仲間二人とは、たしかにナーガの術じゆつを食らって、へたり込んでいるのだが、かんじんのグリマスの姿がどこにも見当たらない。


「たぶん──暗殺者アサツシンを何人か護ご衛えいにつけて、ドレイクに向かったのよ！」


「ふっ。となれば追うしかないわね。ならさっそく、バーグラーさんとレイルくんをたたき起こして……」


「ちょっと待って、ナーガ！」


　二人に回復呪じゆ文もんをとなえようとするナーガをあたしはおしとどめた。


「……何よ……いきなり……」


「ハミンガムたちを置きざりにするわけにはいかないわ。かと言って、連れていけばじゃまになるだけ。となればクルアサルに連れ帰るしかないわ。


　けど、こいつらを連れ帰る役、バーグラーさんとレイルのふたりだけじゃあ不安が残るわ。そこであなたには、その護衛についてほしいの。


　ドレイクには──


　あたしひとりで行くわ」


　瞳ひとみに決意をみなぎらせ、彼方かなたの空を見すえるあたし。


　だがしかし──


「ほーっほっほっほ！　笑わせないでね、リナ＝インバース！」


　あたしの演えん技ぎを、あっさり笑い飛ばすナーガ。


「ふっ！　どうせあんたのことだから、『ハミンガムの隠かくし財産がどれくらいか、なんて、ほとんど誰も知らないから、どさくさまぎれに少々ネコババしてもわからない』とか思ってるんでしょうけど、ひとりだけおいしい思いはさせないわよ！」


　……[image: ]っ……！


　指し摘てきされ、思わず絶句するあたし。


　……くそー、こいつ、こーゆーところだけスルドいでやんの……


　二人の視線は、しばし火花を散らしあい、


「……わかったわ。ハミンガムたちの護ご送そうは、バーグラーさんとレイルのふたりに任まかせましょ……」


　折れたのはあたしのほうだった。


　ナーガをこの場ではり倒してひとりで行く、というテも思いついたのだが、あとあとみんなにバラされてはもともこもない。


「それじゃあナーガ、とにもかくにも、二人のケガをなおして追つい撃げきするわよ！　グリマスを！」





「──いよいよね──」


　つぶやいて、あたしは一歩、足を踏ふみ出した。


　あたしとナーガの目前には、やや小さめの湖が、蒼あおい湖こ面めんを、昼の光にきらめかせている。


　ドレイクの村はずれにある、小さな湖。


　そのほとりには、ぽつん、と佇たたずむ一軒の家。


　たしかに見かけはぱっとしないが、まちがいはない。


　こここそが、ハミンガム元評議長の、隠かくし財産置場である。


「──いるわよ」


「わかってる」


　ゆっくりと、家に向かって歩みを進めつつ、つぶやくあたしに答えるナーガ。


　家の中には人の気け配はいがあった。


　おそらく──グリマスたち。


　ひと足ちがいで、あたしたちより早くたどり着き、おたからを運び出す段取りの途と中ちゆうで、あたしたちがやって来た、といったところか。


　彼にはもはや、ここのおたからぶん取って、どこかにとんずらこく以外、残された道はないはずだった。


　となれば今度はグリマスも、死にもの狂いでかかってくるだろう。それにあちらには、まだ暗殺者アサツシンたちが残っているはず。もちろん勝つ自信はあるが、決して油断のできる相手ではない。


　すこし離れて、ぽつん、と別の民家が見える。おそらくあれが、バーグラーさんの奥さんの実家だろう。


　ま、少々ハデに戦っても、被ひ害がいのおよぶような距きよ離りではないが。


　あたしたちは、一歩一歩、湖の家に向かって歩みを進め──





　ばむっ！





　とーとつに大きな音を立て、内側から、家の扉とびらが開かれた。


　あたしとナーガの意識がそちらに向いた、その瞬しゆん間かん──


　殺さつ気きは、ま後ろから吹きつけてきた！


　ふり向くいとまもあらばこそ。あたしとナーガは左右に大きく飛び退いた。





　ごぅん！





　たった今まで二人が立っていた場所が、紅ぐ蓮れんの炎に包まれた。


　──火炎球フアイアー・ボールか！


　グリマスたちは、はじめから、あたしたちの後ろを取れる位置に、伏ふく兵へいを置いていたようである。


　火炎球フアイアー・ボールの飛んで来た方に目をやれば、一体どこに隠かくれていたのか、ひとりの暗殺者アサツシンの姿。


　こちらに向かって、一気に距離を詰つめて来る。


「リナ！　家からも！」


　言われてふたたび視線を移すその先に、たった今、開いた扉とびらから飛び出して来る、五、六人の暗殺者アサツシン。


　あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。


「炎の矢フレア・アロー！」


　ふりむきざまに、後ろから、火炎球フアイアー・ボールをぶっ放してきた奴やつ目がけて術を放つ。しかし相手にぶつかる直前、あたしの放った炎の矢のことごとくは、あっさりはじき散らされる。


　風の結けつ界かいを張っているのか!?


　どうやらこいつは、ある程度、術が使えるらしい。


　次の呪文を唱えるあたしに、刃やいばを抜き放ち、おどりかかって来る暗殺者アサツシン。


　あたしも腰こしのショート・ソードを抜き放ち、暗殺者アサツシンの剣を受けとめる。


　ぎぃん！


　刃と刃とを合わせたままで、暗殺者アサツシンは、じわり、とあたしを押してくる。


　剣で勝負をつける気か。


　これだけ接近していれば、あたしとしても、うかつな術は使えない、と読んだのだろう。


　発想は悪くないのだが──


「炎の矢フレア・アロー！」


　かまわず呪文を発動させるあたし。


　暗殺者アサツシンの目に、かすかなとまどいの色が浮かんだ。





　ごぅっ！





　そしてその次の瞬しゆん間かんには、暗殺者アサツシンは、あたしの術をまともに食らい、くたりっ、とその場に倒れ伏ふす。


　おそらく、どうやって倒されたかすらわからぬままに。


　……けど今のは、ちょっとコワかったぞ。自分でやってて。


　あたしは唱となえた炎の矢を、かなり前──つまり、つばぜりあう暗殺者アサツシンの後ろに出現させ、自分のほうに向かって解き放ったのだ。


　むろん暗殺者アサツシンの体が盾たてになって、あたし自身はノー・ダメージなのだが、自分の放った術が自分の横をすり抜けていく、というのは、あまり気持のいいもんではない。


　ともあれこれで、まずひとり。


　一方むろん、ナーガの方も、家から飛び出して来た暗殺者アサツシンたちに向かって術じゆつを放っていた。


「石霊呪ヴ＝ヴライマ！」


　向かい来る暗殺者たちの、その足もとが大きく震ふるえた。


「!?」


　声もなく跳とび退すさる暗殺者アサツシンたち。


　大地がきしんだ悲ひ鳴めいを上げて、人の姿を成し、立ち上がる。


　魔ま力りよくによって創つくり出された土人形ゴーレムは、手近にいた暗殺者アサツシン目がけてなぐりかかる。


　しかし、この一いち撃げきは、いともあっさりかわされた。


　術の派は手でさに一瞬ひるんだ暗殺者アサツシンたちではあったが、すでに冷静さを取り戻もどしている。


　この土人形ゴーレム、パワーはたしかにあなどりがたいものがあるが、あまり俊しゆん敏びんな動きはのぞめない。体のカタい岩人形ロツク・ゴーレムほどではないとはいえ、ちゃんと注意さえしていれば、よけきれないようなスピードではない。


　暗殺者アサツシンたちは、土人形ゴーレムなど相手にするだけ無む駄だと判はん断だんしてか、ふたたびあたしたちの方にむきなおる。


　だがしかし、その瞬間。


　ぐぉ……お……ん……





　どぉぉぉぉぉぉぉん！





　方向転てん換かんしようとした土人形ゴーレムは、その場でまともにバランスを崩くずし、ド派は手でな音立て、倒れ込こむ。


　……また左右の足の長さがちがったな……


　しかし、笑い話ですまされないのは、すぐそばにいた暗殺者アサツシンひとり。土人形ゴーレムの攻こう撃げき範はん囲いの死角だからと、油ゆ断だんしていたその時に、まともに倒れ込まれたのである。


　むろん倒れたひょうしに土人形ゴーレムもくだけ散り、ただの土ど砂しやの山と化してはいたが、その土まんじゅうの下には、暗殺者アサツシンがひとり、つぶれてるはず。


　……ま、埋まい葬そうの手間ははぶけたわな……


　残る暗殺者アサツシンは四人。


「地精道ベフイス・ブリング！」


　大地に手をつき、術を発動させるあたし。つづいて次の術をとなえる。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガの放った術をよけ、とびのく暗殺者たち。


　づぼ。


「のぬょぉぉをっ!?」


　そのうちひとりが、わけのわからん悲ひ鳴めいを上げて、腰こしのあたりまで、いきなり地面にめり込んだ。


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　動きの止まったその暗殺者アサツシンを、あたしの術が直ちよく撃げきした。


　だめでもともとのつもりで、地精道ベフイス・ブリングを使って地面の下にトンネルを掘り、落とし穴がわりに使ったのだが、まともにかかってくれたようである。


　しかしこの間に、残る三人も、あたしたちに向かって距きよ離りを詰つめている。


　連中の後ろにおたからの家さえなければ、竜破斬ドラグ・スレイブあたりで問答無用にふっ飛ばしてやるのだが──


「炸弾陣デイル・ブランド！」


　次の術は、あたしが先に解とき放った。


　ある一点を中心に、ドーナツ状に土ど砂しやをふき上げる術だが、その一点を、暗殺者アサツシンたちのすぐ目の前に設定してやる。


　やむをえず足を止める暗殺者アサツシンたち。


　土砂がおさまるその瞬しゆん間かん。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガが術じゆつを解とき放つ。


　よけきれず、ひとりが術の直撃を食らう。


　これであと二人！


　づぼっ。


「うおおおおおおっ!?」


　……あ……またひとり落とし穴にかかった……


　らっき[image: ]


　いるんだなー。暗殺者アサツシンの中にも、こーゆーユカイなの。


　あたしの術でぶち倒し、これで残るはあとひとり。


「ナーガ！　氷フリーズの・矢アロー！」


「オーケイ！」


　あたしの声に応こたえると、呪じゆ文もんを唱となえはじめるナーガ。


　いっしょにあたしも、呪文の詠えい唱しように入る。


　そして──


『氷フリーズの・矢アロー！』


　二人は声すらハモらせて、同じ呪文を解き放つ！


　二倍の密度の氷の矢である。さすがにこれはかわしきれずに、まともに食らう暗殺者アサツシン。


　よぉっし！　これで──


「……ふ……さすがですな……」


　静かな声にふりむけば、家の戸口から、ゆっくりと、グリマスが姿を現わした。


「噂うわさどおりのご活躍ぶりですな。やはり、にわかにかき集めた並なみの暗殺者アサツシンたちでは、お嬢じようさんたちを倒たおすのは無む理りでしたな……」


　ばさぁっ、とマントをひるがえし、ついにあたしたちの前に立ちふさがるグリマス！


「ならばこの私自身がお相手しましょう！」





　すこぽぉぉぉぉん！





　あたしの放ったケリ一発で、いきなし倒れ伏ふすグリマス。


「……弱いぞ……あんた……」


「ふっ！　笑しよう止しな！」


　倒れて動けないままで、やたらとデカい口をきく。


「強いなどと言ったおぼえはないっ！　第一、戦いに自信があるなら、わざわざ人を雇やとったりせず、最初から自分で戦っておるわ！」


　……まあ……りくつではあるわな……


「しかし何はともあれ、これで一いつ件けん落らく着ちやくよっ！」


　言って、あたしとナーガは視線をかわす。


　あとはハミンガムの家に踏ふみ込こみ、おたからちょっぴしいただくのみ！


　これは決してねこばばではないっ！　りっぱな危険手当である！


　二人は同時に、力強くうなずいて、ハミンガムの家に目を移す。


　そこには、まともに地じ崩くずれ起こし、湖に沈みゆくハミンガムの家！


「……えっと……」


「……あの……」


　思わず硬こう直ちよくする二人。


　ごどばしゃごぶずぶずぼごごぼご……


　その目の前で、家は完全に、湖の底へと沈んでいった。


「……まあ……けっこう派は手でにやったからのう。地じ盤ばんがゆるんだんじゃろうな……」


　なげやりな口く調ちようのグリマスの声を聞き流しながら、あたしとナーガは、ただただぼーぜんと立ちつくすのだった。


　いつまでも、いつまでも……







（動乱のあとに：おわり）















　あ・と・が・き



神坂一＋Ｌ＋Ｓ　　　









Ｌ：やって来る来る日本の夏がっ！


作：夏はやっぱりムギ茶だねっ！


Ｌ：と、ゆーわけで、今ここに！


作：スレイヤーズすぺしゃる四巻、「魔道士協会の陰謀」をお送りします！


Ｓ：……うっ……うっ……ひさかたぶりの出番ですねぇ……


Ｌ：ををっ！　こんなところに部下Ｓがっ！


Ｓ：……こんなところに、ってＬ様……


Ｌ：と、ゆーことはひょっとして!?


作：そのとーりっ！　かつて『ヴェゼンディの闇』で告知しました、『第二回！　輝け！　一億二千万人のスレイヤーズ人気投票』中間結果発表だぁぁぁっ！


Ｓ：ちなみに、『ヴェゼンディ──』を入手されていないかたのために、念のため規定をくりかえしますと、プラス五ポイントとマイナス一ポイントのふりわけで、無記名投票は無効、とゆーことでした。


Ｌ：くせものなのは、このマイナス・ポイントなのよねー。


Ｓ：現在の投票数はおよそ三百通。


　　計算すると、全世界の人口の八十パーセント近くが投票していることになりますね。（大うそつき）


Ｌ：なお、この場を借りまして、ぐーたらな作者にかわって集計をおこなっていただきました、編集部のかたがたに、お礼をのべさせていただきます。


　　……ごふっ！　ごふっ！……いつもいつもすまないねぇ……作者があんな性格なばっかりに……


作：それは言わない約束だろ……


Ｌ：作者きさまが言うなぁぁぁっ！





　ごぐわしぃぃぃぃぃっ！





Ｓ：い……今の蹴けりは……ムエタイ！


Ｌ：はいはい。格闘まんがはもーいいから。とっとと中間結果発表しちゃいましょ。


作：……いやー。最近は医療費もばかになんなくて……


Ｌ：ンなことはともかく。


　　さあっ！　今、集計結果を記した紙が、Ｓのもとにとどきました！　そして……！　（はらりっ、と用紙を開くＳ。のぞきこむ三人）


　『をををををををををををををっ！』


Ｌ：……お……思わず声を上げてしまいましたねー


Ｓ：こ……これは……まさか、こんなことになっていよーとは……


作：うーん……予想してなかったなー。世間さま一般でも、こんなことになろーと予想してたひとはいないんじゃないだろーか。


Ｓ：と……ともかく中間発表を。まず十位……


作：ちょっと待った！　これって、はっきり順位と得票数発表するより、ちょっとボカシた発表するほーがいいんじゃないだろーか？


Ｌ：同感。そのほーが、本発表の時に盛り上がるだろーし。


Ｓ：わ……わかりました。


　　それではまず、十位前後の発表……というか解説を。


　　このあたりは、わりとダンゴ状態になってまして、私ことＳや作者、郷く里にの姉ねえちゃんなど、前回もこのあたりをうろついていたキャラで、だいたい占められています。


Ｌ：しかしそんな中、フィルとエリスが大幅転落！


　　かわりに浮上してきたのが、なぜかは知らねどリオルとミーナ！


　　……解説の神坂さん、これはどういうことでしょう？


作：うーん……最近出番がなかった、という点ではどちらも同じはずなんですけど……少数ではあれ、リオルとミーナには、根強い熱心なファンがいた、といったところでしょうか。


Ｓ：発表を続けていきたいと思います。その上位を占めるのが、これまたやはり、前回と同じ、Ｌ様、ナーガ、アメリアです！


Ｌ：……まあ……ガタ落ちしなかっただけでもマシか……


作：達観しとる達観しとる。


　　……Ｌの場合、得票数は、それほど少ないわけでもないんだけど……どー考えても、マイナス・ポイントが、プラス・ポイントの半分以上あるっつーのが間題だわな。


Ｌ：……しくしくしくしくしくしくしく……


作：さて、おどろくのはこれからだっ！　上位の発表、いってみようっ！


Ｓ：何の因いん果がか因いん緑ねんか、上位三人ダンゴになって、組んずほぐれつ大乱闘！　さあさあどうなるこの結果!?


　　ゼルとガウリイの激戦は、みんなの予想のうちなれど、問題なのは三人目！


　　予想をみごとに裏切って、ダンゴをつくるその名は、ゼロス！


　　てめぇゼロス！　中級魔族のくせしやがって！　この前やった呪符タリスマン返せっ！


作：どうどうどうっ！　落ち着けっ！　落ち着くんだっ！


Ｌ：そう！　意外にも、これははっきりバラしちゃうけど、主人公にして語り手たる、みんなのヒロイン、はたで見てるにゃ笑えるが、友だちなどにはなりたくない、あの、リナ＝インバースは、一位に百ポイント近い差をつけられて、現在四位！


Ｓ：一体何が起こったんでしょーかねー。


作：うーん……『ヴェゼンディ』のあとがきで、ゼルとガウリイを競わせるかのような不用意な発言があったことは事実ですね。


Ｌ：ぎくっ。


Ｓ：ゼロスがいきなり突出した理由は？


作：やはりあの、何が起きてもにこにこ顔で『秘密です』とゆーのが、読者の想像力をくすぐったのではないかと思われますねー。


　　ノーマークだっただけあって、ほとんどマイナス・ポイントも入ってませんし。


　　……それにしても……いきなりここまで突出するとは思いませんでしたけどねー。


Ｌ：けど、リナの順位が落ちまくった、ってーのは、ちょぴしびっくりよねー。


作：それに関してはたぶん、前回、圧勝しすぎたせいもあって、『まあ、こいつはほっといてもだいじょーぶだろ』などという心理が、投票者の中に働いたのではないかと思われます。


Ｌ：この件に関して、主人公のリナさんからメッセージをいただいてます。





『旅に出ます。探さないでください。




リナ＝インバース』







作：………………


Ｌ：………………


Ｓ：………………


Ｌ：な……なんか、しめ切りに困った小説家みたいな……


作：そーゆーことは言うなよ……お前は……


　　……と……ともあれ……


　　さあ、はたしてリナは、一位の座を奪だつ回かいできるのか!?


　　それとも、このテの人気投票のジンクス通り、主人公が一位を守りつづけることは不可能なのかっ!?


　　しかし最終集計までは、まだ半年ほどが残されている！　結果はあなた！　まだ投票してないあなたのハガキにかかっているのですっ！


Ｌ：どーなるか楽しみよねー[image: ]


Ｓ：このままずるずる行く、とゆーのはつまりませんからねー。


作：やっぱり予想されるのは、最終集計での、Ｌの大幅転落……





　ごぶっ！





Ｌ：やかましぃぃぃっ！あのことは言うなぁぁっ！


Ｓ：なお、中間発表はもうやりませんので、あとは来年の最終結果発表！


　　さてさて、どうなりますことやら。


作：（まだ生きてた）と、ゆーわけで、永えい劫ごうの長きにわたって続けてまいりました、『第二回　意外な結果のスレイヤーズ・キャラクター人気投票中間集計報告』は、これにて終了いたします。


Ｓ：……あのー……結果発表以外の場で、私の出番ってあるんでしょーか……？


Ｌ：知んない。


Ｓ：……しくしくしくしくしく……


作：それではみなさん。


Ｌ：そーゆーことで。


三人『さよーなら。また近いうちに』







あとがき：おわり
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